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プロローグ　シャボン玉のため息





　南みなみ青あお山やま少女ブックセンターという名の書店がある。

　青あお山やまの南にある潰つぶれかかった書店だ。通行人の中には、この書店を妙な書店だと呼ぶ者が多い。店の外壁には「男子入店禁止!!」「男、お断り！」という張り紙があり、男性客はおろか女性客さえ寄せ付けぬ（嫌な）オーラがあるがゆえに。



「うぅ～む、うむむむ……」

　そんな南青山少女ブックセンター（略してＭＧＢＣ）にて、少年は頭を抱えていた。

　彼の名前は春はる山やまマリオ。どこにでもいる十五歳の男の子である。

　少し伸びた髪の毛が目にかかっているが、気にする様子はない。学校の制服の上からグレーのエプロンをつけているところを見ると、この書店のアルバイト店員だろう。

　通路に座り込むようにして、マリオは考え込んでいた。なぜ彼はこうも頭を抱えているのだろうか。なにを悩んでいるのだろうか。この書店に関することなのか、それとも将来に対する不安なのか、はたまた混迷する日本の政治経済についてか。ともかく彼は、うむむむむと声を上げ、眉み間けんにシワを寄せ、汗を額に浮かべながら苦悩するのであった。

「こ、これは……」

　マリオ少年は一冊の本を持っていた。どうやら、苦悩の元凶はその本にあるらしい。さきほどから同じページを凝ぎよう視ししていることからもわかるだろう。しかも、本のページから彼の目は二ミリほどしか離れていない。そんなに近づいて見えるのか、マリオ。誰だれもが思ってしまうだろう。だが、ミニスカートの女の子がテレビに映ると、あれ、もしかして、まぁ見えるわけないんだけど、なんかの拍子に科学の不思議みたいな感じで見えねえかなぁ、と画面の下から覗のぞいちゃうように、その熱意が距離となってミリ単位で表されているのだ。というか、ミニスカートの女の子をテレビの下から覗いたことがないとは言わせないよ、男子諸君。そして女子諸君、アイドルのポスターにキスしたことがないとは言わせないよ。なかったらごめんなさい。

「これは……」

　ゴクリ、と喉のどを鳴らす。それから、慎しん重ちように、慎重に、結論を出そうとする。この判断を誤ることはできない。絶対にミスの許されない選択なのだ。

「これは……たぶん……」

　マリオは人差し指を天に掲げてから、ゆっくりと、そのページの中央を指さした。

「これは間違いなく、ポッチであるぅぅうぅう!!（笑顔で）」

　ゴイン。

　その瞬間、タイタニック号が沈没する時の二十倍の衝撃が彼の脳を揺らした。このズシンとくる重さは、間違いなく広こう辞じ苑えんであろう。頭に辞典が直撃したはずなのに、なぜか舌が痺しびれてくる。やばい感じのショックだ。そう思うのと同時に、腰から背中、背中から首、首から頭へと向かってジワワワンと染み込むようにして激痛が走る。

「いだだだだだだだだ、痛い！　というより冷たい！　ヒヤッとしてる!!」

　彼は床に倒れこむと、こぶしを握りながら（なにかに耐えてる？）悲鳴をあげた。だが、辞典を投げつけた人物は、今度は両手で抱えたマーダーケースブック全巻（九十六冊）を容赦なく彼の顔に落とす。ドサドサドサ、ガコッ、バスッ、ゴインッ。

「顔にっ！　犯罪についての雑誌が！　俺おれの顔っ、にっ、ぐえ！　ぼえ！」

　変な声を上げつつ、彼は九十六冊の嫌な感じの雑誌に埋もれるのだった。

「ちょ、ちょっと、静しずか、なにしてるの!?」

　その騒ぎを聞きつけて、スタッフルームから一人の少女が慌あわてて飛んできた。肩まで伸びたストレートヘアーのてっぺんから「ピロリンチョ」とアンテナのように髪が飛び跳ねている。彼女もまた（マーダーケースブックの下敷きになった）少年と同じように、学校の制服の上からエプロンをつけていた。大きく盛り上がった胸がエプロンの生地を押し上げ、「自分、発育中ですから。そりゃ押し上げもしますよ」と主張している。

　ピロリンチョ（略してピロチ）の視線の先には、ショートカットの活発そうな少女がいた。いや、活発そうと言うより、高圧的と言った方がいいだろうか。眉み間けんにシワを寄せ、憎々しそうな表情をしている。彼女もまたエプロン姿である。

「どないもこないもあらへんがなこれしかし!!　やってられへんっちゅー話でんがな！」大阪弁である。しかも、相当嘘うそくさい大阪弁だ。

「ちょ、ちょっと静しずか。言葉、怖くなってる……」

「ああ、ごめんな。いま、オカンが降ってきた」

　降ってくるオカン。嫌なオカンである。

　十二月二十四日のクリスマス。恋人たちが見上げると、空いっぱいに降ってくるオカン。しかもなぜか笑顔で。いや、そんな星降るオカンは関係ない。

「あのな、晴はる子こ。こいつあかん。一回しばかなあかん」

　晴子と静。それが二人の少女の名前であった。ピロチが晴子、オカンが静である。

「でも、一応店長なんだし、そんな叩たたいたりしたら……」

　ピロチこと晴子が、不安そうに言った。

　店長。その言葉を聞いて、大量の本の下敷きになっていたマリオが息を吹き返す。

「そうだー！　俺おれは店長だぞ！　もっと敬うやまえ！」

　叫さけび声と共に、地中から這はい出るモグラのごとく彼は姿を現した。その姿を見た途端、二人は悲鳴を上げる。

「きゃああああああああ！」

「おわあああああああああああ！　く、くたばれノストラダムス!!」

　静は悲鳴を上げるだけでなく、意味不明な言葉と共に手当たり次第本を投げつけた。マリオは「うぐっ」「ぶぇっ」「はぐっ」「ぴぐっ」などと短い声を上げながら、ゆっくりとマーダーケースブックの中へと再び沈んでいくのだった。

　そして沈黙。長い沈黙。

「はぁはぁ……。や、やったんか？」

　静は肩で息をしながら、ちょっとした古墳ほどに積まれた本の山を眺める。その隣で晴子が、「やったらダメなのでは？」という顔をしていた。店内には、天井に埋め込まれたスピーカーからクラシック音楽が静かに流されている。もう彼が蘇ることはないようだ。嵐あらしは去った。村に平和が訪れた。

「ほんなら、晴子。ここは危険やから、スタッフルームに戻るで」

「えっ!?　だって、休憩時間は終わったじゃない」

「ええから、またいつこの男が動き出すかわからん。今は安全な場所に避難や」

　もちろん彼女は純粋にサボりたいだけである。静は晴子の手を握ると、有う無むを言わさずスタッフルームへと戻って行った。マリオは、その様子を自分の上に降り積もった本の隙すき間まから眺めている。

「なんだよ、写真集見ながら、これは影なのか、その、胸のポッチがはみ出てるのか検証してただけじゃないか。それをあんなに怒りやがって。健全な思春期の少年ならみんなやることだぞ。これだからＤ組ってのは嫌なんだ……」

　制服にエプロン姿からアルバイトだと思われたマリオ。しかし、彼は店長と呼ばれていた。これはどういうことなのだろうか？　さらに、ポッチ探しをしていたマリオに対する女子の過剰なまでの反応。なにか理由があるに違いない。そんな謎なぞっぽく言葉を漂わせていると、生き埋めになったマリオに誰かが近づいてきた。またしても少女。今度は、妙に背が高く、妙にボンヤリとした、妙に妙な感じの妙な女の子である。妙。

「あ、あれって室むろ田たさん？」

　生き埋めになりつつも、彼は少女の名を言った。室田響ひびきは寝ぼけているような、半分閉じた瞳ひとみでマリオ（本の山）を見ている。それから、無言で本をどかしはじめた。どうやら、彼のことを発掘しているようだ。

「おぉ、なんて優しいんだっ」

　呼吸ができないほどの重さで彼を圧迫していた書籍がどけられ、マリオはなんとか身動きが取れるようになった。響は中から出てきた彼を見ても表情を一切変えなかった。だが、本の山から出てきた写真集を見つけると、眉まゆ毛げの角度が二度ぐらい変化したように思えた。そして、シャボン玉のようにすぐ消えてしまうため息をつく。

　表情がほとんど変わらない彼女に変化を与え、さらにため息までつかしてしまう写真集こそが、マリオがポッチの確認をしていた「田た中なか佐さ知ち子こ・ギリギリ全開写真集」であった。響は写真集が無事であったことを確認すると、それを抱きかかえるようにして、そのまま小さくステップを踏み始めた。無表情で、ステップである。なぜステップ。なんのためのステップ。

「あの、室田さん……それ、なに？」

　目の前で繰り広げられる不思議な光景に、彼は純粋に質問した。すると彼女は、表情をまったく変えずに一言だけ呟つぶやく。

「こいるー」

　そして、そのままタタタッとスタッフルームに戻って行ってしまった。

「こ、こいるー？」

　こいるー。なんだ。まったくわからない。日本語かどうかもわからない。それがさっきのステップと関係があるのかどうかもわからない。関係があったとしても、なぜ今、踊るのかがわからない。

「はぁ……。もういいや……。本の整理でもするかな」

　彼は辺りに散乱した本を拾いながら

「俺おれ、店長なのになぁ」

　と呟つぶやくのであった。

「俺、店長なのになぁ」

　二回も。



    

  
    
      



    

  
    
      

第一章　夢であいたい





　目覚まし時計が鳴り、マリオは深い夢から覚める。なにか楽しいような悲しいような夢を見ていた彼だったが、起床の時刻を告げる電子音により、それらは一瞬で手の届かない場所へと飛んでいってしまった。

　誰だれかの手を握り、広い廊下を抜け、扉を開ける。確か、そんな夢だったような気がする。楽しいような、悲しいような。曖あい昧まいで捉とらえどころのない夢だ。

　それは彼の心に強く影響を与えているような気がする。しない。どっちだろう。まあいいか。まあいいね。しょせん夢だし。

「ふはぁぅ、ねぶい」

　夢のことなどすっかり忘れ、Ｔシャツにハーフパンツで寝ていた彼は布団ふとんから起き上がる。朝の光がカーテン越しに部屋を静かに照らしている。目の前には本棚と机、ただそれだけ。マリオは、書斎のような部屋の床に直接布団を敷いて寝ているのだ。

　空中をチリがゆっくりと漂っているのが光の中に見える。どうもこの部屋はホコリっぽくていけない。マリオが来るまで、この書斎は物置のようにして使われていたのだろう。その証拠に、重そうなダンボールが部屋の隅にいくつか積んである。快適とは言えない部屋だが、居候の彼に文句は言えない。

「ねぇマリオくん、起きてるかしら？」

「は、はいっ！」

　ドアの外から宮みや前まえ麗れい子この声が聞こえた。彼女はマリオが居候しているこのマンションの主であり、東京での母親役である。麗子は香水の香りを漂わせながら、ドアを開けて部屋の中へと入ってきた。

　軽くウェーブのかかった髪の毛を、しきりに手で触っているところを見ると、少し落ち着きがないようだ。グレーのスーツに身を包んだ麗子は、二児の母親であるが、まだ二十代に見えるほど若々しい。

「今日ね、学校に来るらしいのよ」

　彼女はマリオの目をまっすぐに見つめると、唐突にそう言った。

「学校に来る？　誰がですか？　転入生とか？」

「ううん、違うのよ。なんていうかその、登校拒否をしてた子なんだけどね」

「登校拒否？」

「入学はしたんだけど、ずっと学校に来れなかったのよ。でも、今日、初めて登校するの。だからマリオくん、あんまり彼女に刺激を与えないようにね」

　刺激を与えないように。麗れい子この言葉には、かなり複雑な意味合いが含まれている。

　だが、マリオはそんなこと言われてもどうすることもできない。彼は、ただそこにいるだけで、女子生徒に刺激を与えてしまう存在なのだ。

「でも麗子さん、刺激を与えないって言っても……」

「そうね。そんなこと言っても難しいわね。ごめんなさい、忘れてちょうだい」

「はぁ」

「でもマリオくん、せめて今みたいな状況にはならないでね」

　麗子はそう言って、人差し指をマリオへと向けた。彼はその指先の方向を辿たどり、慌あわてて布団ふとんの中へと転がり込む。

「麗子さんっ！　これは、その、男子たるもの、朝になるとですね、自然にですねっ！　ネイチャーにですね、その、テントがですねっ」

「わかってるわよ。でも朝以外は禁止しますからね。それじゃ」

　朝以外は禁止って言われても！　マリオは下唇を噛かみつつ、部屋から出ていく麗子を見送った。

　ちなみに、マリオがどうして慌てて布団に戻ったのかがわからない人は、ご両親に聞いてみるか、その疑問を胸に秘めて一生暮らしていくのもいいと思います。

　彼は少し心（と体）を落ち着かせてから、ダイニングへと向かった。テーブルの上にはスクランブルエッグの朝食が用意されており、キッチンでは麗子の娘である奈な津つ美みがスープを作っているところだ。

「おはようございます、奈津美さん」

「マリオくん、おはよう」

　彼女はおたまを持ったまま、ニッコリと笑った。その笑顔は屈託がなく、見ているだけでマリオまで顔がほころんでしまう。

「ほらほら、冷めないうちに食べちゃって。今、クリームスープ持っていくからね」

「はい、頂きますっ」

　朝食を食べていると、奈津美がそっとスープを置いてキッチンに戻っていく。

　彼女の作る料理は、一口食べただけで笑顔になってしまうような素晴らしいものだ。マリオが夢中になって口を動かしていると、その姿をニコニコと眺めながら奈津美は言った。

「わぁ、マリオくん、犬みたいな食べ方。下品ね★」

「う……」

　思わず手が止まってしまうマリオ。奈津美はニコニコとした顔のまま、彼のことを見ている。気を取り直して食事を再開すると、やはりニコニコとした顔のまま彼女は言った。

「ワンって言ってみて？　わん。ほら。わんっ」

「う……」

　なんて嫌なことを言うのだろう。冷や汗が頬ほおを伝う。しかし、そんなマリオの気持ちなど一切お構いなしに、彼女は「わんわん。わんわん」と楽しそうに繰り返している。

　そう、奈な津つ美みは恐るべき毒舌なのだ。そして、信じられないことだが、彼女に悪気はまったくない。居候としてこの家に住み始めた頃ころ、もしかして自分は嫌われてるんじゃないかとマリオは悩んだことがあった。だが、そうではないと今ではわかっている。ただ単に、彼女はちょっと口が悪いだけなのである。ちょっとオシャマさんなだけなのである。

「わんわん。マリオくん、おかしいね。わんわん。あはは」

　楽しそうだ。心の底から楽しそうだ。だからこそ辛つらい。

　笑顔が素敵で、とても美人で、そしてなにより優しい。料理の腕前もプロ級である。理想の女性像と言っても過言ではないほどに魅力的だが、これがもう、救いようのないぐらいの毒舌よ！　しかもこの毒舌ときたら、確実に人の心をえぐってくる毒舌よ！　弱いところを見据えて、急所を突くように毒を吐く毒舌よ！　マリオは彼女と一緒に暮らすようになって数ヶ月経たつが、いまだに言葉のナイフは彼の心をザクザクと切り裂くのであった。

「あの、奈津美さん……ごちそうさまです……」

「あれ？　もういいの？　ちょっと残ってるよ？」

「はい。えっと、とても美お味いしいんですけど、その、泣きそうで……」

「泣きそう？　なんで？　なんで？」

　マリオはそのままトイレに行き、ちょっとだけ泣いた。奈津美にバレないように、声を殺して、スンスンと泣いた。だって辛いじゃない。目覚めてすぐの犬扱い。

　涙を流して落ち着きを取り戻した彼は、トイレから出て登校の準備をしようとする。が、ノブに手を触れるのと同時にトントンとノックが聞こえた。

「は、入ってます」

　ノックをされたマリオは、反射的にそう答える。すると、ドアの向こうで息を飲む音が聞こえた。

「きゃああああああああ！　なんでマリオが朝からトイレに入ってんですか!?」

　いや、マリオだって朝からトイレに入る時もあるから。

　声の主は、奈津美の妹である晴はる子こであった。ドアのこちらでも、彼女の興奮が伝わってくる。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん！　なんでトイレにマリオを入れたの!?　マリオのトイレは、ベランダに置いてある砂の入った箱に決まったはずです！」

「俺おれは猫かっ！」

　マリオが不満げに声を上げると、晴子はさらに強い調子で言った。

「もう、マリオが入った後のトイレなんて入れないよぉ！　わあああん、学校まで我慢しないとーっ」

　ドアの向こうでバタバタと足音が聞こえる。どうやら、なかなかにモジモジらしい。さすがに学校まで我慢させるのはかわいそうだと思ったマリオは、よかれと思って彼女に伝える。

「ちょっと待てよ、入っても大丈夫だよ。俺おれは別になにもしてないから、くさくないしさ」

　そう、彼はちょっと泣いていただけなのである。だから、その後に入っても大丈夫なのだ。マリオの声を聞いて、晴はる子こは恐る恐る返事をする。

「なにも……してない？」

「ああ、なにもしてない」

「うー……（疑っている）」

「本当だよ、なにもしてないよ」

「ちっちゃいのも？」

「してない」

「お、お……おっきいの、も？」

「してないってば！」

「…………（考えている）」

「本当だよ、ただトイレに入ってただけだって」

　と、今度はガッツンガッツンとトイレのドアが強く叩たたかれはじめた。

「うわーん！　マリオが意味もなくトイレに入ってるー！　怖いー！　絶対なにか変なことしてるー!!」

　思い切り変な方向で疑惑が膨らんでしまったようだ。

「してないってば!!」

　と怒鳴りつつ、確かに用もないのに朝からトイレにこもるなんて、怪しい以外のなにものでもないと自分でも思うマリオであった。

「きゃー！　なになに、マリオくん変なことしてるんだって？　トイレで!?」

　奈な津つ美みはなぜか嬉うれしそうに言うと、晴子の真ま似ねをしてドンドカとドアを叩く。

「してないですっ！」

「もー、なにしてんのー、お姉ちゃんに教えなさいって！　ね？」

「ぎゃー！　お姉ちゃん、追及しなくていいからー！　なんか、こう、嫌な返事が返ってきたら一生トイレ使えないからー!!」

「だから俺はなんにもしてねえっての！」

　姉妹そろってトイレのドアをボコスカと叩きながら、一人は嬉しそうに、もう一人は悲しそうに叫さけんでいる。なんなんだこの状況は。ちょっとトイレで泣いていただけで、変質者扱いである。まさか、朝からこんなことになるとは思いもしなかった。このまま二人が飽きるまで出ていかない方がいいのであろうか。

「あ、晴はる子こ。そろそろ行かないと学校遅れちゃうわよ？」

「え、本当!?　うぅー、仕方ない、この続きはまた後で……」

　思ったよりもずっと早く、二人はボコスカトイレウォーズに飽きたようだった。トタトタトタ、という足音が玄関に向かって小さくなっていったかと思うと、それっきり静かになる。

「これは、もう外に出て行ってもいいのか……？」

　マリオはドアに耳を当て、外の様子を窺うかがった。無音、なにも聞こえてこない。どうやら二人は、本当に学校に向かったらしい。彼は鍵かぎをゆっくりと回し、慎しん重ちようにドアを押し開けようとする……。

「わー！　マリオが鍵あけたー！　お姉ちゃん、ドア、押さえて！　ドア！」

「おほほほ、マリオくんてば、油断したわね！　今のはフェイントよ！　フェイント！」

　少しドアを開けた途端に、その隙すき間まに二人の指が滑り込んできた。ラジオのスイッチが急に入ったように、やかましい叫さけび声が廊下に響き渡る。

「えええええ！　フェイントって、なんのフェイント!?」

　なんとしてでもドアをこじ開けようと、二人掛かりで力一杯引っ張っているようだ。

「開けないでくださいっ！　僕のことは放っておいて！」

「ダメよ！　晴子、諦あきらめないでね！　マリオくんの秘密を暴あばくのよ！」

「お姉ちゃん、そ、そうだっけ!?　それが目的だっけ!?」

「そうよ晴子！　マリオくんは朝からトイレで秘密の竪たて琴ごとを奏かなでているのよ！」

　全然意味がわからないが、とにかくトイレを守らなくてはならない。彼は必死にノブを引き、なんとかドアが開かないように力を込める。

「うぬぬぬぬぬうぬぅ、なにしてんだ、俺おれぇ……うぐぐぐ」

　姉妹の指先がドアから離れ、バンッ！という音と共に扉は閉まり、再びトイレは密室空間となった。マリオは急いで鍵をかけ、トイレの隅に逃げて壁に顔をピタリとつける。

「ちょっとマリオくん、開けるのっ。早く竪琴見せてちょうだい！」

「マリオっ、トイレに竪琴なんて持ち込むなんて、どういうつもりですか!?」

「竪琴なんてないってば……」

　どうして持ってもいない竪琴について追及されなくてはならないのだろうか。

「早く開けないと本当に怒りますよ!!」

「マリオくん、晴子がね、漏らしちゃうよ！」

「そんなことしませんっ！」

　などという押し問答が数分続いた後、二人は本当に遅刻してしまいそうになった為ためにあっさり学校へと向かった。晴子の限界が近づいたからだ、という説もある。

　マリオは静寂に包まれたトイレの中でまた少し泣き、ハンケチで涙を拭ぬぐうのであった。

「居候してるから文句は言えないけど……これはないよなぁ……」

　がっくり。ポロロン（悲しみの竪たて琴ごと）。
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　宮みや前まえ家のマンションから、歩いて数分の場所にある建物。それこそがマリオや晴はる子こ、奈な津つ美みの通う高校である。本日、「朝からトイレで竪琴事件」により登校が遅れてしまったマリオは、どうせ遅刻なのだからとノンビリ南みなみ青あお山やまの街を歩いていた。

　それにしても、とマリオは思う。実家のある千葉県八街やちまた市から東京に来たのが今年の四月。上京初日にダンプにひかれて入院生活を送るというアクシデントはあったものの、東京に来てからだいぶ経たつ。自分は田舎者だからコンクリートジャングルは肌に合わないとビクビクしていたが、実際に住んでみると案外すぐに慣れてしまった。住めば都みやことはよく言ったものである。

　思い返せば、複雑な地下鉄で迷い六時間も地上に出られないこともあった。オシャレな人とすれ違う時にドキドキしすぎて警察官に職務質問されたこともあった。テレビのロケを見かけた時は「え、これ何チャン？　何チャン？　いつ放送？　いつ放送？」とスタッフの人に何度も聞いて殴られたこともあった。それも今となっては良い思い出である。まあ、大体がここ一週間の話であるが、妹に頼まれていた東京ばななはちゃんと買えたので、よしとしようではないか。

「そういえばピーチ、元気にしてるかな……」

　東京の灰色の空に、のっぺりとした白い雲が浮かんでいる。しばらく見ていると、それは妹の笑顔にも見えてくる。まだ中学生の妹は、遠く離れた故郷でマリオのことを心配しているだろう。そう思うと、ジンワリと涙が溢あふれてきそうだ。雲でできたピーチは、その唇を動かして、マリオに向かって温かいメッセージを送った。

『ねーお兄ちゃん。早くゼルダ返してってば』

　全然温かいメッセージではなかった。まさに現代っ子である。

　そんなことを考えながら歩いていると、あっという間に学校へと到着した。

　何度来ても、門の前で妙な違和感を覚える。

　まだ完成して間もない校舎は清潔そうにピカピカと輝いているが、その輝きはマリオを憂ゆう鬱うつな気持ちにさせた。これから一日、この校舎で過ごさなくてはならないのか、そう考えるだけで田舎に帰りたくなってしまう。なぜ彼は自分の通う学校を見るだけで、ここまで心を重くしてしまうのか。

　その原因は、門柱に掲げられた学校名の書いてあるプレートを見ればすぐにわかる。

　――私立宮みや前まえ女子高等学校――

　女子、高等、学校。つまり、女子高だ。女の子のための学校である。

「じょしこぉ……か」

　マリオは校舎を見ながら、大きな溜め息をついた。

　どうして男の子であるマリオが、女の子が通うことでお馴な染じみの女子高に入学することになったのか。これには深い理わ由けがある。
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　千葉県は八街市で農業を営む春はる山やまブンハチの息子に生まれたマリオは、妹のピーチと共にスクスクと元気よく育った。だが、マリオには生まれつきのハンディキャップがあったのだ。それは……凶悪なまでの運の悪さである。

　まず、父親は仕事をしないでテレビゲームばかりやっていた。そのせいか母親は愛あい想そをつかし、二人の子供を置いて家を出て行ってしまった。

　遠足に行けば迷子になり、歩いていれば雷に打たれ、散歩に行けば宇宙人っぽい人にさらわれる毎日。

　大事な高校受験の際には、高熱を出したために全すべての試験に落ちてしまった。

「ああっ！　俺おれはどうすればいいんだっ！　行く場所がないっ！」

「お兄ちゃん、うるさい。いまテレビ見てるから」

「あ、ごめん……」

　自宅の和室にて、マリオは絶望に打ちひしがれた。

　そんな時、ブンハチが受話器を片手に彼に問いかけたのだ。

「親戚しんせきのおばさんが校長やってる学校があるんだけど、入れてくれるってよ？」

「え!?　本当に!?　行く！　そこに行く！　入学する!!」

「お兄ちゃんうるさいってば！　なのはな体操見てるんだから!!」

「あ、ごめ……」

　ブンハチからの話もろくに聞かず、やってきたのが東京は南みなみ青あお山やま。

　親戚の宮前麗れい子こが校長を務める学校に行ってみて、彼は驚きよう愕がくした。

　生徒が全員女子だったのである。そう、それが宮前女子高等学校であった。

　なぜ麗子は男子であるマリオを女子高に入れたのか。それは、彼を人間教材にするためであった。うろたえるマリオに向かって、麗子は言う。

「この学校には、男性恐怖症を克服するための特別クラス、Ｄ組があるの。そこには、極端に男の人を怖がる女の子たちが集まって、恐怖症を克服するためのカリキュラムを受けているわ。彼女たちが日常生活を送ることができるようになるまで、あなたはそこで人間教材となるのです!!（宣言）」

　女子高。人間教材。男性恐怖症。なにがなんだか。

「ちなみに宮みや前まえ高校は、一般科もあるから、普通の女子も入学ＯＫよ！（宣伝）」

　マリオは東京にやってきたことを後悔した。いっそ、八街やちまたに帰ろうかとも思った。

　だが、彼は今日もこうして宮前高校へと通っている。色々な思いを抱えながら。
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「でも人間教材って、ありゃないよなぁ……」

　マリオは校門の前で、自分がされたことを思い出す。確か、男の人は毒が平気だから、とかなんとかで、毒針を吹き矢で刺されたことがあった。平気なわけがない。もちろん彼は、毒に痺しびれてその場で気を失った。また今日も、そんな目に遭あうのだろうか。

「はぁ……どうしよ」

　そしてまたため息をひとつ。だが、このため息はマリオのものではなかった。ふと視線を傾けると、門柱に寄りかかるようにしてプルプルと震えている影が見えた。

「ん……なんだ？」

　それは宮前高校の制服を着た、一人の少女であった。彼女は「どうしよ、どうしよ、どうしよ」と、誰だれに言うでもなく小声で繰り返している。



    

  
    
      



    

  
    
      　これはもしや……。マリオは、本能的に感じ取った。

「あの子、犯罪者だ」

　間違いない。あの微妙な体の震え、執しつ拗ように繰り返す「どうしよう」という後悔の言葉。きっとなにか罪をおかしてしまったに違いない。そしてそれを悔いているに決まっている。ああ、なんてこった、朝からとんだ衝撃映像百連発である。ここはさりげなく自首をすすめた方がいいのだろうか。それとも見て見ぬ振りをするべきだろうか。後姿からは大人しそうな女の子に見えるが、きっと顔は鬼だ。鬼神だ。くそう、人ならまだしも鬼か。鬼の登場か。マリオが奥歯を噛かみしめながら悩んでいると、少女は驚くべき言葉を発した。

「どうしよう、遅刻しちゃった……」

　ズコ。犯罪者でも鬼でもなく、普通に遅刻した生徒であった。まあ、宮みや前まえ高校の制服を着ているわけだし、朝っぱらから鬼と遭遇するわけもない。そもそもなんだよ鬼って。鬼はないだろ。普通に考えれば。鬼はないな。飛躍しすぎだ。うん。どうかと思うな。俺おれ、疲れてるのだろうか。よし、今夜はグッスリ寝よう。フカフカのお布団ふとんで。

　などと一人で無駄に悩んでいると、少女は「あ、明日からにしようっ！」と言って走り去ってしまった。学校の前まで来て、そのまま帰ってしまうとは変な生徒である。

「まぁ今さら変な生徒っても、驚かないけどな……」

　彼の言葉は風に吹かれ、南みなみ青あお山やまのコンクリートの上を流れていった。



　男だという理由で通常の昇降口の使用を禁止されているマリオは、職員用の玄関から校舎内に入る。職員室の前を通り、本校舎からＤ組のある別棟へと向かった。授業中なので、廊下に生徒の姿はない。時折、一般のクラスから授業をする声が聞こえてくる程度だ。

「あらマリオくん、遅刻？」

　いつの間にか下を向いていたようだ。顔を上げると、そこには麗れい子こがいた。彼女こそが、マリオを人間教材として宮前高校に入れた張本人である。

「れ……校長先生。おはようございます」

「どうしたの、元気ないじゃない。朝は元気だったのに」

「どういう意味ですか、それ……」

「どうもこうも、そのままの意味だけど？」

　学校の廊下だと言うのに、麗子はスーツのポケットからマルボロを出して火をつける。薄くて細い煙を唇の間から吹き出し、心地良さそうに目を細めた。

「あれ、禁煙してたんじゃないんですか？　そもそも、学校ですよ、ここ」

「いいのよ。だってあたしの学校だもの」

「そりゃそうですけど……教育的によくないですよ」

「そんなことないわよ。あなたも吸ってみる？」

　彼女はフィルターに真っ赤な口紅のついたタバコを差し出す。

「冗談よしてくださいよ。俺おれはまだ未成年ですから」

「どうして？　タバコを吸うと、大人って気がしない？」

「しません」

　マリオはそう言って、Ｄ組に向かって歩き出す。麗れい子こは携帯灰皿の中でマルボロを揉もみ消した。

「そうね。タバコを吸ったぐらいじゃ大人になんてなれないものね」

　肺の中にたまっていた白い煙を吐き出しながら、彼女は自分の髪の毛を乱暴に何度か触る。

「大人になるって難しいのよね。マリオくん、そう思わない？」

　ペタペタと上履きが冷たい廊下の上で音を立てる。今日は妙に絡んでくるな、と思いながらマリオは麗れい子こに返事をした。

「俺、子供だからよくわかんないですけど」

「恋をすると大人になると思う？」

　どうして彼女はそんなことを聞くのだろうか。とりあえず恋、という言葉について考えてみる。だが、それは真夏の太陽に照らされた砂のように、ひどく乾いていて、形になる前にサラサラと指の隙すき間まから落ちていってしまった。そのくせ、熱くて重い感覚だけが手の平に残っている。

「恋はしたことないんで、わからないですけど」

「そう、ないのね。それなら仕方ないわね」

　二人は既に本校舎から渡り廊下を抜けて、別棟までやってきていた。Ｄ組は目の前だ。

「校長先生、どうしてそんなこと俺に聞くんですか？　先生は大人だから、わかるんじゃないですか？」

　マリオは振り返って、背後をついてくる麗子に向かって言った。彼女は、いつもとは違う、少し寂しそうな瞳ひとみをしていた。

「どうしてあたしが大人だと思うの？」

「だって、大人じゃないですか……」

　学校を経営して、校長としての仕事をこなしている女性。それだけでマリオは麗子のことを大人だと、なんの疑いもなく思っている。それは彼女に対してだけではない。彼の中で、社会人は全すべて大人だと感じる。自分と年齢が離れてさえいれば、それだけでもう違う世界に住む大人なのだと。

「マリオくん、あたし思うの。みんな大人になりたくないのよね。だからあの子たちは、きっと逃げようとしているのよね」

　麗れい子こはマルボロを取り出し、ジッポーで火をつけようとする。

「あの子たちって……？」

　ひゅうううううう。ボッ。

「あ、突然の窓からの風で、ジッポーがマリオくんの頭に引火したわ」

「熱いイイィィィイイィィイイイ!!」

　思わせぶりな会話は、そよ風のイタズラによって大惨事へと変化した。麗子の冷静な解説の通り、ジッポーの火がボワワンと広がり、ちょうどマリオの髪の毛へと燃え移ったのだ。メラメラボフー。

「ちょ、ちょ、麗子さん！　俺おれ、頭、燃えてますけど!!」

「こらっ、マリオくん。学校では、校長……でしょ★」

「でしょ、じゃなくて！　今、燃えてますから！　かなり激しく燃えてますから！」

　メラメラと燃えるマリオの頭を見ながら、麗子はフムムと唇に手を当てて考える。うーん、うーん、うーん、あ、なるほど。そうか。

「ごめんなさい、あたしのうっかりね」

　散々考えて、出した結論がそれであった。

「うっかりじゃなくて！　あ、あづいー！」

　彼は頭の上の炎に耐え切れなくなり、助けを求めるためにＤ組のドアを開け、中に転がりこんだ。ガッシャーン、ゴロゴロゴローン！

「だ、誰だれでもいいから助けてくれー!!」

　…………。

　沈黙。

　突然転がり込んできたマリオに、Ｄ組の生徒は唖あ然ぜんとした。今日はあの人間教材の男子、遅刻してるみたいだね。そうだね、よかったよかった、少しでも男の人と接する機会が短くなって嬉うれしい嬉しい。ウフフーアハハー。そんなふうに思っていたのだろう。そんな会話をしていたのであろう。が、そこに突如として、頭を燃やしながらマリオが登場したのだ。男性恐怖症の彼女たちにとって、ただでさえ彼は苦手なのに、さらに頭が燃えているとはどういうことだ。全員が言葉を失い、教室の中にパチパチと火のはぜる音だけが響き渡る。

「も、もえてる……」

　最初に反応したのは、Ｄ組担当の松まつ永なが先生であった。彼女は生徒たちがパニックを起こさないようにと、必死で頭を回転させて、こう叫さけんだ。

「えー、いいですか、みなさん。男性というのは、たまに頭部が発火します。週二ぐらいで。水、金、ぐらいで。はい、これテストに出ますよ。赤線、ピッ」

　が、一瞬でマリオが否定した。もちろん頭部を発火させながら。

「するかあああああああああ!!」

「きゃあああああああ！　男が燃えてるー!!」

　あっという間にクラスは大混乱になった。生徒たちは悲鳴を上げながら、教室の端へと避難する。まだ動ける生徒はいい方で、なかには燃えているマリオを見て気絶する女子もいた。

「ちょ、ちょっと!?　なんの冗談なんですか!?」

　麗れい子この娘であり、Ｄ組の生徒でもある晴はる子こが防災頭ず巾きんをかぶりながら声を上げる。その隣で、今いま井い静しずかが教科書を彼に投げつけながら怒鳴った。

「あかん！　こっち来たらあかんて！　早くそれ消さな、火事になるやん！」

　などと言いつつも、教科書がマリオの頭に的確にヒットするので、余計に炎が大きくなっている。生まれつき運が悪いと、ここまで悲しい結果になってしまうのだろうか。

　ああ、もうダメだ。頭が燃える。このままマリオは死んでしまうのか。そんな時、耳を痺しびれさせるようなベルの音が廊下に響いた。ガジジジジジジジリリジリジイーンーッ。

　ぷへー。

　マリオの頭から発する熱に反応し、スプリンクラーが発動したのだ。天井から「ぷへー」とか「ぺろろーん」とか音を立てながら、水がドバドバと教室中に降り注ぐ。

「あぁぁ……た、助かった……」

　スプリンクラーにより炎は一瞬で鎮火し、マリオの頭は奇跡的に髪の毛が少し燃えただけで済んだのだった。

「はぁ、よかったよかった。死ぬかと思ったけど、無傷だよ。これも日ひ頃ごろの行いがいいからだな。うんうん。いやぁ、みんな安心してくれ、もう心配はいらない……よ」

　冷たかった。それは水を浴びたからではない、Ｄ組の女子の視線が、である。

　天井からの散水により、女子生徒たちは制服の上下をビショ濡ぬれにしていた。白いブラウスからは下着が透け、スカートはピッタリと太ももに張り付き、髪の毛からはポタリポタリと水滴が垂れている。そんな水浸みずびたしな女子の集団が、無言でマリオを睨にらみつけているのだ。

「……えーと。つまりね」

　説明がしたかった。なんでもいいから、言い訳をさせて欲しかった。

　だが、彼の元へとマッハで飛んできた大量の机は、言葉という言葉を一瞬で奪い去るのであった。ゴインッ。
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　言葉だけではない、マッハ机は記憶さえも彼から奪い去る。

　目が覚めた時、マリオは保健室にいた。硬いパイプベッドの上で身をよじると、激痛が体中に走る。ああ、神様、俺おれはなにか悪いことをしたのでしょうか。引火させたのは、麗れい子こさんではないですか。なのに机。そして机。ひどい、ひどすぎます……。

「あの、大丈夫ですか？」

　声。女子生徒の声だ。マリオは反射的に頭を手で覆いつつ、恐る恐るその主を探した。

　ベッドの上に寝転んだまま視線だけ動かすと、銀色の洗面器の上でタオルを絞しぼっている少女が目に入った。彼女は真新しい制服の袖そでを肘ひじまでめくり、メガネがズリ落ちているのも気にせずにマリオに近づいてきた。

「ちょっと冷たいですけど……」

　寝転んだままの彼の額に、よく冷えたタオルがそっと載せられる。その冷たさに「ひゃっけぇ」と声を漏らすと、彼女はおかしそうに小さく笑った。

「男の子なんですから、我慢してください」

「う、うん……」

　少女は保健室の壁に立てかけてあるパイプイスを引きずってくると、それを広げてチョコンと座った。フゥ、と息を吐き、自分で自分の肩をトントンとマッサージするようにして叩たたく。その度たびに二つに結んだ髪の毛が、くすぐったそうに揺れる。

「あの……。えっと、ありがとう」

　言葉の行き先をキョロキョロと探した彼女は、それが自分に向けられているものだと気づいて驚いたような顔をした。それからイスに座ったまま頭だけペコッと下げて「どういたしまして」と答える。そこでようやくメガネが落ちていることに気づいたようで、ブリッジに中指を当ててゆっくりと押し上げた。

　本来ならば一定のスピードで動く時計の秒針が、二人の間で妙にぎこちない足音を立てている。タオルが体温によって温まった頃ころ、少女は無言でそれを水に浸ひたし、さっきと同じようにしてマリオの額に載せた。冷たいタオルからは、ミントの香りがする。これはきっと、彼女の香りなのだろう。

「あの、俺、春はる山やまマリオ」

「マリオさん……。ですね。わたしは、橘たちばな留る美みです」

　橘留美。どこかで聞いたことがあるような、ないような。

「それにしても……」

　マリオはそこまで言って、残りの言葉を飲み込んだ。

　それにしても、なんでこんなにドキドキするんだっぺ。

　興奮のあまり、つい故郷の言葉が出てしまう。東京に来て、初めて普通の女の子と出会ったような気がする。Ｄ組の女子はあんなんだし、奈な津つ美みは毒舌だし、麗子は頭に引火させるし……。今目の前にいる少女は、マリオのことを恐れもせず、過剰な言葉も使わない、どこにでもいる普通の女の子であった。いや、普通だなんてとんでもない。見ているだけで癒いやされてしまうような、心安らぐ少女である。

　あぁ、こういうのを、こういうのを求めていたのです。春はる山やまマリオは、今、悟りました。これが東京です。ここが東京です。

「さっきまで熱がありましたけど、今は平気みたいですね」

　白くて小さな手が、マリオの頬ほおに吸い付くようにして添えられる。

「うん、もう大丈夫」

　留る美みはそう言って、ニッコリと微ほほ笑えんだ。少し時代遅れとも言える厚いレンズのメガネも、彼女がしているとチャーミングに思える。きっとあれだ、コンタクトとかにしたいけど痛そうだし怖いし……高校まではメガネで、卒業したらコンタクトにするんだもの。ちなみに成人式が終わったらピアスとか開けちゃうんだもの。それで大人になるんだもの。という計画を練っているに違いない、と一方的に決め付けてしまいそうになってしまう。

「でも、本当、驚きましたよ」

　笑顔を浮かべながら、彼女は言った。

「頭が燃えてるんですもの」

　ガビーン。見られていたのか。そりゃそうか、見られるよな。ああ、どうしよう、普通の十五歳の男子は頭とか燃やさないものな。

「わたし、帰ろうと思ったんです。遅刻しちゃったから。でも、やっぱりって思って、教室の前まで行ったら、燃えてる人がいて……」

　遅刻？　教室？　マリオの脳裏に、校門で見た少女の後姿が浮かぶ。

「しかも、火災報知器まで鳴らして、机でボコボコにされて……。登校初日から、すごいもの見ちゃいました。えへ」

　登校初日。ああ、もしかして、というか、これは、絶対に。

「あの、橘たちばなさん。つかぬ事をお伺うかがいしていいですか？」

「はい？　なんでしょう」

「何組？」

　留美は、またしてもニッコリと笑って答えた。

「一年Ｄ組、橘留美です。マリオさんて人間教材ですよね？　お話は校長先生から聞いてましたよっ」

　やはり。彼女はＤ組の生徒であった。男性恐怖症が集まる、例のクラスである。

「どうしました？　大丈夫ですか？」

　マリオが青い顔をしていると、留美はそう言って彼の頬にまたしても触れた。そのまま彼女が気絶したり悲鳴を上げたりしないかとマリオは怯おびえたが、なんてことないふうに留美は手を引っ込めた。

「わたし、男の人が苦手なんですよ」

　どこがやねん、っちゅー話です。
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「はいはい、Ｄ組のみなさんに新しいお友達の紹介でーす」

　マリオはそう言いながら、教室の中に颯爽さつそうと登場した。休み時間中に、思い思いにおしゃべりをしていた生徒たちはビクッと身を硬くしつつ、妙に機嫌のいいマリオを見て不審がる。

「ちょっとマリオ。新しい友達って、どういうことですか？」

　湿った制服を着た晴はる子こが立ち上がって問いただそうとする。湿っているのは晴子だけではなく、Ｄ組の全員なのだが。

「はい、えーと、晴子、うるさい」

「うきゅ……。な、なによ、もう」

　ピシャリと言われた晴子は、そのまま大人しく着席する。なんだかマリオ、強気である。その態度に腹を立てたのか、静しずかが席を立とうとした。だが、先手を打つようにして、彼は彼女をビシッと指差して言う。

「お前には萌もえない」

「え？」

「いいから座れ」

「え？　あ、え？　う？　え？」

　静はマリオの言った言葉の意味が理解できないらしく、隣の晴子に向かって「なんや？　萌えってなんや？」と何度も聞く。晴子も晴子で「も、もえ？」と口をモゴモゴとするばかりだ。

「いいですか、みなさん。Ｄ組の新しいお友達です。橘たちばな留る美みさんです。どーぞっ」

　マリオが紹介すると、教室の中に一人の少女が入ってくる。留美はポコポコと教壇の前までくると「橘留美です。よろしくお願いします」と至ってシンプルに挨あい拶さつをした。

「はい、留美さんです。みんな、仲良くするよーにねー」

　そう言って、マリオは留美の頭をポンポンと叩たたく。その衝撃的な光景を目にしたＤ組の生徒たちは「ああああっ!!」と本能的に叫さけんでしまった。そう、Ｄ組にやってくるということは、留美も自分たちと同じ男性恐怖症。そんな彼女が男性であるマリオに触られてしまったのだ。きっと悲鳴を上げるに違いない。いやいや、白目をむいて倒れるだろう。はてはて、泡をブクブク吐くかもしれない、おやおや、逆上してバールのようなものでこじあけてしまうかもよ。一同がマリオと留美に注目し、ゴクリと喉のどを鳴らす。そんな緊張感の中で、留る美みは思いもよらぬ行動を取ったのだ。

「はいっ、よろしくお願いします」

　ふ、ふ、普通だぁ!!

「な、な、なんやねん、なんでやねん！　ちょっと、留美って言うの？　あんた、なんで春はる山やまに頭ポカポカされてシラーっとしとんねん！」

「そ、そうですよっ。あなた、男性恐怖症なんでしょう!?」

　静しずかがまず反応し、晴はる子こが続いた。他ほかの生徒たちも、そうだそうだと声を上げる。

　自分が非難されているような気になったのだろう、彼女は困った顔をしてマリオの方を見た。すると、留美の代わりにマリオがエヘンと咳払せきばらいをしてから答えたのだった。

「橘たちばなさんは、二人以上の男の人がいるとダメだけど、一人だと大丈夫なのです!!」

「はい、あの、そ、そうなのです。すみません……」

　その都合のいい男性恐怖症はなんなのだ。どういうパターンなのだ。普通の女の子は、むしろ男の人と二人きりになった方が緊張するのではないのか！

　Ｄ組の生徒たちは心の中で叫さけんだが、少々怯おびえ気味の彼女を見ていると、細かいことは気にしても仕方ない、という気になった。それどころか、どこか胸の奥がくすぐったく、甘酸っぱい、そんな気持ちにさせられてしまう。留美の表情は、同性の彼女たちから見ても「あぁ、守ってあげたいっ」と思ってしまう、小動物系のそれであったのだ。

　ポワワーンとする教室の中で、一ひと際きわ彼女に注目している生徒がいた。

「……かわいい」

　クラスで一番身長の高い室むろ田た響ひびきは、こんな時でも変化のない表情で、胸をときめかせているのだった。ほんのりと頬ほおを桃色に染めながら。

「え、あの、えと……あぅ？　えへへー」

　そして、なぜかクラス全員からニッコリとした顔で見つめられた留美は、どうしていいかわからず、笑ってごまかすのだった。全然ごまかせてないが。



　大変だったのは次の休み時間である。留美の席の周りには、Ｄ組の生徒が我先にと集まっていた。

「中学はどこに行ってたの？」「どうしてコンタクトにしないの？」「かわいいね」「胸、おっきくない？　わたしの胸、触る？」「妹にならない？」殺到する質問に「えと」「あの」「あは」などと、留美は笑顔を浮かべながら答えになっていない答えを返している。

　マリオはそれを、廊下に置かれた席に座って見ていた。なぜ彼が廊下にいるのか不思議に思うだろうが、男性恐怖症のＤ組において、彼の机の位置は廊下なのである。

　松まつ永なが先生が、毎日ちょっとずつ教室に近づけているのだが、それに気づいた女子がまた元に戻している。

　そんな廊下のマリオの席にピョンピョンと飛び跳ねながら羽はね田だ千ち佳かがやってきた。彼女は男性恐怖症のくせに、なんのためらいもなく彼に近づいてくる。そのくせ、体が触れると「ひぃいぃいいぃ」かなんか言いながら泡を吹いて倒れてしまうのである。彼女と会話する時は、マリオの方が一定の距離を保つなどして気を使わなければならない。

「ねーねー、マーリオーっ」

「なに？　どした？」

「留る美みちゃん大人気だね」

「ああ、そうだな」

　今は女子たちに囲まれて、近づくこともできない。保健室での親密さを考えると、なんとも歯がゆい。まあ、これが現実なのだ。

「なに、マリオーってば、留美ちゃんのこと気になるの？」

　千ち佳かはニヤニヤしながら顔を近づけてくる。そのままにしていたら、ぶつかってしまうのではないかというほどの距離だ。

「うぉ、そんなに近づくなよ。どーせまた倒れるんだから」

「えぇ、なにが？　大丈夫だよ！　千佳、マリオーなら触っても大丈夫だもんっ」

　そう言いながら、千佳は子供みたいな笑顔を浮かべた。だが、もちろん、彼女の発言を迂う闊かつに信用してはいけない。先日も酷ひどい目にあったばかりだ。

「この前、そう言って俺おれに抱きついて、白目むいて吐いてたじゃねえか……」

「え！　むいてないよ！　はいてないよ！」

　千佳は、まっすぐマリオの目を見て否定する。だが、どうしたらそんな素直に否定できるのかしらと感心してしまうほど、彼女は思い切り吐いていた。

「嘘うそつけ！　俺の肩に、なんかこう、モッサリしたもんが乗ったぞ！　よく慣れたインコみたいにキッチリ乗ってたぞ！」

「あれは違うの！　はいたんじゃないよ！」

「じゃあ、あれはなんなんだ！　俺の肩にモッサリ乗ってたのはなんだ！」

「あれは……」

　千佳はモジモジと太ももをスリスリしながら、上目遣づかいで言った。

「ファ、ファンシー？」

　……。

「いや。そんなかわいいもんじゃない。全然ファンシーと呼べる代物しろものじゃなかったはずだ」

「なんで！　ファンシーだよ！　グッズとかにして売り出せる！　キーホルダーとかにしたら、きっとみんなカバンにつけるよ！」

「つけない！　絶対つけない！　そんなファンシーいらない！」

「バカバカ！　マリオーのバカ！　ファンシーのわからずや！」

　不思議な感じの日本語を叫さけびながら、千ち佳かは女子のグループへ戻って行った。それと入れ替わるようにして、今度は澤さわ崎さき美み鈴すずがやってくる。見るからに元気そうな千佳とは違い、彼女は歩き方からして物静かだ。キッチリとカットされた真っ黒なロングヘアーは、清せい楚そなお姫様のように見える。胸の前で手を組みながら、美鈴は遠慮がちにマリオに話しかけてきた。

「あ、あの、その。えーと。ちょっとお時間よろしいですか？」

「う、うん。いいけど。どうしたの？」

　千佳の後に彼女と話すと、それだけで落ち着いた気持ちになる。美鈴の声は風鈴のようで、微かすかな風で髪が揺れるとキラキラとした音色が静かに聞こえてきそうだ。

　きっと、彼女も留る美みのことで話があるのだろう。マリオはそう思った。

「えと、その。ですね」

　胸の前で組んだ自分の手と、マリオの顔を交互に見ながら美鈴は戸惑う。なにか言いにくいことだろうか？

「その……。聞きたいことがあるのです」

「な、なに？　答えられることなら、なんでも聞いてよ」

「本当ですか？　よかった……。じゃあ、お聞きします」

　心底ほっとしたように美鈴は言って、一呼吸置いてから続けた。

「連載第一回目の冒頭なんですけど、港みたいな場所で男の子がケンカしてるんですよ。相手は何十人もいるのに、たった一人で男の子は敵を全部やっつけちゃうのです。それで、そこに警察官がきて『一人でこんなに!?　凶器を出しなさい！』って言うんですけど、その男の子は自分の両手を差し出して『俺おれの拳こぶしが凶器じゃいーっ！』って感じで答えるのです！　そんな雰囲気なのです！　その漫画のタイトル、わかりますか？」

　言った。一気に言った。呆あつ気けに取れたマリオは、それでもなんとか返事をする。

「はい？」

「あ、あの。連載第一回目のですね……」

「いやいやいやいや。二回もいいです。一回でいいです」

「はい。それで、わかりますか？」

　わからない。全然わからない。むしろ、美鈴が急になにを言い出したのか理解できなかった。だが、質問を頭の中で繰り返すと、彼女がマンガのことを聞いているのだとわかった。そう、澤崎美鈴は大人しい顔して少年マンガ好きなのである。しかも、微妙なラインを突いてくるのだ。それにしても、初めて学校にやってきた美少女にクラスが盛り上がっている時に、わざわざそんなことを聞くだろうか？　いや、美鈴は聞くのだ。きっと、気になって仕方なかったのだ。

「うーんと、ごめん。わからないや」

「そ、そうなのですか。残念です。他ほかの人に聞いてみますね」

　そう言って彼女はペコッと頭を下げると、どこかへと歩いて行ってしまった。他の女子も、そんな質問されても困るだろう。答えられる生徒は果たしているのだろうか。

　そういえば、「あの、誰だれか……。のらくろ二等兵の二巻持ってますか？」と美み鈴すずが以前言った時に、黙って響ひびきが手を挙げた時があった。マリオはなんとなくそれを思い出し、響の席へと向かうために教室の中へと入った。

　彼が教室に入ってくると、生徒たちはどよめきながら道を空ける。まるでモーゼだな、と思いながら響の席の近くまで行く。

「室むろ田たさん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　あんまり近くまで行って気絶でもされたら困る。少し離れた場所からマリオは声をかけた。

「あのね、『拳こぶしが俺おれの凶器』ってマンガ……」

　響は、彼が自分を見ていることに気づくと、いきなり机に突っ伏した。それは、あきらかになにかを隠しているような行動で、誰がどう見ても怪しさ丸出しであった。

「……室田さん、どうかしたの？」

「ない」

　隠してない、と言い張る響。机の上に覆いかぶさるような姿勢を取りつつも、別段焦ったような表情はしていない。彼女は普段から無表情であり、口数も極端に少ない。なにを考えているかわからないところがあるが、今のこの行動は、特に謎なぞである。

「なにか隠してるよね？」

「う！　………………ない」

　あきらかに動揺しつつも、表情に一切の変化はない。マリオは彼女の横顔をジーッと観察する。見られているのを知ってか知らずか、響はまっすぐに前を見つめ続けている。

「室田さん、あきらかになにか隠してるよね？」

「……なんてもないてす」

　よほど焦っているのだろう。濁音がない。

「なんでもあるでしょ？　机の上、見せてよ」

「……トイレ」

　彼女はそういうと、机を抱きかかえたまま立ち上がった。両手で机を抱え立ち上がると、当然のことながら中から教科書がズザザと床に落ちる。

「あ……」

　響は弱々しく呟つぶやくと、机を元の位置に戻した。

　その時、マリオは彼女の机に広がっているのが、いつかの写真集であることに気づいた。

「あれ、それって、田た中なか佐さ知ち子この……」

「う!!」

　響ひびきは無言のままマリオを見つめる。それ以上は言ってくれるな、という顔（のはずだが、無表情なのでわからない）だ。

「えと、その、ちょっといいですかっ」

　そんなところにやってきたのは、橘たちばな留る美みだった。自分を取り囲む生徒たちをかきわけ、机の間を泳ぐようにして響のところまでやってくる。ふぅはぁ、と深呼吸をすると、額の汗を拭ふきながら言った。

「あのっ、わたし、橘留美です。よろしくお願いしますっ」

　留美は分ぶ厚あついレンズの向こうで笑顔を浮かべると、不器用に頭を下げた。頭を下げるのに不器用もなにもないと思うが、ペコリッとした途端にバランスを崩してフラフラしているのだから仕方ない。

「あ……室むろ田た響です」

　響は留美の顔を極力見ないようにして返事をする。

「あの、それってもしかして、その……」

　彼女は、響が懸命に隠している写真集を指差す。

「なんでもない……」

　恥ずかしそうに、ポツリと響は呟つぶやいた。だが、相変わらずの無表情である。留美は不思議そうにして彼女の顔を覗のぞき込む。

「どうして隠すんですか？　それって、田た中なか佐さ知ち子こちゃんの写真集ですよね？」

「!!」

　その言葉を聞いた途端、響は留美の方をものすごいスピードで向いた。ものすごいスピードなのに無表情なので、途方もなく怖い。首の部分が壊れた人形のようである。

「な、なんで……」

　なんで、知ってるの？と響は言いたかったのだろう。男性向けアイドルの田中佐知子のことを、どうして女子高生である彼女が知っているのか。その疑問に、留美は笑顔で答えた。

「あの、ですね。わたし、佐知子ちゃん、応援してるんですよ。ほら、彼女、ルルって三人組のグループでやってたじゃないですか？」

　ルルという名を聞き、響は無言のまま留美に顔だけ近づいた。グイッ。そして、なにかを確かめるようにして、ゆっくりと彼女に問いかける。

「デ、デビュー曲は……」

『恋のルール』

　田中佐知子が所属していたというアイドルユニットのデビュー曲が同時に発せられ、二人の顔はパァァァと明るくなった（と言っても響は眉まゆ毛げが二ミリ上がっただけだ）。

「詳しいですね！　だって、恋ルー、すごくマイナーなのに！」

「う、うん。デビュー前から……応援してたから……」

「ほ、本当ですか!?　わたしも、サッチンを応援してるので、その、嬉うれしいですっ！」

「留る美みちゃん」

「室むろ田たさん！」

「な、名前で……」

「あ、はい。えと、響ひびきちゃん！」

「留美ちゃん（やや赤面）」

　ガシッと二人は抱き合い、熱い涙を流している。なんだかよくわからないけれど、甲子園で優勝したチームのピッチャーとキャッチャーのようだ。

　さっきまで留美に集まっていた女子たちは、その光景を見て唖あ然ぜんとしている。

「室田さん、じゃあ、ヤマギワの握手会とか行きました？」

「うん。でも……男の人が多くて……その、ダメだった……」

　響は、拳こぶしをグッと握り締めて、やや唇を噛かみ気味で答えた。普段の無表情な彼女からは想像もできない、アクティブな言動である。

「じゃあ、恋ルーの初回盤ＣＤについてた、応募券を送ると当たるライブは？」

「あ、当たった」

「え、そうなんですか!?　じゃあ、そのライブには行ったんですね！」

「男の人ばっかり……会場の入り口で……帰ってきた……」

「あ、そうですか、それは残念ですね……。仕方ないのかな……」

　ハイテンションとローテンションを繰り返す二人に、クラスメイトたちは奇妙な視線を投げかけていた。話している内容も意味不明だが、なにしろ普段はあんなに大人しい響が、両手をパタパタさせながら会話をしているのが珍しいのだ。

「な、生で見たことある？　サッチン……」

「え？　生でですか？　見たことですか？　え、えと……」

「……どきどき」

「えと、そうですね。はい、あります、よ」

　サッチンとやらの写真集を抱きしめながら、響はロッキングチェアのようにしてイスを揺らしている。だいぶ激しくガッコンガッコンしているが、大丈夫なのだろうか。

「電車？　かな。うん、そう、電車の中で見ました……よ？」

　留美の答えに、響は「はうっ！」と声を上げた。

「で、でんしゃ……。なにせん？　なにせん？」

「え、えーと……。中央線？」

「ちゅうおう！　ちゅ、ちゅうおう。はう、はう、はう。一度でいいから会ってみたい……夢でもいいから……」

　響ひびきのガッコンガッコンが激しくなる。イスが暴れ馬のようにさえ見える。

「室むろ田たさん。コケるよ、それ」

　マリオが言うか言わないかの時、彼女はゴケーン！と床に転がった。

「響ちゃん!?」

　留る美みが慌あわてて彼女を抱き寄せようとするが、響は「えへへ」とボソッと呟つぶやくようにして笑った。無表情に近い笑顔だったので、それがちょっとだけ怖かった。

「恋ルーの振りできる？」

「え？　振りって、振り付けですか？　できますけど……」

「いっしょに」

「え？　一緒に？　う、歌うの？　踊るの？」

「せーのっ」

　響は留美の手を取って立ち上がると、筆箱をマイクのようにして持って踊りだした。

　最初は戸惑っていた留美だったが、響がまったく照れる様子もなく完かん璧ぺきに振りをこなしているので、嬉うれしくなったのか彼女も一緒にステップを踏み始める。





　♪恋のルール

　　　歌　ルル（田た中なか佐さ知ち子こ・宮みや元もと美み紀き・横よこ井い有あ里り巳み）



　初めてのデートでキスは　ＮＯ！　ＮＯ！

　二度目のデートでどこまで？　ＧＯ！　ＧＯ！

　わたしとあなたは近くて遠い

　モノサシなんかじゃ測れない

　他ほかの女の子を見てたら　ＮＯ！　ＮＯ！

　お姫様あつかいしてよね　ＧＯ！　ＧＯ！

　わたしの内緒を教えてあげる

　誰だれも知らない　本当のわたし

　恋のルール（ルール）守ってよ　アハハン

　愛のルーム（ルーム）お泊まり　アハハン

　世界で一番甘くてスイート　わたしを食べてね



　頑張ってるあなたのこと　見てるから（ハイハイ！）

　元気出して　辛つらい時も　わたしにニャンニャリロ

　ラブラブパワーを　あげちゃうから（ヘイヘイ！）

　逃げたい時は　逃げてもいいんじゃないピュルルンパ



　台詞せりふ：‥

　リボンで包んだ乙女のハート　ホイップをかけて召し上がれ

　残したら承知しないからね　プンスカしちゃうぞぇ！

　え？　お腹いっぱい？　さてはどこかでつまみぐいしてきたな？

　もう　あなたなんて知らな～い（なんて……ネ！）





　その光景を見ていたマリオとＤ組の生徒は、ただ二人の踊りを見守るしかない。

　壊滅的にダサい歌と、見ているだけで恥ずかしい振り付け。しかも、響ひびきはまったくの無表情で踊っているのだ。ちょっとしたオカルトである。操り人形が、無理やりダンスをさせられているみたいだ。本人は楽しいようなので、それはそれでいいのだが。

『二番！』

　二人が同時に言った言葉に対して、マリオは心の中で突っ込みを入れた。

　……まだ続くのかよ。



    

  
    
      

第二章　はんぶん不思議





『ドレミファソラシド、ラブラブダンシーング、居眠りするのはナーッシーング♪』

　南みなみ青あお山やまにある書店、南青山少女ブックセンター。通称、ＭＧＢＣ。

　店の奥にあるアイドル写真集のコーナーで、響と留る美みが楽しそうに本の整理をしている。口ずさんでいるのは、「恋のルール」のカップリングである「ダンス国会生中継」、略して「ダン生」だそうだ。

「これ、サッチンのファースト写真集……」

「おーっ。響ちゃん。『ＰＳアイラブユー』でしょ？　じゃあこれはわかる？　二冊目」

「『ドンマイ★フレンズ』（即答）」

「あったりー。それで、三冊目の『全開ギリギリ』と。四冊目、そろそろ出るんじゃなかったっけ？」

「え。うそ。ほんと？」

　同じアイドルが好きだということから、二人の仲は急激に接近していた。エプロンには田た中なか佐さ知ち子この缶バッチをつけ、彼女が表紙だというアイドル雑誌のバックナンバーを大量に取り寄せたりしている。

　ここＭＧＢＣは、男性恐怖症の女子たちが、異性と係かかわり合いを持つために作られた書店である。Ｄ組の生徒たちは、持ち回りで強制的にアルバイトをすることになっており、お客としてやってきた男性とコミュニケーションを取る予定であった。だがしかし、生徒たちは窓に「男性はお断り」「男禁止」「女性歓迎します」「にょにんうえるかむ」などと張り紙を勝手に貼はり、男性客が近寄れないような妙な雰囲気の店にしてしまった。

　以前、マリオが素晴らしいアイデアで男性客を呼び込むことに成功したが、女子生徒たちの反発をくらい、それも過去の話となっている。

　今日はＡ班の担当であり、マリオも学校には行かず朝からＭＧＢＣで働いていた。

　晴はる子こに静しずか、千ち佳かと美み鈴すず、そして響ひびきとマリオのこの班に、実は留る美みも入っていたのである。そういえば、一番最初にマリオがＭＧＢＣを訪れた時、麗れい子こに見せてもらった書類に留美の名前も載っていたような気もする。

　入荷した雑誌や新刊を棚に並べ、売れ残った本をダンボールに詰めて裏口へ運ぶ。そういった朝の仕事を終えると、客足の少ないＭＧＢＣは暇ひまになってしまう。

　ガランとした店内には天井のスピーカーからクラシックが虚むなしく響き、たまにやってくる女性客も物珍しげに入り口付近だけを眺めて出て行ってしまう。

　そんなものだから、各々は好き勝手なことをしながらアルバイトの時間を過ごすのであった。

「ねぇねぇ、響ってば、最近よくしゃべるよねー」

　レジの番をしていたマリオの元に、千佳が棒つきのキャンディを舐なめながらやってくる。マリオは彼女が必要以上に自分に近づかないように注意しながら、通路にしゃがみこんで盛り上がる二人を眺めた。

「そうだな。室むろ田たさんて、あんなに喋しやべる人だったんだな……」

「ねー。これも留美のおかげだね」

「まったくだ」

　ハタキ掛けを終えた美鈴も、同じことを思っているようだった。手にはスタッフルームで読むのであろう「ＢＡＫＵＤＡＮ」というコミックを抱えつつ、ニコニコとこちらにやってくる。

「室田さんてば、表情は相変わらずですけど、なんとなく楽しそうなのはわかるのです。よかったのです」

「うん、そうだね」

「それでは、わたしと羽はね田ださんは休憩に入るのです。えっと……マリオさんは……」

　マリオは「わかってるから」という感じの笑顔を作った。彼は、店長だからという理由で休憩時間がゼロなのである。これは、ただの静しずかの嫌がらせなのだが、どうせほとんどお客さんもこないので、それでもいいやと彼は思っている。

「じゃあね、マリオー、寝てくるねー！」

　ブンブカと手を振りながら、千ち佳かがスタッフルームへと消えていく。その後を保護者のようにして美み鈴すずがついていく。入れ替わるように店内に晴はる子こと静が現れた。

「お疲れ」

　マリオは二人にそう言ったが、静は返事もせずに棚の整理へと行ってしまった。なんと感じの悪いやつだろうか。いつかマーダーケースブックで埋めてやりたいものだ。

「あの、ちょっといいですか？」

　遠慮がちに晴子が声をかけてきた。またなにか文句でも言われるのだろうか、そう彼は思ったが、少し様子が違うようだ。彼女は言いにくそうな調子で、耳打ちするようにしてマリオに言う。……ちなみに、耳打ちすると言っても、二人の間は一メートルは離れているのだが。

「ほら、あの橘たちばなさんって子。なんだか気になるんだけど……」

　誤解がないように、極力悪意がこもらないようにと、晴子は注意して言葉を発した。だが、マリオには彼女がなにを言いたいのかわからない。

「それってどういうこと？」

「うんと。だからね、はっきり言うと、彼女のこと、どこかで見たことないですか？」

　どこかで見た？　マリオは留る美みの顔を遠くから観察した。つるんとした果実のような輪郭の上で、宝石にも似た瞳ひとみが光っている。こざっぱりと結んだ髪の毛の色も艶つややかで、笑顔が浮かぶ様子は水面の波紋のようだ。控えめに言って、地味めながらも直球美少女である。

「か、かわいい……」

　マリオの口から、ポロッと本音が出た。それを聞いて、晴子はピクンと血管を浮き上がらせる。

「そういうことじゃないです。確かにかわいいですけど……」

　唇を吹とがらせ、彼女はスネたように呟つぶやく。同性から見た留美は、嫉しつ妬との対象になるらしい。

「なに、ヤキモチ？」

　冗談半分でマリオが言うと、晴子は目をキッとむいて反論する。

「は!?　なに言ってるんですか！　違います。なんで？　どして？　誰だれに？　なぜに？　圧倒的に違います。ごめんなさいね、そういうんじゃなくて。フンッ」

「そ、そんなに慌あわてることないじゃん……」

「慌ててません！　なんで！　どして！　なぜに！　どこに！　どこで！　そうじゃなくて……はぁはぁ……ちょっと深呼吸……。すぅはぁすぅはぁ。って、この深呼吸は落ち着くための深呼吸じゃないですからね！　だって慌あわててないもの！　これは、酸素が足りないから！」

　必死で言い訳をする彼女を、マリオはポカンと眺めている。その視線に気づいたのか、晴はる子こはコホンと咳せきをしてトーンを落とした。

「あのね、橘たちばなさんて、どこかで見たことない？　それも、すごく近くで」

「すごく近く？」

　うむむむ、あれほどの美人ならば、一度見れば覚えているに違いない。近くで見たことなんて、あるわけないだろう。確かに一番最初に会った時、どこかで見たことがあるような気もしたけれど、なんてことはない、その日の朝に校門で後姿を見ていたのだ。

「うーん。そうかぁ？　橘さん……見たこと……ないと思うけどなぁ」

「本当に？　よく考えて……。ほら、どこかで……」

「うむむむむむ……」

　サパー（自動ドアの開く音）。パンパカパーン（ラッパ）。

「おはよー、おはよー、元気で働いてる？　あら晴子、マリオくんと仲良くしてるみたいじゃない」

　突如として店内に現れたのは、ＭＧＢＣのオーナーであり、宮みや前まえ高校の校長であり、もちろん晴子の母親であるところの宮前麗れい子こであった。せっかくなにか思い出しかけていたのに、アッサリとそれを打ち砕いてしまう口ラッパ（口でラッパの音を真ま似ねる）での登場だ。

「マ、ママ!?　なんでここに!?」

　彼女はかけていたサングラスを得意げに外すと、ハイヒールでカツンと床を鳴らし、ポーズをつける。

「あら、だってあたし、ここのオーナーですもの。コッホン」

「そ、それはそうだけど……」

　呆あつ気けに取られる晴子をよそに、麗子はヒラヒラとマリオに向かって手を振る。

「マリオ店長、ちゃんと働いてる？　今日は売り上げ倍増特別企画を持ってきたのよ」

「特別企画？　また変なコスプレと違うやろな」

　嫌な予感がしたのか、棚の陰に隠れていた静しずかがヒョイと顔を出した。彼女は以前、ファミレスのウエイトレスの衣装を着せられたことがあるのだ。ちなみに、マリオはもっと切ない衣装を着た経験もあるのだが、あえて多くは語るまい。

「違うわよ、サイン会を企画したのよ。ＭＧＢＣに人気者を呼べば、お客さんもたくさんくるでしょ？　おほほほ」

　人の頭に放火する麗子にしては、比較的まともなアイデアである。ただ、最後まで聞かないと安心はできない。

「ママ、誰だれを呼ぶの？　だって人気のある作家さんなんて、来てくれないでしょう？」

「あら、作家なんて言ってないわよ？　本を出せるのは作家だけじゃないじゃない」

「誰やねん……。勿もつ体たいぶらんと、ちゃっちゃと教えたったらええねん」

　苛いら立だたしげに静しずかが口を挟む。外にはねた髪の毛も、心なしか角度が鋭角である。

「ふふふ、それはね……。スチャッ」

　取ったサングラスを、またつける麗れい子こ。なにがしたいのかよくわからないが、彼女なりにオーナーっぽさを出そうとしているらしい。マリオ、晴はる子こ、静を順番に見つめた後、店内に響くような大声で彼女は叫さけんだ。

「アイドルよ！　アイドルを呼ぶの！　今度、写真集を出すアイドルがいるらしいから、そのプロモーションも兼ねてサイン会をしてもらうのよ！」

　アイドル。マリオの胸はピクンと躍った。生のアイドルに会えるチャンスである。八街やちまたに住んでいた頃ころは、そんなこと考えもしなかった。やっぱり東京ってすごい。テレビの中の人って本当にいるんだ。

「どーせ売れてへんＣ級アイドルと違うん？」

　耳を指でホジホジしながら静が憎まれ口を叩たたいた。

「実はあたしもよく知らないんだけど、元々グループでやってて、最近ソロになった子らしいのよ」

　元々グループで、最近ソロ。どこかで聞いたようなプロフィールである。マリオは無言で晴子を見つめる。晴子は彼に背を向け、静と頷うなずきあっていた。ちょっと寂しいマリオであった。そんな小さな孤独に気づかない麗子は、そのアイドルの名前を思い出すために、指先でこめかみを軽く叩く。

「えーとね、確か名前は……名前……そう、思い出したわ！」

　響ひびきと留る美みの方にチラッとマリオが視線を向けると、二人は電池の切れた人形のように完全に沈黙していた。これは、期待してる。全身を使って聞き耳を立てている。あきらかに期待してしまってる。

「名前は……田た中なか佐さ知ち子こ。通称サッチンね」

　プホン！　トテッ。

　小さく、ゆっくりと遠くで音が聞こえた。それは、興奮の余り鼻血を出して気絶してしまった響が、床に倒れ込む音である。

「あら？　室むろ田たさん倒れてるわよ？　どしたの？」

　事情を知らない麗子は、お気楽な調子で言った。

　完全に気を失っているはずの響だったが、寝言のような声が唇から漏れている。

「……ルール……こいの……ル……ぷんすかぁ……」

　泡を吹きながら、彼女は歌っていたのだった。例の歌を。



　　　　★



　閉店の時間を過ぎて、ようやく響ひびきは目を覚ます。それまでずっとスタッフルームのソファで寝ていたのだが、うわごとのように「サッチン……サッチン……」と繰り返していた。

「あれ……サッチンは？」

　すぐ横には晴はる子こが座っていて、彼女のことを看病している。マリオは、スタッフルームと店を繋つなぐドアの方まで追いやられていた。まだ意識のはっきりしない響に向かって、晴子は優しく答える。

「サイン会はまだですよ。室むろ田たさん、しっかりしてください」

「あ……うん。ごめん」

　彼女は辺りをキョロキョロと見回し、不思議そうな顔をした。いるはずのＡ班の生徒の姿が見えないからだ。

「みんなは先に帰らした。あんまり遅くなって、なんかあったら大変だから。晴子は俺おれと一緒に帰ればいいし、残ってもらった」

　今度は晴子ではなく、マリオが遠くから言った。一応、店長らしい発言である。本来は倉庫であった場所にソファと机を置いただけの簡素なスタッフルームで、響はポリポリと頬ほおをかく。

「ごめん……。え、と。もう大丈夫」

　それだけ言うと、彼女は突如としてムックリと起き上がり、そのままテキパキと帰り支じ度たくを始めた。

「え？　でも室田さん、もう少し休んだ方がいいですよ」

　引きとめようとする晴子を一瞬だけ見つめ（どうやら「大丈夫です」の意味らしい）た響は、エプロンをつけたままの姿で裏口から出て行ってしまった。マリオと晴子は、蛍光灯のチリチリという音を耳にしながら、彼女の出て行ったドアを見つめる。

「ねえマリオ。室田さん大丈夫かな。一人で帰っちゃったし。よっぽど嬉うれしかったのはわかるけど……」

「そうだな。ちょっと追いかけてみる。お前、ここで待ってろ。あとで迎えに来るから」

「うん、わかりました」

　やや不安そうに晴子が答えたが、今は響を追いかける方が先決である。裏口から出ると、大柄な女の子の後姿が見えた。しばらく追いかけると骨こつ董とう通りで彼女に追いつく。

　案の定、それは響だった。自分に走り寄る足音に驚いて振り返った彼女だったが、それがマリオだとわかると歩みを止めた。

「……どうしたんですか？」

「いや、大丈夫かなって思って」

「大丈夫です……」

「いや、エプロン……」

「え？　……あ」

　彼に指摘され、響ひびきはようやく自分が缶バッチをたくさんつけたエプロン姿で外に出たことに気づいたようだ。自分のエプロンとマリオを何度か交互に見た後に「大丈夫じゃないみたい……」と小さく呟つぶやいた。まだ興奮しているのか、彼女の額は汗で湿っていて、髪の毛が何本か張り付いているのがわかった。

「ちょっとどこかで落ち着いてから帰りなよ。大丈夫、近づいたりしないから」

　マリオはわざとらしく笑って、響をリラックスさせようとする。だが、彼女の瞳ひとみは肯定も否定もせずに、ただ彼のことを見つめ続ける。

「室むろ田たさんの家ってどこなの？」

「……ちかく」

　近く、か。かなり曖あい昧まいな返事をされてしまった。そもそも、Ｄ組の生徒たちは通学するのに電車やらバスやらを使うのだろうか？　だとしたら、そこで男性と一緒になるのではないか。どうやって過ごしているのかが非常に気になる。

「マリオさんも、サッチンのこと……」

　彼女は髪の毛をかきあげながら、そう言った。サッチン、田た中なか佐さ知ち子こ。響と留る美みのお気に入りのアイドル。確かにマリオは、田中佐知子のことを知っている。上京した当日に、ＭＧＢＣで買おうとした写真集が、彼女の「全開ギリギリ写真集」だったのだ。

　だが、結局はその本は買えないまま、彼は入院することになってしまった。その理由は、あまり思い出したくないらしい。なんでも、ダンプの走る音を聞くと、足が痛むとか痛まないとか。

「どこが……好き？」

　エプロンを脱ぎながら、響は言った。もう夜も遅い街中で、エプロンを脱いでいる少女というのも妙なシチュエーションだが、彼女は気にならないらしい。

「どこがってそうだな……」

　マリオはどうしてその写真集を買おうと思ったのか、よくよく考えてみる。しばらく熟考した後、結論としては「グッときたから」というものしかなかった。響のように、サッチンがグループで活動していた頃ころから知っているわけでもないし、ましてや歌なんて聴いたこともない。ただ、ＭＧＢＣの店頭に並んでいるのを見て、こりゃなかなかエグいですな……と感じたので手に取ったのだ。最近も、この胸の謎なぞゾーンは、ポッチがはみ出ているのだろうか、あるいは影なのだろうかとずいぶんと悩んだものだが、サッチンがどうのということまでは考えていなかった。

「え、ええと……」

　だが、そんなこと素直に言えるだろうか。デビュー前から目をつけていたという筋金入りのファンを前に、ポッチが気になりましたとか、水着の代わりに貝殻をつけてたので注目しましたなんて。

「うんと……その……発言が……いいよね」

　とりあえず言ってみた。すると響ひびきは、間髪入れずにこう答える。

「初期の？」

　う。いつが初期なのかすらわかっていない。その、ルルというグループにいた頃ころが初期なのか？　それとも、デビュー前が初期なのか？　はたまた、ソロで活動を始めたことを初期と呼ぶのか？　とりあえずマリオは頭脳をフルスピードで回転させ、こう言うことにしたのであった！

「そう、初期」

　とりあえず言ってみた。またしてもである。さあかかってこい、俺おれにはどこにも逃げ場がないぞ、という感じだ。ちょっとでも突っ込まれたら終わりである。いや、だからと言ってポッチの話はできない。この、目の前にいる、エプロンに缶バッチをじゃらじゃらつける純粋なファンに、ポチクリが気になりましたのでとはやっぱり言えないのだ。

　少し黙っていた響だったが、コクッと小さく首を傾けると、静かに話し出す。

「わたしも……」

　やったー！　なんだかわかんないけど、話が通じたよ。よかった、言ってみるものだ。なんとかなるもんだね、とりあえず初期って言っておけば。

「わたし、テレビでサッチンをみたときに。すごく、いいっておもって」

　本当に良いと思っているのだろうかと疑ってしまうほどに、彼女の表情はニュートラルである。しかし、あんまり余計なこと言って墓穴を掘るのもなんなので、マリオは神妙そうな顔をして、うんうんと頷うなずいている。

「留る美みちゃんをみたときも。おなじ気持ちになったから。だから、彼女が……彼女が、サッチンを好きだって聞いたとき……嬉うれしかった」

　嬉しかったと言いながらも、ニコリともしない。ここまで表情がないと、なかなか対応に困ってしまう。

「すごく、嬉しかったの」

　もう一度、彼女は繰り返した。同じように表情に変化はなかったけれど、マリオに言葉を大切に届けようとしたのがわかる。

　わたしね、本当にね、すごく嬉しかったんだよ、と、響は彼に訴えかけてきていた。……のだと思う、たぶん。

「そっか……。よかったね」

「うん。サイン会。ドキドキする」

　そう言ったかと思うと、響ひびきはきびすを返して走り出した。突然のことに、マリオは追いかけることもできない。だいぶ遠く、地下鉄へ降りる階段があるビルの前で、彼女は大きく手を振った。

「おやすみなさい、マリオさん」

　やはり声に表情はないが、彼に聞こえるように、大きな声を意識して出していることはわかる。

「おやすみ、室むろ田たさーん！」

　マリオも叫さけびながら手を振ったけれど、その時には既に彼女は地下へと降りて行ってしまった。挨あい拶さつをするだけして、返事をまったく待たずに行ってしまったのだ。その結果、マリオは誰だれもいない方向に向かって、大声を上げて手を振ってしまったことになる。

　すれ違う通行人は、ジロジロと彼のことを見ながら歩いている。一人地上に取り残された彼マリオが、いや、これ、手を振ってるんじゃないですよー、ちょっと背伸びしただけですよー、あー、最近運動不足でねー、的なニュアンスで、さり気なくポケットの中に手を突っ込んだ。

「恥ずかしい……」

　きっとこれは適当に話を合わせた罰ばつなのだろうと、ちょっとだけ反省するマリオであった。



「もう、どれだけ待たせれば気が済むんですか、まったく……」

　すっかり遅くなってＭＧＢＣに戻ってくると、晴子は三国志を二十五巻まで読み終えるほどに待ちくたびれていた。ひとまず謝り、裏口の鍵かぎを締めてマンションへと向かう。

　その間、彼女はずっと文句を言い続けていた。

「いいじゃんか。室田さんも口数多くなったことだし」

「関係ないです。それとこれとは全然関係ないです。そもそも、サイン会なんて反対です」

「反対？　どうして？　室田さん、あんなに喜んでたのに？」

　少し先を歩いていた晴子は、マリオの方を振り返って後ろ向きに歩きながら言った。

「だって、アイドルのサイン会ですよ？　お客さん、男の人ばっかりじゃないですか。そんなの考えただけで……あぁぅ、うううううう」

　自分の両腕を抱きかかえるようにして、彼女はブルブルッと震えた。つま先から始まった震えの波は、頭のてっぺんから飛び出た髪の毛へと抜けていく。非常にわかりやすい震えである。

「でもさ、うちの店は相変わらずあんな調子だし、やっぱり少しは経営のことも考えないとなぁ。それに、室田さんガッカリするよ？　中止とか言ったらさ」

「そうですけど……」

　フーム、と晴はる子こは頭を抱えた。会えると聞いただけで気絶してしまうような憧あこがれの相手だから、断るのは確かに忍びない。かと言って、サインをしてもらうために長蛇の列を作る男性客を想像するだけで、全身に鳥肌が立ってくるのがわかる。

「そうだ！　わたしたちじゃない班が担当の日にしてもらうっていうのはどうですか？」

「どうかなぁ……。麗れい子こさんのことだから、とりあえずイベントごとは全部俺おれたちの班にぶつけてきそうな気がするけど。意味もなく」

「……確かに。ママってば、わたしが困ってるの見て喜んでる節があります」

　フゥ、と溜め息をつく晴子だが、やはり男性が集まってくるのは我慢できないようだ。

「わかりました。せめて、お店の外でサイン会やりましょう」

　彼女の出した結論は、それだった。静しずかは最後まで反対するだろうけれど、集客と響ひびきのためである。集客に関しては、「男禁止」という張り紙を剥はがせばいいだけではないかとも思うのだが。

　あーあ、男の人がたくさん来るのは怖いなぁ。でも室むろ田たさんのためだし……。

　あーあ、生であのナイスバディが見られるのか。デジカメとかいるかな……。

　東京の夜空の下で、それぞれの思いが交錯するのであった。



　　　　★



　翌日の昼下がり。宮みや前まえ高校の校舎屋上にあるグラウンドで、Ｄ組は「男性恐怖症克服プログラム」に含まれている体育の授業を受けていた。

　ちなみに、前回の内容は「男性の急所を棒で突いてみよう！」というもので、マリオは女子たちに体中を棒でガンガン突かれ、六回目の「ギブ」を言った時点で気絶をしてしまった。

「春はる山やまくん、ごめんなさいね。まさか、男の人って棒で急所を突つかれるのに弱いなんて、知らなかったから……」

　授業が終わった後、Ｄ組のカリキュラムを組んでいる松まつ永なが先生は、保健室のベッドで苦しんでいるマリオに謝った。

「せめて棒の先が吹とがってなければ、まだなんとかなってたかもしれないわね……。わたしってば張り切っちゃってね、棒の先、ボンナイフで鋭角に、より鋭角に、って、徹夜で削っちゃったのよね……。ところでボンナイフのボンって、どういう意味？」

　果たして、こんな人物が授業の内容を決めていていいのだろうか。マリオは軽い頭痛に襲われる。

「春山くん、次の体育は見学してていいわよ。迷惑かけちゃったみたいだし、体に小さな穴とか開いちゃったしね。きっと、次までに素敵な代案を考えておくから」

「だ、代案ですか？」

「そう、楽しみにしててね！」

　というわけで本日、マリオはグラウンドの隅の方で女子たちをボケッと見ていた。まだ松まつ永なが先生はやってきていないようで、Ｄ組の生徒たちは思い思いにおしゃべりをしながらのんびり過ごしている。

　それにしても、マリオは初めてこのグラウンドを見た時に驚いたものだ。どうして校舎の屋上に運動場があるのだろうか、と不思議で仕方なかった。グラウンドというものは、校舎のまん前にドデーンとあるものばかりだと思っていた。それが建物の上にあるなんて。その理由が、東京という狭い場所での土地の有効利用だということを知って、なるほどぉ～と納得した。彼はその晩に妹のピーチに電話をかけて得意げに言ったものだ。

「なぁピーチ、うちの学校って屋上にグラウンドがあるんだぜ。なんでか知ってるか？」

「それよりお兄ちゃん、人の顔した犬がいるの知ってる？」

「えええええええ！　マジでええええええ！」

「そう、人面犬じんめんけん」

「人の顔をした……犬……（ガタガタ）」

　朝になるまで彼は寝付けなかった。

　そんなどうでもいいことを思い出していると、制服を着たままの留る美みがやってきた。他ほかの生徒は体操服に着替えているのに、彼女はシャツにスカートのままだ。

「あれ、橘たちばなさん、どうしたの？　見学？」

「あ、はい。今日は見学です」

「そっか、気分でも悪いの？」

「いえ、ちょっと」

「ふーん」

　留美はマリオのすぐ隣に座り、彼と同じようにして女子を眺めている。響ひびきがその視線に気づいたのか、無表情に手を振った。と思ったら、そのまま踊りだした。留美はそんな彼女のことを、嬉うれしそうにクスクスと眺めている。

「あれ、恋ルーです。よっぽどサッチン好きなんですね……」

「そ、そうだね。サイン会もうちでやるって言うしね。橘さんは、どうして田た中なか佐さ知ち子こ、が好きなの？」

「え？　そうですね……」

　彼女は言葉を慎しん重ちように選ぶようにして答える。

「やっぱり、理想って言うんですかね。テレビの向こうで話す彼女、素敵なんですよ。ファンの人を大切に思ってて、すごく女の子らしくて……」

「その発言って、初期？」

　マリオ、とりあえず言ってみる。

「え？　中期ですけど……」

　失敗。

「普通に暮らしてると、嫌なことがたくさんあるじゃないですか。だけど、サッチンにはそんなところないんです。全部が全部、完かん璧ぺきなんです。わたしなんて、足元にも及ばないくらい……」

　アイドルって、そんなにいいものだろうか。そう言えば、響ひびきも同じようなことを言っていた。彼女たちにとって、サッチンは憧あこがれのようなものなのだろうか。

　水着が刺激的だというだけの理由で彼女に興味を持ったマリオは、少しだけ恥ずかしくなる。

「でもさ、アイドルって清純そうな振りして、実は裏では悪いとかないのかな？」

「え？　あ……。そう、ですね……」

　不意に彼女の顔色が曇った。やはり、そういうことは言ってはマズかったのだろう。マリオは不安になる。今まで女子に避けられてばかりだったので、こんなふうに気軽に隣に座ったりされることになれていないのだ。ついつい余計なことまで言ってしまう。

「ごめん、今の、冗談」

「いや、大丈夫ですよ。サッチンに限って、そんなことないですから」

　留る美みは、一から順に顔の動きを確認するようにして笑顔を作った。その不自然な笑顔を見て、マリオの頭の中でなにかがひっかかった。最初は「これって恋？」などと思ってみたりもしたが、そういう種類のひっかかりではない。もっと、もどかしくて歯がゆくて……それが解決すれば心がスッキリするであろう、なんちゅんだこれ、あーもー！というひっかかりであった。

「どうしたんですかマリオさん。顔、怖いですよ？　というか変ですよ？」

　マリオは、彼女の顔を瞬まばたきひとつしないで凝ぎよう視ししていたようだ。指摘されて、ようやく留美から目を逸そらす。

　すると、ちょうど逸らした方向に晴子がいた。彼女は二人からだいぶ離れた場所で、軽いストレッチをしていた。今では珍しくなったブルマ（学校指定）をはいた晴子は、マリオの視線に気づいた瞬間、ギュゥゥゥゥゥゥと力いっぱい体操服の裾すそを引っ張って下に伸ばす。これは、ブルマがちょっとでも見えなくなるようにという工夫であるが、裾を引っ張れば引っ張るほど布が体に密着し、彼女の胸をドンバカ強調していることはマリオだけの秘密であった。

「ふ。愚かな晴子だ。ブルマだけに意識が集中し、あのナンニューがポッコリと浮きあがっているとも知らずに……。哀れ、哀れよのぉ」

　ちなみにナンニューとは「軟乳」と書く。一般的な女性の胸の弾力が風船だとすると、プリンのような柔らかさを持っているのが軟乳なのである。いや、プリンなんてまだ甘い。むしろ、フルーチェだ。晴はる子こはフルーチェなのだ！　味はストロベリー！

「ナンニューってなんですか？」

　はっ。隣では留る美みが不思議そうにマリオのことを見ていた。頭の中で考えていたことが、うっかり言葉として出ていたようだ。これは困った。まさか、晴子の軟乳を見て喜んでいましたとは言えない。そんなことを言ったら、変態扱いである。痴漢扱いである。

　いや、待ってくれ、それぐらいのこと、年頃としごろの男子として悪いことではない。異性の体を見てドキドキすることは当たり前のことなのだ。いや、むしろ健全である。自分は間違っていない。だから素直に言えばいいのだ。なにを恥ずかしがっているのだマリオよ。そうだ、勇気を持て。いまこそ立ち上がれ。爽さわやかに言えば大丈夫だってば！

「あははは！　実はね、晴子の胸をジーっと見ててね！」

　やっぱり言えない！　さすがにそれは言えない！　もしうっかり口に出ていたら、死んでも死にきれない!!

「胸ですか？　宮みや前まえさんの胸を見てたんですか？」

　出てたー!!　うっかり口に出てたー!!　どどどどど、どうしよう。まさか、自分がこんなに素直な性格だったなんて。結構ピュアじゃん、マリオ。って、そんなこと言っている場合ではない。女子の体を見ていたなんて、そんなのエッチでありスケベなのだ。健全な男子なんてものは、所しよ詮せんは半分変態みたいなものなのだ。これでは嫌われてしまう、どうするマリオ、どうする春はる山やまー！

「宮前さん、胸、大きいですもんね」

　滝のような汗を流して慌あわてるマリオだったが、留美の返事は意外なほどあっけらかんとしていた。

「へ？　え？　あの、えーと？」

「見てたんですよね？　胸。そうですよね、スタイルいいですよね。わたしもちょっと見とれちゃいます。きっと宮前さん、水着だったらビキニとか似合いますよ？　サッチンよりは小さいかも知れないけど……Ｄかっぷぐらいですかね？」

「う、うん。Ｄかな。わ、わかんないけど。あは、あははは」

　マリオは笑いながら、彼女がアイドル好きだということを思い出した。サッチンファンの留美なら、写真集やグラビアなども見ているはずである。ということは、女性の体に対しても「エッチ！」とか「スケベ！」ではなく、「きれいな体！」とか「素敵！」という視線で見ているのだ！

「晴子さんの胸、目立ってますよねー」

「そ、そうだよね。あはは、あはは。あいつ、たぶん胸だけが取り得だよ！　あは！」

「ちょっと触っちゃおうかな」

「え？　触る？」

「触っていいですか？」

「ダーメ★」

　すぐ返事が聞こえた。晴はる子この返事が。あれ、さっきまで晴子、結構遠い場所にいませんでしたか？　もしかして、もしかして、と思いながら前を見ると、数メートル先では顔をヒクつかせて晴子が仁に王おう立ちしていた。

「橘たちばなさん、ちょっとマリオに話があるんですけど」

「あ、はい。わかりました。どうぞどうぞ」

　そう言って留る美みは、マリオの隣から離れる。晴子は目を赤く光らせながら、ゆっくりと彼に近づいた。

「マリオ。ナンニューナンニューって、すごく遠くまで聞こえるんですけど……」

「いや、言ってない。そんなこと言ってない。聞き間違えじゃないのかな」

「ううん、ハッキリと聞こえましたけど……」

　と、一メートル手前で晴子は立ち止まる。本当ならばギリギリまで近づいて威圧したいところだが、いかんせん男性恐怖症なのだ。これが限界である。

「いや、言ってないよ……。うん。言ってな……」サクッ。



　遠くで小鳥の声が聞こえる。チチチ、チチ、とても清々すがすがしく、空気も美お味いしい。

　太陽の光が強くもなく弱くもなく、素晴らしくいい天気だ。

　マリオは屋上のグラウンドに寝転がりながら思う。これで、怒った晴子にスニーカー投げつけられなければ最高だったのになぁ。なにせ、スパイクって言うんだっけねぇ、靴底にトゲトゲが山ほどついてたからな。刺さったしね、顔面に。こういうの、よいこのみんなはしちゃいけないよなぁ。本当に。ヒリヒリ。

「マリオのバカー！」

　トテトテトテと、片方だけ裸足の晴子が走り去るのが見える。これからは女子の体をジロジロ見ないようにしよう。プライバシーの侵害である。まったく失礼極まりないのである。うんうん。

「あの、マリオさん、大丈夫ですか？　上唇から血が出てますけど……」

　一部始終を見ていた留美が、心配そうに声をかけてくる。仰向けに倒れている彼にとっては、あんまり彼女が近づくとスカートの中が見えてしまうというのに。

「…………」

　とりあえずマリオは、ちょっとだけ返事をするのを止やめにして、もう少しこっちにこないかなーと様子を見るのであった。

「あの、マリオさん？　大丈夫ですか？」

「…………」

　あとちょっとだけ近づいてくれれば、こう、なんていうか、白い青春の輝きが、スカートの中に見えるかも知れないのになぁ。

　それにしても、ついさっきプライバシーが云うん々ぬんと言っていた人物の行動とは思えないのは許して頂きたい。年頃としごろの男子である。ちょっとしたピンクハプニングに期待するのは当然と言えよう。

「あ……、あれ？」

「あ、気がついた！　よかったです。死んじゃったかと思いましたよ」

　しまった。まだ白い輝き（あるいは水玉のせせらぎ、もしくはストライプの情熱、はたまたリボンのビー・マイ・ダイアモンド）が見えてないのに、思わず声を出してしまった。

「あの、橘たちばなさん、どっかで見たことあるような気がする……」

「え？　な、なんのことですか？」

　そう、倒れながら見ていた彼女の顔が、不意に頭の中でなにかに重なったのだ。だが、なにに重なったのかはわからない。さっきまではなんとも思わなかったのに、こうして寝そべって見てみると、どこかで彼女を見かけた気がするのだ。

「ちょっとわたしにはわかりませんです……。気のせいじゃないですか？」

　留る美みはメガネのブリッジを押し上げると、そっぽを向いてしまった。これは怪しい。きっと、なにかあるに違いない。

「橘さん、なにか隠して……」

　マリオが言いかけた時だ。全すべてを切り裂くような悲鳴がグラウンドに響いた。

「な、なにあれ!?」

　声の方を向くと、屋上へと通じる階段を不気味な人影が上ってきている。

「なんやねんあれ！　なんや、妙にグニャグニャしてるやんか……」

　静しずかは怯おびえながらも、その影に目を凝らしていた。影が階段を上りきり、グラウンドの中央に向かって進んでいる。

「わー！　マントだ！　マント!!」

　他ほかの女子は不気味がっているのに、千ち佳かだけがこのアクシデントを喜んでいる。ずいぶんと背が高いようだ。黒いマントの中は男だろうか。三メートル近い長身をユラユラと揺らしている。頭からスッポリと布で覆われているために、顔も体も見ることができない。

「マリオ！　あなた、男の子なんですからやっつけてくださいっ！」

「無茶言うな！　バケモンじゃねえか、こいつ！」

　晴子の言うことはもっともだが、男は無言のまま周囲を見渡すように身をよじっている。誰だれもが不気味がって近づかないというのに、千佳はまったく不用意に男へと向かっていった。

「お、おい！　千ち佳かちゃん、危ないって！」

「え？　大丈夫だよー、マリオーもおいでー！　ねーねー、あなた、誰だれ？」

　自分の半分ほどしかない少女の問いかけに、ようやく男は言葉を発した。

「ぼく、カカシのロバート。頭がよくなりたいんだ。カカシの頭は空っぽっていうけど、それはひどいよね」

　…………。ロバート。ロバートだそうだ。カカシの。

「ロバート？　あなた、カカシなの？　あたし、千佳。よろしくね」

　千佳がマントをグイッと引くと、ズルズルと布が落ちた。女子たちは、突然のできごとに息をのんだ。信じられないことに、マントの中身は、本物のカカシであった。

「僕ロバート！　羽はね田ださん、アウト!!」

「へ？」

　ロバートはグニャングニャンの体で、思い切り千佳に体当たりした。彼女は悲鳴を上げて、ゴロゴロと地面を転がる。その凄絶せいぜつな光景を見て、生徒たちは思った。

「ま、松まつ永なが先生……。なにやってんの？」

　そう、カカシの正体は松永先生であったのだ。正体もなにも、カカシの体に棒を突き刺して、それを槍やりのようにもっているだけなのだから、彼女自身は丸見えである。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの、松まつ永なが先生、なにしてんすか？」

　マリオに言われた松永先生は、カカシを彼の目の前に突き出して言った。

「僕、カカシのロバート。みんなのアイドルさ！　今日の体育の授業は、カカシのロバートから逃げよう、っていう内容だよ。僕の魅力に見とれないで、上う手まく逃げきることができるかな!?　さ、ヨイ、ドン！」

　と言った瞬間、松永先生は目を回して倒れている千ち佳かに走り寄ると、容赦なくロバートで顔面を何度も何度も殴打した。それを見た生徒たちは「あの先生……マジだ……」と生なま唾つばを飲み込む。千佳がグッタリして動かなくなると、松永先生は怯おびえて身を寄せていた女子のグループを見つけ、奇声を発しながら突っ込んで行った。

「僕ロバート！　僕ロバート!!」

「きゃあああああああ！　先生が壊れたあぁああぁぁぁあ！」

　クモの子を散らすようにして、生徒たちはバラバラに逃げる。それを一人一人、的確にロバートはなぎ倒し続けた。

「僕ロバート！　あはは、あははははは!!」

　その笑い声は、南みなみ青あお山やまから渋しぶ谷や駅の近くまで響いたという……。



「ずびばぜん！　わたくしぃはぁ、生徒のためを思って、つい、頑張り過ぎてしまいましたぁ……ううぅぅ、うぅぅうぅう」

　高らかに笑った後は、猛烈な号泣である。

　結局、騒ぎを聞きつけた教師たちによって、松永先生は取り押さえられてしまった。校長室に連れてこられた彼女は、オロオロと泣きながら、ロバートの頭を猛烈な勢いで撫なで続ける。

「マリオくん、事情を説明してくれる？」

「え！　じ、事情って言われましても……」

　なぜか状況を説明するために連れてこられたマリオは、松永先生と麗れい子こを交互に見ながらどうしたものかと戸惑う。正直に言ったとしても、麗子に松永先生の真意が伝わるかどうかわからない。そもそも、マリオだって彼女の真意を理解できていないのだ。

「えーとですね。体育の時間に、カカシがきましてですね。（うう、カカシじゃないです、ロバートです、ぐずぐず）う。ええと、ロバートがきまして、それで、突然羽はね田ださんをボコボコにしまして。（してないです、あれは威い嚇かくです。えぐえぐ）あ。えーと、威い嚇かくだそうです。で、その後に、倒れてる羽田さんをメッタ打ちにしまして。（違います、愛の指導です）。は、えー、愛の指導だそうです。で、痙けい攣れんしてる羽田さんを放っておいて、他ほかの女子をカカシで放り投げたりしてました。（カカシじゃないです。うう、ロバ……）あ、えーと、ロバートだそうです。以上です」

　松まつ永なが先生に邪魔されながらも、マリオはなんとか出来事を説明した。麗れい子こは窓際に置いてある高そうな机の上に乱暴に腰かけ、タバコに火をつける。

「まったくわからないわね」

　同感である。

「どうすればカカシが出てくるの。おかしいでしょ、それ。常識を疑うわね」

　威厳のある声で麗子は言ったが、つい最近、マリオの頭を火ダルマにしたことは、すっかり覚えていないようである。カカシもダルマも、常識という観点から言えば、そんなに違いないのではないだろうか。

「はい、す、すみません。その、焦ってしまいまして……」

「焦る？　なにを焦ってるの？」

「うちのクラスに、室むろ田たさんという生徒がいるんですけど」

　高級な柔らかい革でできたソファに腰を沈めながら、松永先生はポツリポツリと話し出した。もちろん、ロバートの頭を撫なでることも忘れない。

「彼女は最近、以前よりも明るくなった……と言っても、無表情なのは変わらないのですが、雰囲気が変わったと言いますか。とても前向きになったような気がするんです。勉強も真ま面じ目めにやっていますし、先日なんて、春はる山やまくんの急所を二箇か所しよも棒で……。まぁ、それはいいんですけど。とにかく、わたしは彼女に驚かされてしまいました。これはきっとなにか理由があるはずだ、わたしはそう考えました。室田さんを見ていると、どうやら彼女の変わった理由は、橘たちばなさんがきっかけになっているようなのです。二人は同じ有名人のファンらしく、それをきっかけに仲良くなったと言うではありませんか。そうか、好きな対象を共有すると、それだけで生き甲が斐いになるのだなと思いました。そこで、わたしも生徒たちに、生き甲斐を与えたいと思ったのです！　明るく生きれる、人生に希望が持てる生き甲斐を!!　とは言ったものの、どうすればいいのでしょうか？　そこでわたくしぃ、寝ないで考えました！　その結果がぁ……室田さんや橘さんと同じように、好きなアイドルを共有させること……そう、それしかないと……」

　マリオはポカンとした顔で彼女のことを見ている。その話が、どうすればカカシでメッタ打ちに辿たどり着くのかがわからない。

「そこでロバート・デ・ニーロです！」

　急に飛んだ。

「いつの時代も、女性の憧あこがれの的と言えばロバート・デ・ニーロ！　かくいうわたしも大好きです。男性恐怖症のわたしでも好きなロバート・デ・ニーロ！　きっとみんなも好きに違いない……。そんなことを思いながら歩いていたら、偶然、地元の畑にロバート・デ・ニーロそっくりのカカシが!!　いけないいけないと思いながら、ついつい自宅まで持って帰ってきてしまったのでした……。そして今日、ロバートを学校に持ってきて、みんなに紹介しようと……Ｄ組のアイドルにしようと思ったのですが、ジーッと見ていたら興奮してきてしまって……だって、だってロバートってば、目が優しいから！　瞳ひとみに力があるから！　もしかしてわたしのこと好きなんじゃないかな、って思いまして!!　だめ、わたしそんな女じゃないのに！　勘違いしないで、いつもこうじゃないのよ！　ロバートの前だから、こんなになってしまうのよ!!」

　松まつ永なが先生は興奮して、ロバートの顔面をボコボコ殴っている。

「でもダメ、ロバートはみんなのアイドル！　だからわたしを誘わないで！　そんなのっていけませんわ！　だけど、だけど……ロバートを独り占めにしたい！　わたしだけのロバートでいて欲しい！　複雑に揺れ動く女心!!　もう頭の中は真っ白に!!　……そして気がついたら、ロバートでクラスの半分の生徒を倒しておりました……。も、申し訳ありません……」

　途中でなにか大事なものが抜けているのかと思ったが、そもそも出発地点から間違っていたような気がする。短くタイトなスカートだというのに、麗れい子こは苛いら立だって足を何度も組み替えた。マリオは松永先生の話を聞きながらも、足が気になってしまう。

「ふぅ。わかったわ。あなたは教師じゃなくて、Ｄ組に入って生徒として過ごした方がいいようにも思えるけど……」

「はぁ、すみませんです」

　彼女は申し訳なさそうに呟つぶやき、ロバートをポイッと捨てた。既にロバートの顔はボコボコになって、原形を留とどめていない。というか、捨てていいのか。憧あこがれだったのではなかったのか。

「あなたも結局子供なのよね」

　二本目のタバコに火をつけ、麗子は言った。松永先生は、彼女がなにを言いたいのかわからないようだ。

「いいのよ、今日はもう帰って。ゆっくり休んでね。明日からまた頑張って」

「は、はい!!」

　あれだけのことをしておきながら、特に処しよ罰ばつはないらしい。ずいぶんといい加減だなとマリオは思い、不満げに麗子を見る。彼女はそれに気づいているのか気づいていないのか、まったく彼のことを見ずに煙を宙に吐き出した。

「それじゃわたし、失礼させて頂きます……」

「あ、松永先生。最後にひとつだけ聞いてもいい？」

　やはりなにか処分があるのかと、松永先生は緊張した顔になる。

「はひぃ、なんでしょう？」

　が、麗子はもう落ち着いた様子で、なんでもないことを聞いた。

「地元の畑って、あなた、この辺りに住んでるんじゃなかったの？」

「え？　あ、はい。すみません、東京は人が多くて怖いから……。こっちのマンションは解約してしまいました……。今は実家から通ってます」

「実家ってどこ？」

「あ……あ……。あわかもがわです」



■安あ房わ鴨川かもがわ→青あお山やま一丁目　通勤時間　約三時間



　不機嫌そうにしていたマリオは、それを聞いてソファから飛び上がった。

「ええっ!?　鴨川って、鴨川シーワールドの鴨川!?　松まつ永なが先生、千葉県民!?」

「春はる山やまくん、黙っててごめんね！　先生、都会人の振りしてたけど、実はバリバリの千葉っ子なの。やっぱり房総ぼうそうの風が心地いいのよ！　休日はシーワールドでシロイルカのベルーガを眺めていたいのよ!!」

「せ、先生！」

「春山くんっ！」

　ガシッ（熱い抱ほう擁よう）、バターン（気絶）!!

　妙な連帯感で結ばれた二人は勢いで抱き合ったものの、松永先生は男性恐怖症のためアッサリ気絶してしまうのであった。

「あ……、しまった……」

　マリオは校長室の床に倒れている彼女を見て、うろたえる。麗れい子こは、空になったマルボロの箱を手で潰つぶして、ゴミ箱に放り投げた。

「ロバート・デ・ニーロなんて、一生会う機会ないじゃないの……」



　　　　★



「あらそう、デニーロ？　大変だったのね」

　その日の夜、宮みや前まえ家の食卓には奈な津つ美みとマリオしかいなかった。麗子は松永先生の起こした不祥事の後始末のために学校に残り、晴はる子こはナンニューの一件から部屋に閉じこもっている。蟹かにのソースのパスタをテーブルの上に置いて、奈津美は「いただきます」と手を合わせた。

「二人で食事って、懐かしいなぁ……」

　彼女はそう言ってオレンジ色をしたパスタを口に運ぶ。マリオもホクホクとそれを食べながら、何気なく聞いてみた。

「二人って、晴子と二人ってことですか？」

「うん、そう。昔はね、よく二人だけで食べたのよ。お父さんもお母さんも家にいないことが多かったからね。冷蔵庫にはコンビニのお弁当があって、だから自分で料理するようになったのよね。それからはずっとお姉ちゃんがゴハン作ることになったのよ？」

　奈な津つ美みはニコニコと笑いながら言う。それほど悲しい過去ではないのかもしれない。そんなこともあったのよね、という思い出話程度であろうか。

「お小こ遣づかいをためてね、お鍋なべとか包丁とかを買ったの。みんなが少女漫画を買って楽しそうに読んでいる時に、お姉ちゃんだけザルとかを買ってるのよね？　悲しいでしょう？」

「そうですね。確かにそれは」

「だけど、お姉ちゃんがしないと、他ほかに料理する人がいないからね。晴はる子こにひもじい思いをさせるわけにもいかないし。それに、同じような子がもう一人いたから、その子と一緒になってレシピの交換とかしてね。そういえばあの子、本屋さんだったわね」

　絶妙なアルデンテを飲み込みながら、マリオは奈な津つ美みの話を聞いた。宮みや前まえ高校を経営する前、麗れい子こはどこで仕事をしていたのだろうか。幼い子供を置いて外にいたということは、会社勤めでもしていたのだろう。あるいは、どこかの学校で教師をしていたという線もある。

　マリオは、松まつ永なが先生が校長室で倒れた後のことを思い出した。麗子は床に倒れている松永先生の額に、どこから取り出したのか冷えたビールを乗せて氷ひよう嚢のう代わりにしたのだ。

「げっ。麗子さん、学校にビールなんて……」

「いいのよ、仕事中は飲まないんだから」

　彼女は松永先生を見つめながら、深い溜め息をつく。最近、少し疲れているようにも見える。

「マリオくん。ロバート・デ・ニーロに会えると思う？」

「いや、会えないんじゃないですかね。海外の映画俳優ですよね？　日本に住んでて偶然出会うってこともないだろうし。相手は有名人だから、会いに行くわけにもいかないし」

「そうでしょう？　いくら待っていても会えるわけないのよ。だから、あきらめなくちゃいけない時がくるのよ」

　麗子はビールをもう一本取り出して、躊ちゆう躇ちよなくプルトップを開けた。カシュ、と缶の中に溜まった空気が押し出され、モコモコと泡が溢あふれる。

「あれ、麗子さん。仕事中は飲まないんじゃないんですか？」

「今は休み時間だから」

　そう言って、グイッと一気に飲み干した。

「会うことができない理想の相手なんて、この世に存在しないのも一緒よね。それだったら本気で好きにならない方が幸せなのよ。それとも、会うことができないからこそ、好きになるのかしら？」

「それってどういう意味ですか？」

「Ｄ組の子たちも、この世に存在しないなにかを求めて現実から目を背そむけているのかもね」

　深い。ような気がする。が、マリオには彼女の言っていることが全然理解できない。有名人に恋しても無駄だから、あきらめろということだろうか？

「大人になりたくないから、目を背けているのよ」

　以前、彼女は同じようなことを言っていたような気がする。悲しいことに、その後に頭が炎上するというハプニングがあったため、前後の記憶が曖あい昧まいではあるのだが。

「さ！　マリオくんは教室に戻って、Ｄ組に自習の指示を出して。あたしは松まつ永なが先生の看病と、保護者に対する説明を考えておくわ。なぜ担任教師がカカシで生徒をなぎ倒したのか、っていう説明をね」

　パチンと手を叩たたいてから、麗れい子こはトーンを変えてそう説明した。もう休憩時間はおしまい、校長の仕事に戻りますよ、というように。

　マリオはＤ組に戻って、女子たちに彼女の指示を伝えてから、廊下にポツネンと置いてある机で麗子の言葉を思い出すのだった。

　ピンポーン。

「あ、麗子さんかな？　マリオくん、ちょっと待っててね」

　チャイムの電子音が、マリオを現実に戻す。「あ、はい」と返事をして、パスタの続きを食べることにした。

「オルロロロロロロロロロ」

「わ――――！　麗子さんが玄関入って二秒でゲーしたー!!」

　食べるの中止にした。

「ちょ、ちょっとマリオくん！　手で！　手で！　早く！　早く！」

　玄関から奈な津つ美みの嬉うれしそうな声が聞こえる。なぜ嬉しそうなのかが理解できないが、彼女らしいと言えば彼女らしい。……そんならしさ、いらないけど。

「いや、手じゃ無理だと思いますけどっ！」

　バスルームでタオルを掴つかんでから玄関へと向かうと、奈津美がマリオのスニーカーを指差しておかしそうに笑っている。

「ど、どうしたんですか奈津美さん……」

「いや、マリオくんのニセアディダスに、ゲーが……」

　八街やちまたで買ったスニーカーは、見るも無残な姿になっていた。アディダスのバスケットシューズ、スーパースター。本来ならばサイドに三本のラインがデザインされているのだが、どこからどう見ても一本多い。東京に来て、奈津美に「それニセモノだね」と言われて初めて知った悲しさよ。

「はれれ？　マリオくん……。たらいまぁ……」

　玄関のドアにもたれかかるようにして、麗子が彼に手を振った。泥酔でいすい、という言葉がピッタリくるほどの酩酊めいていぶりである。きちんとハイヒールを履いていたはずなのに、今は裸足である。どこで置いてきたのだろうか。

「ちょ、ちょっと麗れい子こさん、大丈夫ですか!?　ちゃんと歩けますか？」

「だいじょーぶよ、ちょっと飲んだだけですから。ひっく。あら、あららら、バランスが……」

　彼女は廊下を進もうとするが、フラフラしていて真まっ直すぐに歩くことができない。サーカスの綱渡りのように両手を広げてバランスを取りながら、なんとかミリ単位で動いている。

「マリオくん、お姉ちゃんは麗子さんがすぐ寝られるように寝室の用意しておくから、運んできてくれる？」

「え？　あ、はい？」

　奈な津つ美みは「靴にゲーが。クスクス」と笑いながら麗子の寝室へと向かった。そんなに笑うことないのに……。マリオの頭の中では、一足しか持っていないスニーカーをダメにされてしまい、明日からどうやって学校に通おうかという難問が生まれるのであった。

「おいっ、マリオっ。こっちゃこいっ」

「はいはいはい、行きます、行きます」

　もはやただの酔っ払いと化した麗子に逆らうわけもなく、彼は言われる通りに彼女に近寄り、肩を貸して手助けをする。

「はい、これで歩けますか？」

「歩けます！　麗子タンのことバカにしないで！」

「し、してないです……」

　アルコールのにおいに混じって、香水の香りがマリオの鼻をくすぐる。妙に女らしさを意識してしまい、それから急に体が密着していることが恥ずかしくなってきた。そうなってくると、今度は腕に当たっている胸のポヨポヨだとか、胸元までボタンの開いているシャツのプリプリだとか、めくれあがったミニスカートのチラチラが、パレードのようにやかましく目に飛び込んでくる。

「どうしたのぉ？　マリオくぅん……」

　トロンとした目で、彼女はマリオのことを見る。しかも、酔っ払い特有の距離感のなさにより、顔はすぐ近くまで寄せられた。

「いや、なんでもないです……パレードが……」

「パレード？　なにそれ。マリオつまんなーい」

　舌を一瞬出して、彼女はベーと言った。子供だ。まるで子供である。大人がどうとか校長室で言っていた面影はまったくない。

「あ……うっかり……してた」

　麗れい子こは、右上ナナメ四十五度を向いてそう言った。彼女のうっかりは今に始まったことではないので、そんなことを言われても驚いたりはしない。なにせ、うっかりで頭上でボヤ騒ぎを起こされたのだから。どうせまた、妙なことでも言い出すのだろう。

「どうしたんですか、麗子さん。なにをうっかりしてたんですか？」

「ノーブラだった」

　ブシュー。鼻血である。昭和の漫画的な表現で申し訳ないのだが、いわゆる「鼻血ブー」であった。マリオだって、そんな古臭いことはしたくない。だが、大きく胸元が開け放たれたシャツの、その数ミリ向こうはノットブラジャーなのである、ドントブラジャーなのである。そりゃ鼻血も出るってもんだ。どこでどう酔っ払えばブラジャーがなくなるのかは疑問だが、とにかくそう宣言されたのだ。受け入れるしかない。

「れれれ、麗子さん、その、えーと、あの……」

「あ、晴はる子この部屋発見!!　晴子ー!!」

　マリオの胸の高鳴りなど一切知らぬ彼女は、晴子の部屋見つけると、マリオに肩を抱かれたままドアに飛び込んだ。勢いよくドアが開かれると、中では晴子がベッドに入ろうとカバーをめくっているところだった。

「マ、ママ!?　それにマリオ!?　こ、こっち来ないでくださいっ!!」

　突然の乱入に晴子は泣き叫さけぶが、マリオだって入りたくて入るわけではない。麗子に体を強く掴つかまれ、そのまま引きずり込まれているのだ。

「ごめん晴子！　文句は麗子さんに言って!!」

「男の人が部屋にぃいい!!　はぁあぅぅぅう!!　ママ、ストップ！　ストップ！」

「晴子ー!!」

　マリオを抱きしめたまま、麗子は晴子に体当たりをするようにして突っ込んだ。三人はもつれ合いながら、ピンク色のカバーがかぶせてあるベッドの上に倒れる。

「きゃー!!　男の人が、ベッドにー!!　ベッドにー!!」

「晴子、俺おれじゃない！　麗子さんがっ！　麗子さんがー!!」

「ふにゃにゃにゃにゃ。ふふふふにゃにゃにゃー」

　不気味な笑い声を上げながら、麗子は左手で晴子を、右手でマリオを抱き寄せた。彼女を中心に三人はベッドに仰向けに寝る格好である。

「ちょ、ちょっとママ！　離してくださいっ！」

「どしたのよ晴子ちゃん、そんなに嫌わないでよぉ」

「嫌ってないけど、すぐ近くにマリオがっ!!」

「マリオがどうかしたの？」

「どうかって、どうもこうも！　わたし、男の人はっ！」

　晴子は脱出を試みるが、いくら身をよじっても麗子の腕の中から逃げ出すことはできない。マリオはそんなに悪い状況でもないので、コッソリと黙りながら天井を眺めている。そう言えば、晴はる子こと奈な津つ美みはそれぞれ違う呼び方で麗れい子このことを呼んでいる。なにか意味でもあるのだろうか。いや、きっとそれはマリオに「家では名前で、学校では校長って呼びなさい」と言っているのと違いはないだろう。

「ちょっと、マリオもなにか言ってください！」

「……麗子さん、やめてよー（棒読み）」

「なんでそんな感情が入ってないんですかっ！」

　不意にマリオの体は自由になった。麗子が、彼から手を離し、両手で晴子を抱きしめたからだ。

「はあっぅぅ、ママ、苦しいです！　苦しいってば！」

「晴子ぉ、そんなに嫌がらないでもいいじゃんかぁー、あたしのこと、そんなに嫌いなのー？」

「嫌いとかじゃなくて、苦しいっ。苦しいですうぅっ！」

「晴子……晴子ってば……ねぇ」

「え？　ちょ、ちょっと、ママ？」

　派手に蹴けり飛ばされ、ベッドから落ちてしまったマリオでも、麗子の変化に気づいた。

「晴子はあたしのこと嫌い？　嫌い？」

「いや、嫌いじゃないです、だから、泣かないで！」

　涙声になりながら、彼女は晴子を抱きしめた。彼は、どうすればいいのかわからず、床の上に転がりながら聞かなかったことにする。

「あたしが悪かったから、許してね……ごめんなさいね……」

「いや、そういうわけでは……」

　なんだか、妙にドラマチックな展開になっているような気がする。これは、きっと親子の愛の劇場なのだ。したがって、マリオのような部外者が立ち入ってはいけない場面なのだ。彼は匍ほ匐ふく前進で、さり気なく部屋から去ることにした。

「男性恐怖症になったのも、あたしのせいだもんね……わーん！　びえーん！」

「なにそれ!?　違うってば！　被害妄もう想そう!?」

「ロバートがカカシなのもあたしのせいですー！　びえーん！」

「え!?　ママがロバートの黒幕!?　なに!?　泣かないでよ、ママっ！」

「違うけどあたしの責任ですー！　ふえーん！」

　背後から聞こえる意味不明な会話をなるべく聞かなかったことにしつつ、マリオは廊下へと辿たどり着いた。すると、膝ひざを抱えて座っている奈津美に遭遇する。相変わらず、ニコニコと笑っていた。

「麗子さん、酔って帰るといつもああなの。だから気にしないでね」

「い、いつもですか……」

「ちなみに、言ってること全部デタラメだから」

「デタラメですか……」

「またなにか、嫌なことでもあったんじゃないかしらね」

「嫌なこと……」

「それにしたって、泣けばいいと思ってるんだから。まったく、ダメな麗れい子こさんよね」

　いつもはあっけらかんとした調子で毒を吐く彼女であったが、その言葉だけは妙に真実味があった。今まで、麗子に泣かれて苦労をしてきたのだろう。気の毒なことである。



『らしい』のコーナー



・翌日の朝、麗子の記憶はまったくなかったらしい。

・晴はる子こは、マリオが寝たベッドにファブリーズをかけていたらしい。

・それも、ビショビショに濡ぬれるまでかけたらしい。

・乾くまで数日かかったらしい。

・奈な津つ美みは朝早く出かけて、マリオのためにスニーカーを買ってきたらしい。

・今度はアディダスとコンバースを混ぜたようなニセモノだったらしい。

・マリオは、それがニセモノだと気づいていないらしい。



　　　　★



　そんなふうにして、日々は過ぎていった。

　留る美みは初日こそＤ組の生徒にチヤホヤされていたが、響ひびきといつも一緒にいることにより、他ほかの女子から話しかけられることもあまりなくなった。アイドルの話に夢中になって、教室で振りつきで歌まで歌っているのだ。さすがに近寄りがたいようである。

　マリオはそんな二人を見ながら「あー室むろ田たさんって相変わらず表情変わんないなー」とか、「橘たちばなさんて本当に男性恐怖症なのかな……こうやって見てると普通だよなぁ」などと思うのだった。

　そしていよいよ、麗子によって企画されたサイン会の前日となった。当然、当日の受け持ちは店長であるマリオ率いるＡ班になっている。

　放課後の教室にて、留美は一人で窓の外を見ていた。夕焼けが赤く、熟うれたりんごのように彼女の頬ほおを染める。はぁ……とかなんとか溜め息をつき、ポリポリと鼻の頭をかく。

「留美ちゃん……」

　背後から響の声が聞こえた。振り向くと、彼女は血の気のない顔をしていた。

「ど、どうしたんですか、響ひびきちゃん……」

「サイン会、明日だと思うと……なんだか貧血……」

　フラフラと留る美みの隣にやってきて、窓枠に手をつく。よほど憧あこがれのサッチンがやってくることに緊張しているらしい。

「貧血？　ちゃんと小魚とか食べてますか？」

「う、うん……。魚は……ちょっと。留美ちゃんは、緊張しないの？」

「え？　緊張？　う、うん……。そ、そうですね……」

　少し不自然な動きで、彼女は響から視線を逸そらした。明日のことで頭がいっぱいになっている響は、そんなことには微み塵じんも気づいてはいない。

「どうしよう。なんて挨あい拶さつしよう……お、おはようかな。朝だし」

「うん、朝だしおはようでいいんじゃないですか？」

「嫌われないかな……」

「あは。嫌われないですよ。大丈夫、きっと仲良くなれますよ」

「う、うん……。はぁぅ」

　オレンジ色の空に、響は助けを求めるようにして手を伸ばす。もちろんそれはなににも当たらず、虚むなしく宙をパタパタとあおぐばかりだ。

「ねね……。留美ちゃん、どうかしたの？」

　さっきから、どこか様子のおかしい彼女に言う。もちろんそれ以上に響の方がおかしいのだが。

「え？　なんでもないです……。ただ、ちょっと、その、うんと……風か邪ぜひいたかもしれないなって……。熱が出ちゃう……かも？」

　なんということだ、と響は慌あわてた。なにしろ、明日はサッチンがやってくるのだ。もし本当に熱でも出したら、せっかくのチャンスが台無しになってしまう。昨日まではなんともなかったのに、こんな時に風邪だなんて運が悪い。

「あ、あ、明日は？」

「うん。たぶん大丈夫だと思いますけど……。もしかしたら、お休みを……」

　響の目を見ないまま、留美は言った。

「え……。ネギ……巻いて。ノドに。あと、えと、ゆ、ゆんける」

　どうしても明日は彼女と一緒にサッチンに会いたい。強く願う響であったが、残念ながらその望みはかなえられることはなかった。



    

  
    
      

第三章　リトル☆デイト





「え!?　おやす……み？」

　サイン会当日。開店前のＭＧＢＣスタッフルームで、響ひびきは晴はる子この話に言葉を失った。

「そうなんです。橘たちばなさん、熱が出たみたいで、今日はお休みしますって連絡が入ったんですよ。田た中なかさんのこと楽しみにしてたのに、残念ですね」

　その事実を聞いて、彼女の体からヘロヘヘロと力が抜ける。あんなに一緒に恋ルーを踊った仲だというのに、どうしてこんな大切な日に体調を崩してしまったのだろうか。

「まぁ、残念やけど仕方ないやんな。響だけでも楽しんだらええねん」

「う……う、う……」

　ソファにポスンと座り込み、それっきり立てなくなってしまった響を見て、静しずかが声をかけた。美み鈴すずも気の毒そうに彼女のことを見ているが、どう言えばいいのかわからないでいるようだ。

「静の言う通りです。せっかくなんだし、室むろ田たさんは田中さんといっぱいお話すればいいじゃないですか。ね？」

　晴子はそう言いながら、普段の響のサッチンへの態度を考え、果たして会話なんてできるのだろうかと不安になった。でもきっと、響のことである。隣にいてサッチンの顔を見ることができれば、それで満足してくれそうだ。

「ねーねー、もうすぐ開店だけど、お客さん並んでるかな？　マリオーも帰ってこないしさー」

　千ち佳かが時計を見て言った。マリオが様子を見ると言って出て行ってから、数分が経たっている。今から一時間前、みんなが裏口から店内に入った時は、まだ誰だれも外にはいなかった。

「そうですね、ちょっと外の様子を見に行きませんか？　もしかしたら、お客さん並んでるかも知れないし」

「え？　あ、うん。いく」

　晴子に連れられ、響はスタッフルームから出ていった。それを確認してから、静が溜め息をつきながら言った。

「列なんてできてるかー？　うちな、インターネットで田中佐さ知ち子こについて調べてん。そしたら、Ｂ級グラビアアイドルって書いてあったで？　人気者いうから、どんだけ有名人かと思ったら、たいしたことないやんな」

「Ｂ級？　そうなの？」

　膝ひざを折りたたんだままジャンプし、そのままの姿勢で千ち佳かはソファに着地した。見上げると、そこには美み鈴すずが居心地悪そうに立っていた。これからやってくるサッチンの悪口を言う静しずかに、どう言っていいのかわからないようである。

「え……。うーん。どうなんでしょうかね……」

　彼女はそう言って、静の方を見た。

「有名人ってほどでもないやん。なんで響ひびきは、あんなん好きなんやろか。どこにでもいる、普通のやつやで？　校長も、もっと人気のあるアイドル連れてくればええのになぁ」

「でもさ、静ー」

　千佳は正座したままの姿勢で、ゴロンとソファに寝転がった。スカートがめくれたのを、美鈴がチョイチョイと直してやる。

「千佳もね、写真集見たんだけど、どっかで見たことない？　あのサッチンて人の顔」

「そうやねん！　うちも、そう思っててん。誰だれかに似てんねん……」

　千佳の発言に、静も頷うなずいた。美鈴は返事こそしなかったものの、確かに二人の言っていることに心当たりがあった。あのアイドル、どこかで見た顔なのだ……。

「まあええわ。うちらもそろそろ行こか？」

「うん！　行く！」

　三人はスタッフルームの電気を消し、店内へ向かった。すると、エントランス付近で立ち尽くしている晴はる子こと響が見えた。

「なにしてんねん……。ほら、床、モップかけるで！」

　静が声をかけても二人は返事をしない。その代わりに、チョイチョイと手を振る。

「なんやねん。用事あるなら、こっちにきて欲しいわ」

「まぁまぁ今いま井いさん。呼んでるんですから、行きましょう？」

　美鈴に言われ、静は渋々二人の方へと向かった。千佳もスキップしながらついてくる。

「晴子、なんやねん。うちらは開店の準備せな―――」

　ガラス窓の外を見て静は言葉を失い、それと同時に全身に鳥肌を立てるのだった。



　ＭＧＢＣの店先には、白い布が敷かれた会議テーブルが設置され、その後ろに「田た中なか佐さ知ち子こさん最新写真集『誘惑デンジャラス』発売記念サイン会」と書かれた看板が誇らしげに掲げられている。

　さっきまで誰もいなかった店先に、いつの間にか三百人近い男性客が長蛇の列を作りサイン会の開始を待ち構えていた。いかにもアイドルが好きそうな人から、なぜかスーツにサングラスという姿の人まで、ただひとつの目的である生サッチンを待ちわびて目をギラギラとさせている。

　そんな圧倒的な数のお客さんの中で、マリオはたった一人、笛かなんかピーとかしながら、その列を捌さばいていた。

「はいはい、みなさん、列を崩さぬようにお願い致しますー。はい、えーと、最後尾はこちらになっておりますー。通行の妨げになりますので、道路にはみ出ないでくださいー！　サイン会開始まで、今しばらくお待ちくださーい！　写真集をお買い上げのお客様に限りサインをさせて頂きまーす」

　マリオが大声で叫さけぶ度たびに、なぜかお客さんたちは「おおーっ」とか「ほほーっ」などとどよめく。南みなみ青あお山やまの歩道は、異様な興奮に満ち始めていた。

「す、すごい熱気だなぁ」

　ＭＧＢＣの方を見ると、女子たちはガラスにへばりついて行列を眺めていた。

　あまりに衝撃的な光景を目の前に、どうしたらいいのかわからないようである。

　と思ったら、千ち佳かがトテテテとマリオの元にやってきた。これだけの数の男性を目の前にしてもなんともないらしい。

「マリオー、手伝う？」

「いや、いいから。お前、ちょっと触っただけでヤバイから」

　などと二人が会話をしていると、行列の中の数人がゴソゴソと会話をしだした。

「ロリだ。あれ、ロリキャラだ」

「萌もえだ。萌えだぞ。妹にしたいタイプだな」

　しまった、とマリオは唇を噛かむ。ただでさえ幼い顔をしている千佳だが、今は宮みや前まえ高校の制服の上にエプロンを着ている。これは、ある意味グッとくる感じなのである。

「いや、諸君。店内を見ろ。もっといるぞ、萌えが」

「なに。どれどれ……」

「おおっ、萌えだ。萌えだぞ」

　彼らの視線は、ガラス窓付近にいた晴はる子こたちに向けられる。

「生意気がいるぞ、生意気が」

「俺おれは生意気萌えない。きみにあげる」

「もらった。きっと、好きな気持ちを言い出せなくて反発してくるぞ」

「くるくる。かわいいな。そんなとこがかわいいな」

「あ。あっちはお嬢様だ。お嬢様がいる。髪型が姫カットだ」

「いるんだな。清純だ。きっと今まで誰だれとも付き合ったことないぞ」

「アホ毛がいるぞ、アホ毛が」

「本当だ。初めて本物見た。掃除が趣味だ」

「きっと隣に住んでるタイプだ」

「朝起こしてくれるタイプだ」

　三百人からなる視線がネットリと空中を泳ぐ。ヘビに睨にらまれたカエルのように、女子たちは身動きひとつとることができない。

　マリオは奥歯を噛かみしめながら切実に思う。

　ああ、なんてダメなやつらなんだ。見た目で女の子を判断しやがって。でもわかる。痛いぐらいわかる。俺おれも普段はそうやって、女の子を見た目で判断してる。胸が大きいからエッチな性格だとか、アメリカ人だから開放的だとか、不良娘は雨の日に猫を拾って「お前もあたいと同じで一人ぼっちだね。うち、くるかい？　ミルクぐらいなら用意できるよ。おいおい、顔を舐なめないでおくれよ、くすぐったいじゃないのさ、うふふ、かわいい奴やつだなぁ、お前って」って言うとか、その猫が対立している不良グループに取られて「あたいのミーちゃんにだけは手を出さないでおくれよ！　あたいだったらどうなってもいいから！」「あはは、ミーちゃんだなんて、笑えるわね！　やっちまいな！」「ボコボコ、えい、ボコボコ」「う、痛い、痛いよ！」「ほら、みんな、帰るよ！」「ふふ……強がってきた罰ばつだね。ごめんよミーちゃん」「にゃー（ぺろぺろ）」「なんだい、あたいのこと、慰なぐさめてくれるのかい？　ミ、ミーちゃんてば……」「にゃー（ぺろぺろ）」というのがキッカケで真ま面じ目めになるとか、つい想像してしまうんだ。

「ねーねーマリオ、なんでこの人たち、みんなのこと見てるの？」

　不思議そうな顔で千ち佳かが言った。彼らの視線が、どんな意味を持っているのか理解できないでいるらしい。

　ああ、千ち佳か、お前もこのお兄さんたちの頭の中では、なんかもー、ビラビラのフリフリの衣装とか着せられて、妄もう想そうの中で喫茶店とか一緒に行っちゃって、ソーダ水の泡ごしのアイラブユーとか言わされてるかも知れないんだぞ！　ダッフルコート着て原宿なんかを風を切って歩いてるかもしらんのだよ！　とは、思っていてもとても言えないマリオであった。

「みんな、サッチンのことが好きなのに、どうして他ほかの女の子を見るんだろうね。おかしいね！」

　千佳の一言は、妙な説得力を持って列に並ぶ男性へと向けられる。確かに、今から大好きなアイドルのサイン会なのである。わざわざ開店前から並んでいるのも、彼女のことを一目見たいからだ。それなのに、目の前に現れた女の子に現うつつを抜かし、頭の中でモニモニとしてしまうのはいかがなものなのだろうか。

　どこまでもまっすぐな千佳の言葉に、居心地の悪そうな表情になる男性たち。女子に向けられていた視線は、さり気なく他の場所へと移動する。その時、一番必死になって千佳のことを見ていたお客さんが、サラッと言い放った。

「お、俺はサッチン一筋だもんね。他の人なんて見てない」

　なにっ!?　裏切りましたか!?　そんなオーラがファン同士の間で生まれる。さっきまでの、あの連帯感はなんだったのだろうか。さらに、もう一人がしれっと言う。

「俺おれ、ずっと頭の中でサッチンのこと考えてたもんね！」

「あ！　お前、ズルい！　俺だってサッチンしか見えないもん」

「嘘うそつけよ！　サッチンしか見えなかったら、どうやって生きていくんですかー！」

「え!?　勘ですー！」

「勘だけじゃ無理ですー！」

「無理じゃないですー！　俺、この前、二時間ぐらい勘だけで生きてましたー！」

「証拠見せてくださいー！」

「証拠はないですー！」

　……なんだか知らないけれど、彼らの注意は他ほかのことへと移ったようである。マリオはさり気なく千ち佳かのエプロンを引っ張り（直接触ると倒れてしまう）、店内へと逃げ込んだ。

「ほら!!　お前ら、しっかりしろ!!」

　そして、立ち尽くしたまま気絶していた四人に声をかけ、なんとか正気に戻す。

「はっ!?　あ、あかん!?　あんなん絶対にあかん！　うち、帰る！」

　静しずかはさっさとエプロンを脱ぎ捨て、裏口から逃げようとする。

「おいおい、待て待て！　中にいていいから、サイン会は外だろ？　俺が全部やるから！」

「うっさい！　見てるだけでサブイボが出てくるわ！　うちは今日は早退すんで！」

「あら、しっかり警備してくださらないと困りますけど？」

　スタッフルームの中から、耳慣れない声が聞こえた。ドアがゆっくりと開き、中からサングラスをかけたスーツ姿の女性が現れる。彼女は分ぶ厚あつい手帳を手に持ち、カツカツと機敏な動きでマリオの元へとやってきた。

「あなたが店長さん？　わたし、ミラプロの芳は賀がです」

　サッと差し出された名刺には、「ミラクルプロダクション・チーフマネージャー　芳賀ゆり」と書いてある。

「あ、えと、店長の春はる山やまマリオです……」

　名刺など持っていない彼は、とりあえずペコッと頭をさげる。芳賀はサングラスも外さずに、乾いた口調で話し出す。

「まず、開始は十一時を予定していましたけど、十時にしましょう。これだけの数がいると、終了までに時間がかかるはずですからね。ざっとみて三百。店長、このお店に田た中なかの写真集、何冊用意してます？」

「え!?　あ、えと……」

「百冊です……」

　それまで黙っていた響ひびきが口を挟んだ。マリオは、アイドル関連の仕入れは彼女に一任していたのである。

「百。二百足りないですね。今から事務所に連絡を入れて持ってきましょう。せっかくの売り上げですからね、逃す手はありません。そうでしょう、店長さん」

　マリオは返事をしようとしたが、それを待たずして芳は賀がは続ける。

「田た中なかのファンはとても礼儀正しいので、問題はないと思います。いつも同じですから、知った顔ですしね。ただ、中には危険なファンもいるかも知れないので、しっかり見張っていてくださいね、店長さん。もちろんわたしも田中の側そばにつきます」

「えー、あ、はい。うちの店員はちょっと頼りないですけど、なんとか頑張らせますから」

「ありがとうございます。そう、スタッフルームをお借りしてます。田中が今メイクしてるので、少ししたら挨あい拶さつさせます。きっと、あと二十秒ほどです」

「えっ」

　響ひびきが思わず声を出した。いつの間にか憧あこがれのサッチンとそのマネージャーは、裏口から店内へと入ってきていたのだ。

「なにか？」

「あ、いえ、なんでも……」

　芳賀が怪け訝げんな顔をすると、風船がしぼむようにして彼女の声は小さくなった。

「さ、もう準備はできています。こちらへ」

　誰だれの返事も聞かずに、芳賀はスタッフルームへ向かって歩き出した。マリオは響に目で合図をする。一緒に行って、挨拶しよう。

「あ、は……い……」

　彼女の声は震えていて、歩き出そうにも体が動かないようだった。

「どしたの？　サッチンだよー！」

　千ち佳かが遠慮なく響の背中を押し、なんとか彼女は動き出す。

　マリオが先を行き、その後に響は続く。スタッフルームのドアは開いており、芳賀がこちらを向いて待っている。

「あの、マリオさん……」

「なに？　どしたの？」

「し、しんじゃうかも……」

　ゆっくりとドアへと近づく。いつもの店内が、天国への道にさえ思える。

　もう、響はなにも考えられない。心臓が痛いほど高鳴る。心残りなのは、留る美みと一緒にサッチンに会いたかったということだけだ。ドアの向こうで、カラフルな衣装を着ている少女の後姿が見えた。果てしないほどのゆっくりとした動きで、彼女が振り向き、こちらに歩いてくるのがわかる。一歩進むと髪の毛から星ほし屑くずが散り、もう一歩進むと足元に花が咲いた。響にかけられた魔法により、サッチンの姿は眩まばゆく輝いている。

　サッチンはマリオと響に真まっ直すぐ向くと、首を大げさに傾けてから笑顔を作った。

「はじめまして、ミラクルプロダクションの田中佐さ知ち子こですっ。今日は一日よろしくお願いしますっ」

　ズキュゥゥウンン。銃声がした。

　決して、彼女を狙ねらう暗殺者が現れたわけではない。むしろ、弾を発射したのはサッチンの方である。胸を撃たれ、致命傷を負ったのはもちろん……。

「はぁあああっぅっ。うぅう……うぅ……やられた……」

　響ひびきはガクン、と崩れ落ちて床に膝ひざをついた。ポタポタと落ちるのは、血液ではなくヨダレである。いくら「じゅるじゅる」とすすっても、出てくる出てくる。田た中なかさんは梅干などではないのに。

「はぁはぁ……か、かわいい……かわいすぎる……」

　サッチンの笑顔には殺人的なまでの魅力があった。隣で見ていたマリオでさえ、「田中バンザイ。胸ばっかり見ててすみませんでした」と思うほどであった。

「わ！　大丈夫ですかっ!?」

　一度その場でピョンと飛び跳ねてから、サッチンは響に駆け寄った。「ひぃ」と言って彼女は逃げようとしたが、しっかりと手を掴つかまれてはどうすることもできない。

「どうかしたんですか？　気分でも悪いんですか？　ソファで休みますか？」

　すぐ近くに、サッチンの顔がある。彼女の瞳ひとみは夏の太陽に照らされる小川、唇はカルフォルニアの自然で育ったチェリー、胸の膨らみは熟うれたばかりのグレープフルーツ、頬ほおはマシュマロ、髪の毛はブラックパール、指は白ウサギのお昼寝、耳は春の足音、首は宇宙の神秘、うなじはラ・セーヌの星なのであった！

「なななな、なんでも、なんでも、なぁ、い、の、ごぶぉ」

　響は、憧あこがれのカタマリみたいなものを口からこぼし、そのまま気を失ってしまった。

「ああっ、大丈夫ですか？　大丈夫ですか!?」

　サッチンは彼女のことを抱きしめ、心配そうに声をかける。

　芳は賀がは、そんな光景を満足そうにして眺めているのだった。



　　　　★



　金色の草原に寝転がり、響は青空を眺めていた。

　雲がゆっくりと流れ、心地よい日差しが彼女の体を温める。

「響ちゃん」

　声がする。体や顔を動かさなくても、それが誰だれのものかすぐにわかった。

「サッチン……」

　彼女は、響を覗のぞき込むようにして笑う。手を伸ばすと、サッチンの頬に指先が当たった。くすぐったそうに彼女は首を縮ませる。それを見た響は、自然と笑顔がこぼれた。

「夢で……会えた」

「夢じゃなくても、さっき会ったじゃない」

　そうだ。ついさっきまで、自分はサッチンと会話をしていたんだ。それだけじゃない、キスしそうなほど近くで顔を見ることだってできた。

「うん。会えた。でも怖い」

「怖いってなにが？」

　サッチンは仰向けに寝ている響ひびきの上を、ゆっくりと浮かんでいる。

「サッチン、お化粧してる」

「うん。してるよ。どうしてそれが怖いの？」

「なんでもない」

　彼女は胎児みたいに丸くなって、目を閉じた。

　目を閉じたと同時に、世界は急に現実味を帯びて広がる。

　そこはＭＧＢＣのスタッフルームだった。

　響は妙な姿勢でソファに寝かされている。背の高い彼女だと、足を伸ばして寝ることは不可能な大きさなのだ。起き上がって時計を見ると、十時十五分を指している。

　芳は賀がの話では開店と同時に開始すると言っていたので、サッチンはサイン会の真っ最中であろう。ここを出て、お店の前に行けば彼女に会える。

　しかし、響はすぐに動き出さず、なにも考えずにうつむく。ずっと憧あこがれていた人に、急に会えることになった。しかも彼女は、とても魅力的な女の子であった。満たされるはずの心が、どこか温度を下げているような気がする。

　留る美みと一緒じゃないことが原因だろうか。それとも。

「室むろ田たさん。気がつきました？」

「あ。美み鈴すずちゃん」

　缶に入った紅茶を持って、美鈴がスタッフルームにやってきた。彼女は響の隣に座ると、心底感心したように言う。

「あの人、すごいのですね。ニコニコと笑って、嫌な顔ひとつしないでサインを書いているのです。お花もたくさん貰もらって、お手紙もたくさん貰って」

「お手紙……」

　そう言えば、響はサッチンにファンレターを一度も書いたことがないと思った。もし書いても、事務所の人間が読みもせずに捨ててしまうんじゃないかと不安になったからだ。今日なんて、直接ファンレターを渡すチャンスなのに、そんなこと思いつきもしなかった。プレゼントのひとつでも用意しておけばよかったと彼女は後悔する。

「あのマネージャーさん、怖い顔をしてずっと立ってますよ。わたしはちょっと苦手なのです」

　へへ、と美み鈴すずは笑った。響ひびきは少しだけ落ち着いた気持ちになる。

「それに、今日会って、ひとつスッキリしたのです。あの人、どこかで見たことあるような気がするって思ってたんですけど、それがわかったんですよ」

「え？　だれ？」

　彼女は、少し意外そうな顔をした。響が一番最初に気づくべきだと思っていたからだ。

「誰だれって、橘たちばなさんですよ。そっくり」

　ぷー。

　響は無表情のまま吹き出した。

「美鈴ちゃん、冗談ばっかり」

「え？　そ、そうなのですか？　似てると思うんだけどな……」

「ぜ……、ぜんぜん」

　むしろ、なんで？というぐらいの勢いで彼女はそれを否定した。頭の中に、留る美みとサッチンの両方を想像する。それを重ね合わせたが、まったく一致しない。どこからどう見ても別人である。確かに留る美みは美人だけれど、とてもサッチンには及ばない。なにしろ、サッチンはアイドルなのである。普通の人とは輝きが違うのだ。

「外、見てくる」

「え？　あ、はい。わかりました。うーん、似てると思うのですけど……」

　首をひねっている美鈴を置いて、響は足取りも軽く店先へと向かう。彼女の冗談みたいな話を聞いて、少し心が軽くなった。あはは、全然似てないのに。もう、美鈴ちゃんてばオチャメサン。

　店内にはお客さんの姿はなく、静しずかや千ち佳かが窓越しに外の風景を眺めていた。会議机の上に写真集を何十冊も積み重ね、サッチンはひとつひとつにサインを入れていく。美鈴の言う通り、その横にはマネージャーの芳は賀がが腕を組んで立っていた。マリオはと言えば、長い列の整理をしながら、彼もまたサッチンに危険がないようにと目を凝らしている。

「ずいぶん時間がかかってるみたいですね」

「本当だねー。なにしてるんだろうね」

　サイン会を見るのが珍しいのか、晴はる子こと千佳は窓に手をついて外を見ている。その横で、つまらなそうにレジのデータをイジりながら静が言った。

「全員に名前書いてんねん。せやから時間かかるんねんな」

「え、全員に？　すごい、優しい人なんだぁ……」

　ポワワンとした顔になる晴子であったが、静は頭をポリポリとかく。

「違うて。サインだけするとな、ネットオークションで売るやつがおんねん。せやから、なになにくんへーって名前書いてな、売れんようにするんやって。誰かて知らんやつの名前が入ってるサインは欲しないやろ？」

「あぁ。そういうことなんですか」

「千ち佳かもサインして欲しいなぁ……。なんの本にしてもらおうかな」

　彼女は根本的に勘違いしているようで、好きな本にサインを入れてもらえると思っているようだ。絵本や少女漫画を見比べて、うむむと悩んでいる。

　響ひびきは三人には声をかけずに、自動ドアを通って外へ出た。まだ数十人ほどしかサインをもらっていないらしい。行列はどこまでも続いている。

「はいはい、ご近所の迷惑になりますのでたまらないでくださーい」

　マリオはサインを貰もらった後のファンに対しても声をかけている。彼らはすぐには帰らずに、サッチンを遠くから眺めたり、道端に座って写真集を見たりしている。中には最後尾まで戻っていって、また並び直す人もいた。こんな調子では、いつまで経たっても人が減らない。

「頑張ってくださいね」

「はい、ありがとうございます」

　ファンに対して、サッチンはニッコリと笑顔を浮かべる。響はそれを見て、ウットリとした気分になった。ああ、やっぱり彼女は素敵である。どんな人に対しても、いつも笑っていることができる天使みたいな女の子だ。

「あの、これ、プレゼントなんですけど」

「えっ、本当ですか？　すみません、ありがとうございます」

　次の男性は、ずいぶんと重い包みを持ってきたようだ。芳は賀がが少し険けわしい顔になる。だが、サッチンは躊ちゆう躇ちよすることなくそれを受け取った。

「わ、重いですね。なんですか、これ？」

「レンガです」

「え？　レンガですか？」

「はい、レンガです」

　男性はニコニコと笑顔を浮かべている。アイドルにレンガ。なにか意味があるのだろうか。響はサッチンが過去に出たラジオ番組のトークなどを思い出してみるが、彼女がレンガに興味を示したことなど一度もなかったはずだ。

「う、うふふ、うふ。面白い！　面白いですね」

　サッチンは、レンガを芳賀に渡しつつおかしそうに声を出して笑った。それを見た男性は「してやったり！」という顔をして喜んでいる。

「そうですよね、面白いでしょ？　レンガなんて、普通はプレゼントしないですもんね。そのレンガ、僕の名前が書いてありますから、覚えてくださいね。僕の気持ちは、そのレンガよりズッシリと重いですよ！」

　彼は満足したのか、写真集を抱えて帰って行った。響は、その一連の会話を聞き終えて複雑な気持ちになる。人にはそれぞれ、様々な気持ちの伝え方があるようだ。どう考えても重いレンガを帰りに持っていくのは辛つらいに決まっている。だけどファンの彼は、そんなサッチンの気持ちよりもただ自分のことを覚えて欲しいという意志が勝ってしまったのだ。芳は賀がはレンガの入った紙袋を見て、苦笑いを浮かべる。

「あ、あの……」

　次にやってきた中年は、小さな声で自分の名前を言った。とても控えめな態度ではあったが、笑顔がいくぶん不気味ではあった。サインをしてもらった後、彼は「頑張ってください……」と言って手を差し出す。サッチンはそれを見て、申し訳なさそうに答えた。

「ごめんなさい。今日はサインだけで、握手はできないの」

「え……そ、そうなんですか？」

　つまらなそうに手を引っ込めた彼に、笑顔を作って芳は賀がが言った。

「大丈夫です。握手できますよ」

「えっ……」

　それまで笑顔だったサッチンが、一瞬だけ表情を曇らせる。

「できるでしょ、佐さ知ち子こ」

　芳は賀がの言葉は、同意を求めるような口調ではなく命令に近いものだった。

「はい。でも芳賀さん、一人にしたら、全員にしないと……」

「あら、だったらすればいいじゃない。全員と」

「は、はい……」

　サッチンが手を差し出すと、中年は嬉うれしそうに両手で掴つかむ。

「えへへ、サッチン、ありがとう」

「応援ありがとうございますっ、これからもよろしくお願いしますっ」

　彼女がとびきりのスマイルを作ると、彼は大喜びして帰って行った。

　それから後に並んでいるお客さんに対しては、全すべてサインと握手の両方が行われることになり、興奮した様子で彼らは自分の順番を待っている。

「頑張ってください」

「ありがとうございます」

「応援してます」

「ありがとうございます」

「これ、プレゼントです」

「ありがとうございます」

　同じ言葉が繰り返され、サッチンの手は何度も何度も男性客に握られた。油性ペンを握り、プレゼントを受け取り、握手をする。その繰り返しは、見た目以上にハードなものであった。次第に手は痺しびれ、熱をも帯び始める。普通に握手するだけならいいが、中には必要以上に強く握ったり、なかなか離してくれないファンもいる。ペンが上う手まく持てずに、机の上に落とすこともあった。それでも彼女は笑顔を作り続ける。

　響ひびきの位置からは、サッチンの手がみるみる赤く腫はれていくのが見えた。元々色白の彼女の指先が、しもやけになったようになっている。氷かなにかで冷やした方がいいのではないかと思ったけれど、次々とやってくる男性客を前に、休憩を取っている暇ひまもないようだ。

　そして、事件は起こった。

「握手してください」

　サインは欲しがらずに、ただ握手だけを要求する男性。サッチンは、少し変だなと思いながらも、彼の手を優しく握った。そのファンとのやり取りが終わると、彼女は不意に立ち上がって言ったのだ。

「みなさん、ちょっとだけお休みしていいですか？　ごめんなさい、五分だけ時間をください……」

　言葉が震えているのがわかった。さっきまで、あんなに楽しそうに笑っていたのに、今にも泣きそうな表情で彼女はその場から走り去った。芳は賀がは苛いら立だちを隠さずに舌打ちをすると、すぐに彼女を追いかける。

　なにかあったのだろうか、とファンは不安そうな顔をして店内を見ている。彼女が急に走り去った理由は誰だれにもわからなかったが、その中で、唯一響だけは真相を見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「マリオさん、わたしも行きます」

「え？　行くって？　だって、それ、まずくない？」

　マリオが止めるのも聞かずに、彼女は店内へと走って行く。彼はこの場を放っておくのはマズイと思いながらも、響ひびきのことが心配になって後を追った。

　マリオが店内に入ると、既に響がスタッフルームのドアの前に立っているのが見えた。

　しかし、ドアを開けて中に入ろうとする気配はない。不思議に思って近づくと、その理由はすぐにわかった。ドアの向こうから、二人の会話が聞こえてきたからだ。

「もうできません……」

「できないじゃないでしょ？　戻りなさい」

「戻りたくありません」

「戻りたくない？　なにを言ってるの？　遊びじゃないのよ？　これは仕事なの」

「そうですけど……」

　響は黙ったまま、ドアに寄り添うようにしている。盗み聞きするつもりはないのだが、二人の会話が彼女の耳に絡み付いてしまい、その場を離れることができない。

「嫌がらせされたぐらいでなに？　そんなことどうってことないでしょ？」

　声を聞きながら、響の頭の中には、さきほどのファンの行動が繰り返し思い出されていた。

　サッチンと男の手が触れた途端、妙な液体が糸を引くのがわかった。それは指と指との間で、ヌルヌルと小さな泡を立てる。

「へへ」

　男はサッチンの表情の変化を、ねっとりとした視線で見つめていた。しかし、彼女は驚きもせずに、他ほかのファンに対するのとまったく同じふうにして笑う。

「ありがとうございます。これからも応援してくださいね」

「……」

　彼はつまらなさそうに手を引っ込めると、そのまま写真集を持って足早に去っていく。完全に男が見えなくなるのを確認してから、サッチンは悲しそうに表情を崩した。そして、休憩に行くと言い出したのだった。

　握手の際に、男はサッチンの手にイタズラをしたのである。彼女の目の前でポケットから手を出したので、きっと中に水のりかなにかを入れていたのだろう。響は、そう考えた。それしか思い当たらなかった。

　これはきっと愉ゆ快かい犯だ。ベトベトする液体をつけて、彼女が迷惑する姿を笑おうとしていたのだ。しかし、サッチンは気丈に笑顔を作り、まるでなんでもないように接した。男は彼女が無反応だった為ために、気まずくなって逃げたのだろう。

「どうして……どうして……」

　どうしてそんなことをするのだろうか。響ひびきは悲しい気持ちになった。サッチンはなにも悪いことなんてしていないのに。どうしてイタズラやイヤガラセをするのだろう。

　あんなにかわいい女の子なのに、どうして。かわいくなれば、誰だれからも愛されて幸せになれるはずなのに。いつも素敵な笑顔でいる彼女は、お姫様みたいに大切に扱われているはずなのに。なのに、どうして、サッチンに嫌な思いをさせる人がいるのだろう。

「そのベトベトの手、洗ってらっしゃい。五分後には再開するわよ」

「ごめんなさい、できません……」

「言い訳は聞きたくないわね。店長、店長！」

　突然呼ばれたマリオは、ビクッと震えてドアに頭を強打してしまう。ガコン。

「あいっ！　いぐぅあぁぅ、はい、なんでしょうか……」

　ドアを開けてスタッフルームの中に入ると、さっきまでとは別人のように暗い顔をしたサッチンがソファに座っていた。

「手、洗える場所はありますよね？」

「は、はいっ。もちろんでございますっ」

「うちの田た中なかを案内してくださいますか？　わたしは、外で事情を説明してきますから。……佐さ知ち子こ、五分よ？　五分後には再開するからね」

　カツンカツンと靴音を鳴らし、芳は賀がは去っていく。マリオは恐る恐る、サッチンに近づく。

「ええと、よろしいでしょうか？　こちらがですね、洗面台がですね……」

「はい、ありがとうございます」

　足元をフラつかせながら、彼女は立ち上がった。裏口へ向かう通路の途中にある洗面台で、サッチンはゴシゴシと手を洗う。蛇口をいっぱいにひねり、必要以上にセッケンを泡立てて手をこすり合わせた。水が飛び散り、フワフワの衣装を重く濡らす。

　ごしごし。ごしごし。ごしごし。ごしごし。

　もう十分だというほど洗っても、手を止める気配はない。よほどイタズラされたことが嫌だったのだろう。響はタオルを持って彼女に近づいたが、いつ渡せばいいのかもわからない。

「帰りたい……帰りたい……」

　サッチンの口から、雨粒のようにして言葉が落ちる。それは乱暴に流れる洗面台の水に混ざり、誰の耳にも届かず排水口に流れていく。

「もう嫌だ……帰りたい……帰りたい……帰りたい」

「帰ろう」

　キュッと耳障みみざわりな音がして、水が止まった。響が手を伸ばし、蛇口をひねったのだ。

「サッチン、そんなに嫌なら帰ろう」

「帰るって……サイン会が……」

　マリオは、もしかしたら……いや、まさか……的な嫌な予感がブンブンしていた。さり気なくその場を去ろうとするが、予想通り、響ひびきは彼に向かって言う。

「店長、後はよろしく」

　やっぱりか。

「よろしくって？　あの、わたし、これからサイン会がぁあぁぁはぁぁ!?」

　響は問答無用でサッチンを抱きかかえると、そのまま裏口から出て行ってしまった。開け放たれたドアの向こうで、店の裏手の壁を乗り越えてる響が見える。もちろん、彼女を抱きかかえたままで、である。

「はぁ……強引だ……なんて強引なんだ……」

　マリオはフゥ、と息を吐いてから裏口のドアを閉めた。それから深呼吸を何度かして、洗面台で水を飲んだ。努めて冷静を装いながら、スタッフルームから店内へと出て、さらに店先へと向かう。苛いら立だった様子の芳は賀がと、もっと苛立った様子のファンたちを前に、彼はコホンと咳払せきばらいをした。

「本日は、中止でございます」

　はいはい中止ね。まだ半分以上お客さんが残ってるけど、まぁ中止なら仕方な……

「ええええええええええええ!!（乗り突っ込み的な驚き）」

　マネージャーの芳賀が、掴つかみかからんばかりの勢いでマリオに詰め寄る。

「ちょっとどういうこと!?　うちの田た中なかは!?」

「消えました」

「消えましたじゃなくて!!　普通人間は消えないでしょ!!」

「いやー、それが消えたんですよ。あるんですねー、不思議なことって」

「きゃあああああ！　社長になんて言えばいいのー!?」

　頭を抱えて絶叫ぜつきようする彼女を押しのけ、今度は波のようにしてファンが問いたてる。

「俺おれ、ずっと待ってんのに中止ってどういうことだよ！」

「えー、様々な事情により、中止とさせて頂きます」

「なんだよ、どうしてだよ！　握手させろよ、握手！」

「申し訳ございません、中止でございます」

「どういうことだ！　説明しろ、説明!!」

　数十人に体中を引っ張られ、もみくちゃにされながらマリオは思った。説明してもいいのだろうか。うちのバイトの女子が、抱えてどっか行った、って。壁をよじのぼって、逃げたって。

「言えないよなぁ……」

「言えよ―――――――――!!」

　マリオは、興奮した男性客の下敷きになり、夢の世界へと旅立つのであった。マーダーケースブックの方がまだマシである。汗をかかないぶんだけ。



「おっ、おろしてくださいっ」

「はぁはぁはぁ……」

　一方こちらは、アイドルを肩に担かついで走り続ける女子高生である。すれ違う人は「人さらい!?」と顔をしかめるものの、「いや、でも女の子同士だし……」と納得のいかない様子で二人を見送る。

「わたし、サイン会、が、まだ！　ファンの人たちが」

　裏路地を抜け、本能のままに響ひびきは走った。どうしよう、どこに行けばいいのだろうか。困った困った、困った困った。

「ちょっと、あなたっ、おろしてくださいっ！」

　サッチンは、ポカポカと響の頭を何度も叩たたく。さすがにこのままでは怪しすぎるだろう。なにしろ、彼女はフリフリの衣装を着たままなのである。

「はぁ……はぁ……休憩っ」

　路地裏にあるコインパーキングにやってきた響は、体力の限界がきたのか地面に倒れこんだ。二人ともアスファルトの上に寝そべり、息を荒くしている。

「む、無茶しますね……」

「はぁ……だって、サッチンが帰りたいって言うから……」

「そりゃ言いましたけど……」

　担いでいた響が疲れているのは当然だが、担がれていたサッチンもまた疲労しているようである。ゴロンと寝そべったまま、起き上がろうとしない。視線の先には、ビルに遮さえぎられて小さな空が見えた。

　サッチンは、地面が車の振動で微妙に震えているのを後頭部で感じる。こんなふうにして地面に寝そべったのなんて、子供の時以来だ。どうしてあの時は道路に寝そべったりしたんだろう。彼女は目を閉じて、昔のことを思い出す。

　そうだ、理由なんてなかったんだ。ただ、道路に寝てみたかった。危ないのはわかっていたし、意味がないこともわかっていた。でも、なんだかいけないことをするのは、ドキドキして楽しかった。したいことを自由にするのは、気持ちがよかった。

　静かに目を開けると、自分が深い井戸の中にいるみたいに思える。ビルの隙すき間まの冗談みたいな狭いスペースに作られた駐車場は、ほとんど太陽の光が入ってこない。井戸の底から上を見たら、こんな感じだろうか。

　思い切り手を伸ばすと、なにかに触れた。それは、優しく彼女の指先を包み込む。トクトクと血管の中を血液が流れているのがわかる。細くてしなやかな、女の子の指先だった。

「サッチン……わたしね、サッチンみたいになりたかった」

　響ひびきは仰向けに寝転んで、小さな空を見ながらそう言った。サッチンは、いつか同じことを誰だれかに言われたのを思い出す。

「わたしはね、もうわたしでいたくないです。本当の自分に戻りたいです」

　彼女は乾いた唇を舐なめて、そう答えた。

「なんだか、もういいやって思っちゃいました」

　響は悲しい気持ちでいっぱいになる。どうしてそんなことを言うのだろうか。なにかしてあげたい、でもなにができるだろう。頭をグルグルと悩ませた結果、彼女は指先に力を入れて、勇気を出して、歌を歌うことにした。

「がんばってるぅー、あなたのことぉ、みてるから、はぁいはぁい、げんきだして、つらいときもぉ～、わたしににゃんにゃりろおぉ～」

　口を大きく開けて、まるで少年少女合唱団のように、健すこやかに、ノビノビと。

「らぶらぶぅー、パワーを、あげちゃうからぁ～、へいへいっ、にげたいときはぁ、にげてもいいんじゃないぴゅるるんぱっ」

　電波だ。電波を受信なさってる。なにも知らない人が見たら、そう思うだろう。しかし、違うのだ。響が歌っているのが、自分のデビューシングルだということにサッチンは気づいた。

「るるる……るる……ものさぁし、なんかじゃ、はかっれないぃー」

　彼女の歌声は、音程がまるで合っていなかった。それでもサッチンのためにと、恋ルーを熱唱している。

　サッチンは、響の手を握り返して言った。

「わたし、その歌、大嫌いです」

「うぐっ」

　アッサリと否定され、響の歌声は徐々に小さくなっていく。

「だって、バカみたいです。歌詞の意味がわからないじゃないですか。世界で一番甘くてスイートって。甘くてスイートっておかしくないですか？　意味同じだし」

「う、うん……」

　しょんぼり。

「アイドルって、みんなに夢を与える素敵なお仕事だと思ってました。だけど、全然違ったんです。男の人って、変なことばっかり求めるんですもん。清純で、キスもしたことないようなタイプが好きなくせに、ミニスカートで下着が見えれば喜ぶし。夢を与えるんじゃなくて、ファンの人が望むお人形さんにならなくちゃいけないんですよね。ちょっとでもイメージと違うことをしたら嫌われちゃいますからね。そんなのサッチンじゃない、って。あなたも、わたしにイメージを持ってるんでしょう？　わたしみたいになりたいって言うぐらいですもんね」

　どう答えていいのか響ひびきにはわからなかった。彼女の言う通り、響はサッチンに対してイメージを持っている。いつも前向きで明るくて、どんな辛つらいことでも笑って乗り越える強い女の子。すごくかわいくて、ゴハンの代わりにお菓子を食べる。だけど絶対に太ったりしない。悪いことはしない。髪の毛からはミルクの香りがする。それからそれから。

「そんなイメージ、全部作り物ですから。わたしは、わたしなんです」

　わかってる。それはわかってる。響は、気持ちを上う手まく言葉にすることができなかった。そんなの、実はちゃんとわかってるのに。

「わたし、アイドルやめます」

「え……」

「このお仕事する前はそんなことなかったのに、男の人が怖くなってきちゃったし。みんなね、わたしの体ばっかり見るんです。本当のわたしのことなんて見てくれない。でも、そうですよね。本当のわたしなんてどこにもいないんですから。作られたわたしだけだから、それしかないんですものね」

「あ、え、と、その」

「わたしは、どこにでもいる普通の女の子なんです。胸ばっかり見られたり、ミニスカートの中を覗のぞかれたりして、それでも笑顔でいることはできません」

　響は、どうしようもなく自分が無力に思えた。今目の前で憧あこがれの女の子が苦しんでいるのに、慰なぐさめの声をかけることさえできない。

「今日は、わたしを連れ出してくれてありがとうございました。なんだか、ちょっとだけ、すっきりしました」

　このままでは、本当に彼女はアイドルをやめてしまうかも知れない。もうテレビや雑誌でサッチンを見ることができなくなる。そんなの嫌なのに。だけど、どうすることもできない。

「が、がんばって……」

　それしか言えなかった。他ほかになんて言えばいいのかわからなかった。サッチンは地面から起き上がって、ニッコリと笑って言う。

「わたし、もう頑張れませんよ」

　すぐ近くにいるのに、彼女の声は遥はるか遠くから聞こえるように響いた。

「普通の女の子に戻りたいんです」



　　　　★



「佐さ知ち子こ、どういうことか説明しなさい」

「室むろ田たさん、なんで田た中なかさんを連れ出したりしたの？」

　脱出したルートと同じ裏道を通ってＭＧＢＣに帰ると、そこには芳は賀がと麗れい子こが待ち受けていた。サイン会の中止は正式に告知され、店の前に並んでいた男性客は納得のいかない様子で帰っていったという。ファンにはサッチンが体調を崩したと説明したが、まるで信じてはいないようだった。

「今日は事務所に帰ります。うちのタレントが迷惑をおかけしてすみませんでした」

「いえいえ、こちらこそ、うちの生徒が」

　大人の女性という立ち位置にいる二人は、ペコペコと頭を下げながら非を認め合う。

「ほら、佐さ知ち子こ、オーナーに謝って」

「すみませんでした」

　頭を押さえつけられるようにして、芳賀はサッチンの頭を下げた。それを見て、響ひびきは「ごめんなさい、ごめんなさい」と何度も謝る。わたしが悪かったんです、わたしが勝手にしたことですから、と。

「あの人は悪くないです。わたしが全部したことです」

　響をかばってか、サッチンはそう二人に説明した。慌あわてて響は否定しようとするが、思うように言葉が出てこない。それに、サッチンが目で合図を送っているような気がした。

「本当に申し訳ありませんでした。佐知子は普段はこんなことしないんですけどね。わたしの時代だったら、こんなことしたらすぐ首でしたけどね。おほほ、それでは失礼します」

　電話で呼び出されたタクシーに乗って、芳賀とサッチンは南みなみ青あお山やまから走り去った。

　響は無意識でそれを追いかけようとしたが、麗子に腕を掴つかまれて思いとどまる。

「室田さん、マリオくんから話は聞いたわ。彼女、サイン会の最中に嫌な目にあったんですって？」

「あ……。え、はい」

　彼女は、自分の見たままを身振り手振りを交えて説明する。麗子はそれを聞いて、嫌そうに顔をしかめた。

「それなのにマネージャーさんは、続けろって言ったの？」

「はい」

「そう……。大変ね、アイドルってのも。それで、彼女はなにか言ってたの？」

　もうやめる。サッチンは閉ざされた空を見ながら、そう言っていた。

「……いえ、なにも……」

「そう」

　麗子は無言で響に歩み寄った。彼女は、なにかされるのではと反射的に怯おびえる。なにしろ、せっかくの売り上げ推進企画であるサイン会を台無しにしてしまったのだ。怒鳴られるだけでは済まないかもしれない。

「顔をこっちに向けなさい」

　案の定、麗れい子この腕が響ひびきの頭に近づいた。叩たたかれるのだろうか。奥歯に自然に力が入り、足が震える。

「よしよし」

　しかし、麗子は彼女のことを叩いたりはしなかった。髪の毛を何度か撫なでて、それからギュッと抱きしめる。

「よく頑張りました」

　そして、彼女の手を引っ張ると、裏口からＡ班の女子の待つスタッフルームへと向かった。



    

  
    
      

第四章　乙女のリハーサル





「すごく、素敵だった。すごくかわいかった。テレビの中と同じ」

　翌日、Ｄ組の教室では、登校してきた留る美みに向かって響が必死にサッチンのことを説明していた。風か邪ぜでサイン会を見ることができなかった留美は、マスクをしながら「うんうん」と何度も頷うなずきながら話を聞いている。

「サッチン、性格に裏表とかなかったですか？」

「うん、なかった。全部、あのまま。これからもずっと、アイドルする、って。やめたりしないから、心配しないで。留美ちゃん」

「へ？　やめる？」

「あ。なんでもない」

　マリオは、響がいつもよりも多弁なのが心苦しかった。ＭＧＢＣに戻ってきた後の彼女は、酷ひどく肩を落としてぼんやりとしてた。彼がいくら話しかけても曖あい昧まいな返事をするばかりで、意識はどこか遠くへ行っているようだった。

「サッチンがやめたら……留る美みちゃん……悲しむだろうなぁ」

　彼女は小さく呟つぶやいて、首をガクンと垂らす。それだけで、二人の間にどんな会話があったのか、なんとなくマリオには理解できた。だからこそ、その翌日に、留美に対してポジティブなことしか言わない彼女のことが健けな気げに思える。

「でも、サイン会が途中で中止になったって聞きましたけど」

「う」

　あっさり真実を突かれ、響ひびきの饒じよう舌ぜつは終了した。

「あの。えーと。過労で倒れたみたい」

「え!!　過労!?　やっぱり働き過ぎなんですかね？　し、心配です」

「あっ、心配とかしないで。今の嘘うそ」

「うそ？」

「えと。羊の乱入？」

「ひつじ？」

　嘘が下へ手たな彼女は、どんどんと深みにはまっていく。最後には「あぁ」と言って頭を抱えてしまった。どこからどうみても怪しい。

「ちょっとマリオ、いいですか？」

　マリオが二人を眺めていると、そこに晴はる子こがやってきた。なにか、思いつめたような表情をしている。

「気づいてると思いますけど……大事な話が」

　どうしてだろう、相手は男性恐怖症だというのに、「告白？」と反射的に思ってしまう。そんなわけないのに。どの時代から受け継がれてきたＤＮＡなのだろうか。ああ、やだやだ。彼女が手招きをするので、そのまま校舎を抜け出して裏庭までやってきた。

　そこには静しずかに美み鈴すず、そして千ち佳かもいる。響と留美を除いたＡ班である。

「なんだ？　どしたの、みんなして」

「どうしたのやないやんか。昨日な、見たやろ、田た中なか佐さ知ち子こ。生で。近くで」

「うん……見たけど」

　中止になったサイン会の話だろうか？　マリオは彼女たちがなにを言いたいのかわからないでいる。

「それならわかるやろ？」

「なにが？」

　痺しびれを切らした晴子が、どこからか「誘惑デンジャラス」を取り出す。サッチンの最新写真集だ。

「これ見てください」

「うん（笑顔）」

「そういう意味じゃありません！　この写真、顔のアップ。見てください。どこかで見ませんでしたか？」

　彼女に言われるままに写真集を凝ぎよう視しするが、まるで見当がつかない。サッチンはサッチンである。あれか、ポッチとかその手の話であろうか。

「マリオさん、これならわかるのではないですか？」

　美み鈴すずは右手の親指と人差し指を繋つなげて輪を作ると、それをサッチンの写真の上に置く。

「え？　なに？」

　左手でも同じ輪を作ると、彼女はそれも顔の上に置いた。ちょうど、目の辺りに。

「なにこれ。指メガネ？」

「はい、指で作ったメガネです」

「じゃあ俺おれはヒゲを描けばいいの？」

　まだ気づかない彼に対して、静しずかはついに我慢できなくなったようである。ビシィイイィとマリオを指差し（指先は力を入れ過ぎてプルプルと震えている）、そのものズバリ、結論を叫さけんだ。

「それ、橘たちばな留る美みちゃうんかー!!」

「へ？」

　マリオはもう一度、美鈴の手が添えられたサッチンの写真を見る。

「え？　どういうこと？」

「なんでわからんねん！　千ち佳かといい勝負やな!!」

　いい勝負と言われて、ボケっとしていた千佳は、とりあえずシャドーボクシングをしてみた。しゅっしゅっ。

「だってわかんねえんだからしょうがねえだろ！　ハッキリ言え、ハッキリ！」

「これ以上、どうハッキリ言ったらええねん！」

　ガルルルルゥと八重歯を光らせ、彼女はマリオを威い嚇かくする。

「つまりね、マリオ。橘さんは、田た中なか佐さ知ち子こさんと同一人物なんじゃないんですか、ってこと」

　神妙な顔で言う晴はる子こだったが、マリオはそれを一いつ蹴しゆうした。

「同一人物？　あはは、なに言ってんだよ。顔が似てるだけだろ？」

「似てるって、同じじゃないですか！」

「だって顔、微妙に違うし……髪型だって違うし」

　美鈴は指メガネを外し、しょうがないなぁという笑顔を作る。

「確かに女の人はお化粧で変わりますし、髪型で雰囲気が違いますから。写真だとわかりにくいかも知れないのです。でもねマリオさん、これは、どこからどう見ても同じなのですよ」

「んなわけないよ。やだなー、もう、みんなしてー。だって違うじゃんかー」

「いい加減にせんと怒るで！　ほんなら、なんで昨日、橘たちばな留る美みはＭＧＢＣにこんかったんや！」

「風か邪ぜでしょ？」

「おかしいやろが！　あんた、どんだけホンワカさんやねん!!」

　まだシャドーボクシングを続けていた千ち佳かが、マリオにチョロチョロと近寄ってきて言った。

「直接聞けばいいんだよね、留美ちゃんに。サッチンですか？　って」

「おお、そりゃいいアイデアだ」



　　　　★



「ひとつ聞きたいことがあるんだけど」

「はい、なんでしょう？」

「ぶっちゃけ、サッチン……」

「わああああ！」

　直球である。マリオは、どこまでもストレートなのである。

　Ａ班女子との密談（？）が終わると、彼は真まっ直すぐに教室に戻った。背後から晴はる子こたちが「遠まわしにね！」「さり気なくですよ！」などと言っていたのにもかかわらず、「ねぇねぇ橘さん」「はい、なんですか？」の後に、前出の会話である。ものすごく分かり易やすく動揺した。もし彼女が食事中だったら、醤しよう油ゆをドボドボドボとハンバーグに三十秒ほどかけて「はっ！」となるほどの動揺であった。

「マリオさん、しばし話がありますっ」

「え？　ここでいいよ、ここで」

「ここではいけません。まま、こちらへ」

　大声をあげた留美を不思議そうに眺めている響ひびきを背に、彼女はマリオの背中を押して廊下へと出る。そしてそのままズズズズズと押し続け、誰だれもいないことを確認してから保健室に飛び込んだ。

「はぁはぁははぁ……。あの、ええと、気づいてるんですか？」

「いや、気づいているって言うか……」

「もしかして……調べましたか？　わたしのこと」

「調べてないよ。ただ、晴子たちが騒いでたから。俺おれは全然顔が違うって言ったんだけどね」

「な、なんてこと……メガネ、せっかくメガネ……変装……」

　留る美みは分ぶ厚あついレンズの向こうで、ぐるぐると目を回し、頭を抱え、イスに座ったり立ったり座ったり立ったりする。もし日本にアタフタ職人と呼ばれる職業があるのなら、彼女は師匠クラスの慌あわてっぷりであった。

「その、マリオさん。わたし、ええと、内緒でこの学校にきたんです。だから、ここにいること、誰だれも知らないんです。内緒にしてもらえますか？　もし知られたら、怒られちゃいますから……」

　誰も知らないというのは、事務所の人間ということだろうか。怒られるというのは、マネージャーの芳は賀がに違いない。彼女は厳しそうだし、もしアイドルを急にやめるなんて言っても耳を貸さないふうに思える。

「わかった、じゃあ晴はる子こたちには、全然関係ないってことにしておく」

「ありがとうございます。わたしはサッチンとは一切関係ございません、ということで……」

「でも、室むろ田たさんには言った方がよくない？」

「えっ？」

　マリオはベッドに座って、考えながら言った。

「だってさ、室田さんはサッチンと橘たちばなさんは全然関係ないって思ってるわけでしょう？　それって騙だましてるのと変わらないじゃん」

「あ……。は、はい」

「友達でしょ？　だったら本当のこと言えば？」

「そうですよね。そうに決まってますよね」

　留美は辛つらそうに拳こぶしを握った。

「でも、ずっと一緒にサッチンサッチンって応援してたのに、いまさら言えないですよ。なんで隠してたのってことになるじゃないですか」

「それはそうだけどさ。そんなの橘さんが悪いんじゃん。黙ってるから。最初から隠さなければこんなことにならなかったんだし」

「それはそうですけどね」

　まったくその通りだな、と留美は思った。マリオは間違ったことなんてなにも言ってない。全部、隠していた自分が悪いんだ。

「わたし、アイドルになりたかったんですよ。ずっと。小さい頃ころから」

　留美はマリオの隣に座って、静かに語り始めた。

「みんなに夢を与えるお仕事。だけど、無理だったみたいです。いつからか、男の人が怖くなってしまって。そんなふうになったら、アイドルなんてできませんよね。アイドルなんてあきらめようって思いました」

　足を床から離し、ブラブラと揺らしている。その仕草は、子供がしかられてスネているようにも思えた。

「わたし、男の人の前でも無理に笑顔を作ろうとしてたけど、辛つらくて辛くて。そんな時にここのことを知って、いい機会だから入ってみようって思ったんです。それで、普通の女の子みたいになれればいいなって」

「普通ってなんだろうなぁ」

　ベッドに座っていたマリオは、そのまま上半身を倒して寝そべった。少し遅れて、留る美みも同じようにシーツの上に寝転んだ。

「でも、それを知られるのが怖くて」

　怖い。マリオは芳は賀がのことを思い出した。確かめるようにして、彼は言う。

「あの人に？」

「そう、あの人にです」

　クスッと留美は寂しそうに笑った。名前はあえて言わなかったけれど、そういうことなのだろう。

「本当は彼女も男の人が怖いんですよ。たくさんの人の目に触れるお仕事ですからね。だけど、そんなことないって態度を取るんです」

　サイン会のことをマリオは思い出した。確かに、彼女はマネージャーとして、アイドル田た中なか佐さ知ち子この隣に立ち、気丈に大勢のファンに対して接していた。

「正直言って、アイドルに未練がないって言ったら嘘うそになります。ステージに立ちたいって思うし、歌も歌いたいって。だってそれは、女の子の憧あこがれみたいなものですからね。だけど、わたしはかわいくないし、無理なんです」

「そんなことないよ。だって、室むろ田たさんも橘たちばなさんに憧れてるし。十分魅力的だと思うけどなぁ」

　彼女は反動をつけて、グイッと起き上がる。そして、マリオを見て笑った。

「響ひびきちゃんが好きなのは、サッチンです。わたしじゃないですよ。わたしは、誰だれかに憧れられたりする存在なんかじゃないんですから」

　留美はそのままベッドから降りて、保健室を出ていこうとする。

「くれぐれも、みなさんには内緒でお願いします。わたしはサッチンとは無関係ってことで。響ちゃんには……わたしから言いますから」

　カラカラカラ。ゆっくりとドアが閉まる。マリオはベッドに寝転がったまま、自分になにかできることはあるのだろうかと考えた。

　ゴリゴリゴリ。マッハでドアが開いた。

「きぃー!!　どーしましょー!!　オロロロー!!」

　麗れい子こであった。しかも、校内で泥酔でいすいである。

「どっ、どうしたんですか!?」

「あらマリオたん！　ひっく！　それがもう大変なことですのよ、インターネッポ見た？　インターネッポ？」

　酒臭い息を吐きながら、酔いどれ校長はベッドへと近寄ってくる。妙な迫力に、マリオは思わずシーツを掴つかむ。

「これ、携帯でも見られるから、見てみて！」

　麗れい子こはネット接続してある携帯をマリオに押し付ける。小さな液晶の中には、さらに小さな文字がビッシリと詰まっていた。

「うわ、なにこれ、文字が小さい。えーと、内海うつみゆたおって誰だれですか？」

「そこじゃない！　ゆたさんじゃなくて！　こっち!!」

　そう言いながら、液晶を眼球にグイーと押し付けてくる。こっちがどっちだかサッパリわからない。

「あの、麗子さん。目に激痛を感じておりますが」

「いいのよ激痛ぐらい！　ほら、見えるでしょ？　うちのお店に対する文句！」

　ぎゃーぎゃーと騒ぐ彼女から携帯を取り上げると、そこにはサイン会を途中で中止したＭＧＢＣへの非難の声が書かれていた。

「ちょ、麗子さん、これなんですか？」

「わ、わがんねの！　インターネッポ怖い！」

「いや、落ち着いてくださいよ……」

　どうやら、並んだのにサインを貰もらえなかったファンが、抗議の意味を込めて作ったページらしかった。確かにあの時の対応を考えると、反発する人がいてもおかしくはない。むしろ、納得して帰ってくれるわけがないのだ。

「どど、どうしましょう、マリオちゃん、およよよ」

「麗子さん！　お酒飲まないでください！　人が変わります！」

「そ、そうかえ？　およよよ」

「って言うか、これぐらいのことでお酒に逃げないでくださいよ！　もう！」

「だってぇー。すんすん、すんすん」

　奈な津つ美みの言っていた、「泣けば済むと思っている精神」丸出しで寄り添ってくる麗子。「またサイン会やればいいじゃないですか。ほら、すんすん泣かないでください」

「ダメよ、きっとサイン会程度じゃ納得しないわ。ライブとかやんないと。サービスしないとまた非難される！　売り上げが、また！　落ちて！　はぅ！」

「ライブなんてできるわけないじゃないですか！」

「できないかなぁ……。マリオくん……」

　彼女は急にしおらしくなると、彼の耳元に唇をピタッとつけた。

「ねぇ、なんとかならないかしら……」

「な……なるわけないじゃ……ないですか」

「ならない？」

　麗れい子この唇がマリオの肌の上で動く。熱い吐息が頬ほおを滑り、背中が誰だれかに指でなぞられいるようにゾクゾクした。

「なります」

　簡単にお色気にひっかかってしまったマリオであった。

「じゃあ、よろしくね。ライブできないと、うち評判落としっぱなしで本当にマズイことになるから、絶対に、絶対に、よろしくねっ。オロロ」

　泣いてダメなら、お色気作戦。酔ってるとは言え、校長が生徒にこんなことしていいのだろうか。そもそも、学校で酔ってていいのか。いや、よくない、いいわけない。

　気持ち悪そうに歩く麗子の後姿を眺めていると、騙だまされたような気持ちになってくる。後に残ったのは、ぐちゃぐちゃに乱れたシーツとアルコールの香りだけだ。窓に映ったマリオの頭は、いつのまにか台風の中を歩いてきたみたいにボサボサになっていた。

「どうしよう……ライブなんてできないだろ」

　つい返事をしてしまったものの、ライブの出演なんてどう頼めばいいのかわからない。まず事務所を通して、ギャラを用意して、それから返事を待って……。

「あ。そうだった」

　ピローン、とマリオの頭の上でコインが光った。普通の人がアイデアを思いつくと頭上で電球が光ったりするが、彼の場合はコインなのであった。ちなみに、なぜコインなのか理由は言えない。あえて説明するのであれば、個人差。

　ベッドから飛び上がったマリオは、留る美みがまだ遠くに行っていないことを祈る。だが、彼女はアイドルをやめて普通の女の子になりたがっているのだ。そんな留美に、ライブをしてくれなんて頼んでやってくれるのだろうか？

　とにかく、一人でいる時にお願いをしなくてはならない。ただでさえ本人なのではないかと怪しまれて（晴はる子こたちは、完全に本人だと確信して）いるのだ。

　保健室のある本校舎から、Ｄ組のある別棟へと向かう。渡り廊下の途中で、彼女は一人ぼんやりとしていた。彼は手を振って自分の存在を告げる。

「おーい、橘たちばなさん！」

「あ。マリオさん。どうしたんですか？」

　マリオがやってくると、留美はメガネを指で押し上げる。

「あのさ、さっきの話の件なんだけど」

　彼女は意味を察し、こわばった顔つきになった。もしかして、バレてしまったのではないかと勘違いしたようだ。慌あわててマリオは、違う違うというふうに手を振った。

「実はね、ライブを頼みたいんだよ」

「ライブ？　どういうことですか？」

「ほら、この前のサイン会、途中で中止になったから。麗れい子こさん……じゃなくて校長先生が、ファンの人にそのお詫わびをしたいっていうことで」

　お詫びではなく、ＭＧＢＣの信用を落としたくないというのが麗子の本音ではあったが、そこはマリオなりにオブラートとかプレパラートに包んで表現してみた。

「あ、なるほど。そういうことなら。でも、わたしにはなんとも言えないですね……。きっと事務所とかの関係もあるだろうし」

「そこをなんとかっ」

　パムッと手を合わせて、マリオは大げさに頭を下げた。そこまでされては、留る美みも断りにくい。さっき、自分の秘密を内緒にするようにとお願いしたばかりである。

「わ、わかりました……。じゃあ」

「留美ちゃん」

　不意に背後から響ひびきの声が聞こえた。マリオは口から心臓やらプレパラートやらが飛び出しそうなほど驚く。留美もまだ秘密を響に話していないのか、悪いことをしているのを見つかったみたいにして青い顔をした。

「どうしたの、留美ちゃん」

　なにも知らない響は、渡り廊下を歩いて二人に近づいてくる。

「あ、えと、その、じゃあマリオさん、例の件は彼女に頼んでおきますからね！」

　留美はそう言うと、響に軽く手を挙げ「ちょっと用事がっ」と言って逃げて行った。なにも逃げることはないと思うが、彼女なりに心の準備というものが必要なのだろう。

「あ……留美ちゃん」

　響は小さくなっていく彼女を、残念そうに見ている。

「どうしたの？　橘たちばなさんに用事？」

「はい……そうなんですけど……。どうしよう……困ったな」

　珍しく弱音を吐く響を前に、後ろめたさも手伝って、マリオは優しく言った。

「困ってるなら相談に乗るよ。なんでもいいから言ってよ」

「……本当に？」

「うん、本当」

「じゃあ……」



　　　　★



「うーむ……帰りたい……」

　よく晴れた日曜日。春はる山やまマリオは、原はら宿じゆく駅の竹たけ下した通り口に立っていた。どうして自分が原はら宿じゆくの駅にいるのか、不思議でたまらなかった。なぜだ。なぜなんだ。そして、怖い。

　彼にとって、原宿は恐怖である。なぜなら、歩いている人のファッションがオシャレすぎて理解できないからだ。それのどこがどうオシャレなんですか、と思ってしまう。むしろ、全然オシャレとかじゃないんじゃないの？　俺おれを騙だまそうとして裸に革ジャンとか着てんじゃないの？　八街やちまたなら変態ってことで捕まってるよ？　そんな人たちでいっぱいなのであった。ロックバンドふうのお兄さんからアフロのお姉さんまで、流行に敏感な最先端のトンガリキッズが、オシャレ情報発信都市に集合中だ。

「あぁ、あの人トンガってる。あの人もトンガってる。トンガちゃった……トンガッチャッタ……トンガッチャッタよぉ……」

　極度の緊張状態により、マリオは軽く錯乱してくる。フラフラする足元をしっかり地につけ、いやダメだ、ここで倒れたら裸に革ジャンの人が助けにくる。それはそれで怖い。

「ふぅ、落ち着いて倒れることもできない……。恐ろしい街だぜ」

　だぜ、じゃない。

　それにしても、彼には東京の人の感覚がいまだに理解できなかった。さっき目の前を歩いていったカップルにしてもそうだ。女の子の方はアニメちっくにディフォルメされた、パンダのイラストのシャツを着ていた。男の子はと言えば、胸に猿の顔のついた服である。どこからどう見ても動物好きのカップルにしか見えない。このまま動物園に直行なのだろうか。じゃあ動物好きらしく優しげな会話をしているのかと思えば、そんなことはない。

「あのショップの別注、発色いくなーい？　マジゲットだよねー」

「やっぱさ、カリスマショップにリスペクト指令だよなー」

「そうだ、この前買ったニット、ギャルっぽくなくてテキスタイルなんだけど、結構タイトでキュートなヒップにシュールなジョークとムードで電話していい？」

「え？　いいよー。でもまあ、リスペクト指令だよなー」

「あ、もしもしー、いまねー、カジくんっぽい顔の主婦が歩いててー」

「リスペクト指令だよなぁー」

　などと、マリオにとっては四次元の会話であり、言葉の意味すら理解できなかった。

「まったく、なんなんだよ。ってか、待ち合わせは十時でよかったんだよな……」

　腕時計に目をやると、時計の針は約束の時間を十五分過ぎている。基本は十分前行動のマリオは、すでに三十分近く待っていることになる。

　ここで「なに三十分も待たせてんだよ、帰ろうかな」とならないのが彼の素敵なところである。かと言って「まあ一時間ぐらい待っても平気さ」などとは思わない。では、マリオの頭はなにを考えているのだろうか。ここで心の中を覗のぞいてみよう。

『十五分の遅刻か……。それぐらい普通なのかな、それとも俺が時間にキッチリし過ぎなのかな。こういうタイプって神経質とか言われて嫌われるかな。別に神経質でもないんだけどなぁ。あれ、原はら宿じゆくって言ってたよな……。もしかして場所間違えたかな。でも竹たけ下した口ってここしかないはずだし。え、地下鉄？　地下鉄にも原宿ってあったっけ。ないよな、ないよな。もしや似た地名を聞き違えた？　新宿？　でも新宿ってことはないだろうし……ってことは、おじいさんおばあさんの原宿と呼ばれている巣す鴨がもか!?　いや、だったら巣鴨って言うよな。巣鴨と原宿は間違えないしな。でも巣鴨とマカオは間違えるかも知れないな。なんとなく似てるっちゃー似てるから。ってことはマカオか!?　マカオで待ち合わせだったのか!?　あはは、って春はる山やまマリオよ、それはないだろ。それはないよー。だって海外よ？　海、越えちゃってるよ？　時差がマイナス一時間よ？　って、なんでマカオとの時差を知ってるんだ、俺おれは！　もしかして、マカオの生まれ変わりなのか!?　あ!!　ちょっと待ってくれ！　マカオって逆から読むとオカマだ!!　……いや、それは今は関係ないな。そんなこと言ったら、スイスなんて逆から読んでもスイスだしな。……行きたいな、スイス（うっとり）』

　ネガティブ一直線から、ヒネりをくわえた被害妄もう想そう、そして最後はスイスに想おもいを馳はせてしまった。見ているだけで気の毒な心理状態である。

　これも、Ｄ組の女子との日ひ頃ごろの関係性のたまものであろうか。それとも、元々このような性格なのか。このようなって、どんな性格なのだと思ってしまうが。

「おまたせ」

「時差は約八時間!?」

　頭がスイスのことでいっぱいになっている彼に、ようやく待ち合わせの相手が現れた。

「え？　時差？」

「いや、なんでも……え!?」

　出合い頭に時差のことを言われた相手も驚いたようだが、もっと驚いたのはマリオであった。なぜなら、目の前にいた響ひびきは、制服姿の彼女からは想像もできないような洋服を着ていたからである。

「な、なに？　その格好……」

「え、……変？」

「いや！　変じゃないけど。驚いた。予想外のボールが飛んできた感じかな。野球しようと思ったら、飛んできたのはチョロＱだったとか……そんな……感じ？」

「じ？」

　約束の時間に少し遅れて現れた響は、至るところにレースのついた、ヒラヒラ度が猛烈に高い衣装で登場したのである。もし四文字で表せと言われたら、こう答えるだろう。

　ゴ・ス・ロ・リ！

　四文字で表せと言われなくても、そう答えるけど。つまり、彼女の着ていたのは、いわゆるゴシックロリータと呼ばれるファッションであった。

「なんで……それなの？」

　背の高い彼女のゴスロリ姿は、かわいいのだが威圧感がある。ピンク色をしたブリブリの少女趣味だ。

「その……」

　なんで、と言われ、響ひびきは少し考えた後に答える。

「着ろって言われた」

「……誰だれに？」

「美み鈴すずちゃん」

　意味不明である。そもそも、どうして学校に関係のない日曜日に、マリオと響は原はら宿じゆくで待ち合わせをしているのだろうか。

　落ち込んでいたサッチンを励ましたい、と響はマリオに告白した。この前の、例の渡り廊下の時である。サイン会の時に、彼女はアイドルをやめたいと言っていた。でも、自分に取ってはサッチンは特別な存在だ。だから、やめてなんて欲しくない。自分にできることはないが、せめて手紙を書こう。その気持ちを伝えよう。そう響は思った。それで、かわいい便びん箋せんでも買いに、日曜日に原宿に行きませんか、という話になったのだ。

　もちろん最初からマリオを誘う気はなかった。留る美みを誘って、彼女にも手紙を書いてもらおうと思っていたのだ。しかし、その日は留美の秘密をマリオが知った日であり、彼女は響とはあまり会話をしたがらなかった。そこで、響はたまたま居合わせたマリオと一緒に行くことにしたのだ。

　サイン会の時にサッチンが辛つらそうにしていたのはマリオだって知っている。だから、彼も一緒に手紙を書いてくれるんじゃないか。響はそんなことも思っていた。

「で、なんで澤さわ崎さきさんが着ろって？」

「あの……えと……」

　響は、その質問には答えなかった。その代わりに、ポッと頬ほおを赤くする。

「なに？」

「いえ。行きましょう。ラフォーレ」

「え？　う、うん。わかったけど……」

　彼女は少しでも人ごみを避けるために、竹たけ下した通りを避さけて目的のお店に行くことに決めた。マリオは土地勘があまりないために、黙って後をついていく。

　原宿駅を右手に見ながら、もくもくと響は歩いた。会話らしい会話もない。

「あのさ、これって、一緒に行く意味があんまりないんじゃ……」

「いえ。安心します」

「安心？」

「男の人が、声かけてきませんから」

　振り返ると、一人で歩いている女の子にはナンパからキャッチセールスまで、色々な男性が声をかけていた。その度たびに彼女たちは迷惑そうに歩調を速める。

　一方、前を歩く響ひびきに声をかけてくる男性はいない。ナンパしてこようとしても、マリオが近くにいるのを見ると彼らは違う女性に声をかけた。

「でもさ、室むろ田たさんナンパされるんだね。すごい」

　マリオは、本当にそう思って言った。ナンパされるってことは、美人だということではないか。だが、彼女は面白くなさそうに言う。

「誰だれでもいいんですよ。あの人たちは」

「そんなことないよ……」

　と言ったものの、響を狙ねらっていた男性はすぐに他ほかの女の子に声をかけ、無視されると振り向きざまに、また違う女の子に声をかけた。彼女の言う通りである。

「でも、声をかけられるってことは、美人だからじゃないのかな」

「大きいから……目立つんです。それだけです」

　いや、身長よりも、その洋服が目立つ原因だと……。彼はそう思ったが、さすがに口に出すことはできなかった。

「マリオさん！　室田さん、デートはいかがですか！」

　ブホッ。飲んでもいないのに鼻から牛乳が出た。いや、本当は出てないけど、それぐらい驚いたということだ。マリオはシャツの袖そでで鼻をコスりながら、声の方向に目をやる。すると、そこには恐るべきことに響と同じような格好をした女の子が手を振っていた。

「どうなのですか、デートの調子は」

　少女は、どこからどう見ても澤さわ崎さき美み鈴すずであった。彼女は満面の笑みで二人のことを見ている。

「あの、澤崎さん。いっぱい聞きたいことあるんだけど」

「なんなのですか？」

「まず、その格好は、なに？」

「え？　私服です。今日は少し地味ですけど」

　美鈴は「フリフリの呪のろいにかかって、朝起きたら全身がフリフリでした。ぎゃー！」みたいな格好で笑っている。

「私服……。じゃあ、ええと、その、後ろの人たちは？」

「友達ですっ」

　彼女の背後には、フリフリな女の子たちがたくさんいた。思わずマリオは、美鈴の友達だという一人に話しかけた。

「あの、なにしてるんですか？　橋の上で」

「座ってる」

「今日はみんなで集まってますけど、なにかあるんですか？」

「別に」

「……ありがとうございました」

「うん」

　疲れた。たった少しの会話なのに、なぜか疲れた。彼女たちは、座っているのだそうだ。座ってなにかを待っているわけでもなく、休憩してるわけでもない。ただ、座っているのだ。もちろん、たまに立つ。が、だいたい座ってる。八割座ってる。たぶん。

「で、澤さわ崎さきさん。デートってなに？」

「あ！　それはほら、その、室むろ田たさんが……」

　頬ほおをポッと染め、モジモジと身をくねる美み鈴すず。いや、くねらさなくていいから。両手を頬に当ててうつむかなくていいから。

「いや、わたしは、日曜日に一緒に買い物に行くって」

　そう言っただけ、と響ひびきは説明する。しかし、美鈴は瞳ひとみをキラリンと光らせた。

「なに言ってるのですかー！　男女が日曜にお買い物なんて、どう考えてもデートなのですよー！　もう、室田さんてば男性恐怖症のくせしてオシャマさんなのですからっ！」

　両手をグルングルン回しながら興奮する美鈴。勘違いしてる、明らかに勘違いをしている。それを強く否定しない響も悪いが、なにしろ一方的に思い込んでいる美鈴がよくない。



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、あのね、澤さわ崎さきさん。デートじゃなくて」

「しっ！　マリオさん、大丈夫なのです。他ほかの誰だれにも言ってないのです。お楽しみあれ」

「あれ、じゃなくて」

「今日の室むろ田たさんはいかがなのですか？　かわいいのですよ？　その衣装、わたしが用意したのですよ！　ああっ、これ以上はなにも言いませんから、早く！　早く行ってください!!　二人してラフォーレでもソニプラでもアンドロメダ星雲でもどこにでも行ってくださいなのです!!　いやんっ、ネビュラチェーン!!」

　興奮した美み鈴すずが叫さけぶと、通行人がなんだなんだと注目した。さすがに恥ずかしくなったのか、響ひびきはコソコソと早足で歩き出す。マリオも同じようにして彼女の後を追った。

　二人はゴスロリ集団を置いて、便びん箋せんを買うという本来の目的のために歩いた。

　ゆっくりとした坂道をくだっていると、前を歩いていた響が急に振り向く。

「美鈴ちゃんが……その、すみません」

　そしてまた前を向き、歩き出す。マリオは言葉を失った。なぜなら、振り向いた時の彼女の顔は驚くほど真っ赤で、瞳ひとみは涙目になっていた。そう、猛烈に恥ずかしがっていたのである。普段無表情の響が、自分との仲をからかわれて（たぶん美鈴にとっては本気）赤面する。頭の中で何度か反復すると、不思議な感情が胸をくすぐるのがわかった。

「室田さん……結構かわいいとこあるな」

　ドベッ、と彼女はハデに転ぶ。どうやら、聞こえてしまったらしい。

　その日、響はピンク色の便箋を買うと、そのままカフェに入ってサッチンに手紙を書いた。マリオは、熱心に数種類の色のペンを駆使して文章を書く様子を、感心しながら眺める。女の子ってのは、妙なところで技術があるものだ。

「それにしても」

　それにしても。明日、学校で会う友達に手紙を書くというのも不思議なものだ。もちろん、響はそれを知らないのだから仕方ないのだが。

「それにしても？」

「いや、なんでもない」

「できました……。あとは出すだけです」

　お店から出て、すぐのところにポストがあったので響はその中に書いたばかりの手紙を入れた。投函とうかんした後、パンパンと手を叩たたいて頭をさげる。

「マリオさん、ありがとうございました」

　そして、彼に向かってお礼を言った。マリオはくすぐったい気持ちになって、黙ったまま曖あい昧まいに頷うなずくのだった。



　　　　★



「マリオさんっ」

　月曜日の宮みや前まえ高校。留る美みはタタタッと走ってくると、指でＯＫサインを出した。

「一応、事務所の方には話を通したんですけど。でも……」

「でも？」

「なかなか彼女がノリ気じゃなくて」

　彼女？　マリオは一瞬誰だれのことかと考えるが、すぐにマネージャーの芳は賀がの顔が浮かんだ。

「確かにライブなんて手間だしなぁ。でも、どうにかならないかな」

「そうですね、たぶん大丈夫だと思うんですけど。一応、日にちも」

　留美はライブの予定日を言った。思ったよりも、近い日にやろうとしているらしい。芳は賀がが嫌がっているのは、スケジュールの問題かもしれない。しかし、事務所はＯＫしたということだから、彼女が個人的に渋っているのだろうか。

「校長先生に報告してくださいね」

「うん、わかった。ありがとう」

　マリオはその足で校長室に向かい、予定日を告げる。彼に背を向け、窓の外を眺めていた麗れい子こは、ふっふっふっと不敵に笑った。

「マリオくんのことだから、やってくれると思ってたわ。そして、ちょうど今日あたり、その報告を持ってきてくれるとね！」

　今日あたり報告がくるだなんて、なんと都合のいい麗子であろうか。そんなのわかるわけない。マリオは適当に返事をした。

「はぁ、そうすか」

「そこでー!!　ライブ会場の手配とスタッフの手配をしました!!」

「ええっ！　本当に今日ってわかってたんですか!?」

「校長の勘を甘くみてはいけませんっ。まず場所！　はいメモって！」

「え？　は、はいっ」

　マリオは麗子の机の上からペンとメモ用紙を借り、言われたままにメモを取る。

「まず場所はＭＧＢＣ前特設巨大ステージ！」

「と、特設巨大ステージってなんですか!?」

「いいから黙って聞きなさいっ！　そしてその特設ステージを作ってくれる頼もしいスタッフは!!　はい、どうぞっ！　ドンっ！」

　パチン、と麗子が指を鳴らすと、どこからともなく松まつ永なが先生が現れた。そして、彼女は胸いっぱいに吸い込んだ空気で「ピルルルッル」と笛を鳴らす。

『全員、せいれーつ』

『あいあいさー（やる気ゼロの掛け声）』

　校長室のドアが開き、オイチニ、オイチニ、と行進しながら、その頼もしいスタッフが登場した。

「あ」

　思わずマリオは呟つぶやいた。そこには、びっくりするほどダサいジャージを着せられた、晴はる子こ、静しずか、千ち佳か、そして美み鈴すずの四人がいたのである。

　そして、四人は同時に言いたいことを言うのだった。

「なんでわたしがやねんあほかっちゅーねんですのよわーいたのしそーってちかちゃんなんでよろこわたしはそれはそれでたのしんでいるのでかえりたいあほにつきあってられへんわー！」

　わからない。なにせ同時だから、わからない。

「はい、ヤル気全開の四人組ということなんですけれどもねっ」

　松まつ永なが先生は、妙に嬉うれしそうな顔でピッピルッと笛を吹く。

「まぁ、あなたたちはサイン会も担当したことだし、ライブの準備もしてもらいましょうか、っていうね。そういう軽い気持ちで選びました」

　麗れい子こが冷静に言うと、静は大声で怒鳴った。



    

  
    
      



    

  
    
      「あほか！　なんでジャージやねん！　それがわからん！」

「それには松まつ永なが先生が答えてくれます。はい、松永先生っ」

「はい、なんとなくです（即答）」

　そんな素敵なエンジ色のジャージを着た四人を見て、マリオは疑問に思う。

「あの、質問なんですけど、どうして室むろ田たさんと橘たちばなさんはいないんですか？」

「はい！　はい！」

　まず晴はる子こが手を挙げて発言する。

「え、えと、橘さんは、また風か邪ぜでこれないかもしれないので、はじめから数に入れない方がいいかなって思いましたっ」

　そして、余計なこと聞かないの、という顔をする。なるほど、晴子たちにはあの後「橘たちばなさんはサッチンじゃないよ」と言ったものの「顔が同じでしょうが」と二秒で否定されたのだった。一応「違う違う。目が違う」と最後までトボけたものの、もうバレているようなものなのだ。

「室田さんがいないのは、なんでもマリオくんと二人でチームを組ませて、なにか他ほかの作業をさせた方がいいのではないかという意見が出たのよ」

　今度は松永先生が言った。それに関しては、心当たりがない。なんのことだろうか？

「他ほかの作業ってなんですか？　なにか特別なことでも？」

「いいえ。まだ決まってないの。ただ、とにかくマリオくんと室田さんは、今は大事な時期だから、二人きりでそっとしておいてあげて、って」

　もしや。ゆっくりと視線を移すと、美み鈴すずが「にやにや」と笑っていた。今までに見たことがないほど黒目がちである。なんなのだ、その妙な気の利きかせ方は。

「というわけで、あなたたちは今日からライブまでの間、ステージを組んだり、機材を用意したりしてもらいます。ライブ準備チーム、通称イルカさんチームです！　頑張ってください！　以上、解散！　文句言ったらマリオと添い寝!!」

　麗れい子こはそう言って、さっさと校長室から出て行ってしまった。

　晴子や静しずかは文句を言おうとしていたようだが、「マリオと添い寝」という言葉の前には沈黙するしかない。

「まーしゃあない。決まってしまったことを文句言っても意味ないからな。どうせやるなら、ええもん作って校長のことビックリさせたろやないか」

「そうだねー！　ビックリさせよう！　わーい！」

　静が前向きな発言をすると、千ち佳かがとりあえず賛成した。美鈴もうんうんと頷うなずいているのだから、晴子も一人で文句を言うわけにはいかない。

　みんなが前向きになったところで、満面の笑みで松永先生が言った。

「そうと決まったら、リーダーについてきてくださいっ！」

『リーダー!?』

　いつからリーダー……。そう思ったが、言っても無駄そうだったので四人は黙っていることにした。イルカさんチームは、リーダーの笛の音に合わせて退場していく。そして、マリオだけが校長室に残った。

「ライブか……。せめてライブの前には、橘たちばなさん、室むろ田たさんに本当のこと言わないとマズイよなぁ……」

　カチャリ。扉が少し開いて、松まつ永なが先生が隙すき間まから顔だけ出した。

「うふふ。やった！　一度やってみたかったの。調教」

　パタン。扉が閉じて、顔は引っ込んだ。

「ちょ、調教？」

　そう言えば彼女は、シロイルカのベルーガを休日に見るんだった。もしかして、イルカさんチームって、それが由来……。

　カチャリ。扉が少し開いて、今度は美み鈴すずが隙間から顔を出した。またしても黒目がちである。しかも、口は猫のように「にゃふん」となっている。

「うふふふ。ふふふ。ふふふふふふふふふふ」

　パタン。扉が閉じて、顔は引っ込んだ。

「だから、勘違いしてるよな、絶対……」

　女の子は恋愛話となると、勝手に盛り上がってしまうらしい。気をつけなければ。

「でも」

　あの時、顔を赤くしていた響ひびきは、とてもかわいかった。

　正直に言ってしまえば、その時、マリオは、恋に落ちていたのである。

「落ちてねえよ」

　落ちてなかった。



　　　　★



　教室に戻り、マリオは響の姿を捜したが、どこにも見当たらなかった。留る美みも見つからないことから、もしや秘密を打ち明けているのではないかと気が気でなかった。

　本当のことを知った響は、留美のことを許すことができるのだろうか。

「なぁ、室田さん知らないか？」

　誰だれでもいいから、と手当たり次第に聞いてみると、学級委員の生徒が見かけたと教えてくれた。

「確か、屋上に行ってたみたいですよ？　そう、橘さんと一緒に」

　彼女は、突然話しかけてきたマリオに怯おびえながらも、知っていることは教えてくれた。

「ありがとう」

　手短にお礼を言い、教室を出る。自分が行ってどうこうなるということではないが、気になって仕方がない。

「ふふ……ふふふ……」

　教室のドアから半分だけ顔を出して、例の黒目がちが彼のことを見ていた。しかし、今はそんなことを気にしている余裕はない。

　グラウンドのある屋上に行くと、そこには響ひびきだけがいた。マリオを見つけると、なにも言わずに、ただ、首をかしげた。

　留る美みに打ち明けられた後なのだろうか。それとも、まだなにも知らないのだろうか。

　どうしていいかわからずに、マリオは唇を噛かんだ。自分がここにいるのが、場違いのような気もした。だが、立ち去る気にはなれない。

「ライブ、するんですね」

　留美から聞いたのだろう。ということは、もう知っているはずだ。

「室むろ田たさん。直球で聞くけど、橘さんから話は聞いたの？」

「ちゃんとじゃないですけど」

　曖あい昧まいな答えだ。取り様によっては、どうにでにも取れる。

　彼女はフェンス越しに空を見ていた。

　そして、彼女のスピードで、彼女の言葉で、語る。

「わたし、サッチンのことが大好きだったんです。初めて見た時に、わたしの理想だって思いました。もし生まれ変わるのなら、サッチンみたいになりたいって」

　彼女の指が、フェンスを掴つかむ。

「マリオさん。わたし、小学生の頃ころから背が高くて、朝礼では一番後ろだったんです。ランドセルも似合わなかったし、なんていうか、その……。男の子みたいだって言われてきて」

　ゆっくりと、ゆっくりと、もどかしそうに響は言葉を紡つむぐ。

「それで、男子からは、男おとこ女おんなって言われてて。きっとただの冗談だったんだろうけど、すごく落ち込んだりしたんです。マリオさんはわかりますか？　女の子って、男の子の何気ない一言で、傷つくんですよ」

　マリオは、その話を聞いて妙に胸が痛んだ。女の子と仲良くなりたくても素直に気持ちが伝えられずに、思っていることと逆のことをしてしまったことがあったからだ。

　きっと響が同じクラスにいたら、マリオも彼女を傷つけていたかもしれない。ただ背が高いという、それだけの理由で響をからかってしまっただろう。

　それがとても幼稚で、子供染じみたことだとは気づきにくいのだ。もし理解できていたなら、そんなこと最初からするはずもないのに。

「それはさ、きっと男の子たちも悪気はなかったんだよ。ただ、室むろ田たさんとどう接していいかわからなかったんだ」

　マリオは一いつ旦たん間を置いてから、続ける。

「室田さんだけじゃなくて、男の子ってのは、女の子になんて話しかければいいのかわからないよ。たまたま室田さんは背が大きかったから、それをとっかかりにして仲良くなろうとしたんだよ。きっかけが欲しかったんだよ。その方法は間違ってたかもしれないけどさ。俺おれにも、そういう気持ちは、わかるんだよな……」

　響ひびきは話し出した時と同じ姿勢でいる。ジッとしたままだ。マリオは、空に向いているであろう彼女の瞳ひとみを想像する。

　目の奥は空っぽで、どこまで行ってもなにも感じ取ることはできない。いつも彼女は、そんな瞳をしていた。とても無表情で、寡か黙もくな瞳だった。

「わたし、その時、本当にすごく傷ついたんです。だから、なるべく誰だれとも話さないようにしようって決めました。そうすれば、なにかを言われることもないですよね？　なんでもない人になろうって、空気みたいな存在になるんだって。だって、わたしが女の子っぽいことを言ったり、スカートをはいたりすると、それだけでみんなが笑うんですよ。失礼しちゃいますよね」

　日曜日の響のゴスロリを思い出した。あんな女の子らしい洋服を着た時、彼女はどう思ったんだろうか。

「わたしって、いつもなにを考えているのかわからないでしょう？　そうすれば、なにも言われないからって、努力したんですよ。気持ち悪いとか、オカマとか、そんなこと言われないようにって。わたしは、男の人でも女の人でもなく、心のない、ただの人になることにしたんです。そうすれば、もう、泣いたりしなくてもいいですからね」

　肩が小さく震えている。

「最初はね、黙ってても色々なことを言われました。だけど、なんでもないって顔をずっとしてたんです。わたしは、なにを言われてもなにも感じないんだって。だって、泣いたりしたら、男の子は喜ぶじゃないですか。お前、男のくせに泣いてるって。だから、わたしは泣いたりしないって決めたんです。もう、二度と泣かないって。二度と心を震わせないって。二度となにも感じないんだって」

　響は、ゆっくりと振り返った。頬ほおが小さく震えている。鼻の頭も、真冬みたいに赤く。マリオには、彼女の心が酷ひどく震えているのがわかる。

「そうやって、なんでもないって思ってたら、しばらくしてなにも言われなくなりました。悪口を言われても、反応しなければ相手もつまらないですからね。いてもいなくても同じ存在になれたんですよ。それからずっと、男子はわたしをいないものとして過ごしました。でも、女子にもそうされちゃったんです。きっと、わたしはあの時に、本当に心のない人になってしまったんだと思います。わたしは、ただの、空っぽになっちゃったんだ」

　体を折りたたむようにして、響ひびきは泣き出した。声は出さずに、ただ、重くて悲しい涙を流す。

「でもね、マリオさん。わたしの中にだって女の子はちゃんといるんですよ。だけど、誰だれも気づいてくれない。誰も見てくれない。誰もわかってくれない。わたしだって女の子なのに。男の子のささやかなイタズラは、わたしの中の女の子を殺してしまったんです。わたしは、かわいい女の子になりたかったのに。ちょっと背が大きかっただけで、夢は消えてしまったんです。わたしは自分が嫌いです。背が高いし、かわいくもないし、空っぽだし。もう、二度と、女の子には戻れないんです」

　過去の記憶に溺おぼれそうになりながら、なんとか響は現実の岸辺へとたどり着いた。指先についた涙を、洋服で拭ぬぐいながら喋しやべり続ける。

「そんな時にサッチンを見ました。彼女は、わたしのなりたかった女の子だった。すごく素敵でした。だから、やめちゃうって聞いた時、すごく怖くなって、また消えちゃうって、わたしの女の子が、またいなくなっちゃうって……」

「そっか……」

「わたしも留る美みちゃんみたいにかわいい女の子になりたい。サッチンみたいになりたい。でも、わたしは自分の顔が大嫌い。鼻が嫌い、目が嫌い、耳が嫌い、唇が嫌い、胸も嫌い、足も嫌い、腕も嫌い、全部嫌い。かわいくないから、大嫌い」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなことないと思うけどな」

　マリオは、慰なぐさめではなく、正直に言った。

「こんなこと恥ずかしいから言いたくないけど、日曜日。室むろ田たさんを見て、すごくかわいいなって思ったんだよ」

「……え？」

　彼女を慰めようとしたわけじゃない。嘘うそをついてまで励まそうとしたわけではない。

　ただ、本当に自然に、唇が動いた。不器用ながらも丁寧に言葉を選んで話す響ひびきを見ていて、彼女に対して女の子を感じたことを、伝えなければならないと思った。

　顔を赤くして、それがばれないように早足で歩く後姿。

　どうすれば彼女が空っぽなんて言えるのだろう。どこからどう見ても、彼女は女の子に違いない。

「そんなふうに思うことないと思うよ。だって、室田さんを笑う男子なんて、もうどこにもいないから」

「でも、わたしは留る美みちゃんやサッチンみたいにはなれない」

「どうして橘さんになろうとするの？　室田さんは室田さんのままで、十分素敵だよ。室田さんは、他ほかの誰だれでもない、室田さんなんだから。誰かになろうとする必要なんてないよ」

「でも」

「でもじゃないってば。背が高いって、モデルさんなんてみんな背が高いよ。誰もバカになんてしない。むしろ、羨うらやましがるって」

「でも」

　でも。でも。でも。

　でも、わたしは知っている。みんな、本当はわたしのことを女の子らしくないって思ってるんだ。わたしのことは、かわいくないって思ってる。でもそれは当たり前のことだから、なんとも思わない。だって、わたしはそういう存在だから。留美ちゃんになりたいなんて、思うだけ無駄だってわかってる。でも、わたしだって、女の子でいたいのに。

「響ちゃんっ」

　留美がいた。二人は、まったく彼女の存在に気づかなかった。

「あのね、わたしが今こんなこと言うのも変ですけど、響ちゃんはすごく素敵だよ。嘘じゃない。わたし、響ちゃんが羨ましかったの」

「羨ましい？」

「だって、大好きなサッチンに対して、どこまでも真まっ直すぐだったでしょう？　踊ったり歌ったり、普通は恥ずかしくてできないことして。それって、本当に大好きなものがこの世の中に存在してるってことで。上う手まく言えないけど、すごくすごく羨ましかったの」

　それで、それでね、響ひびきちゃん。

「さっき言えなかったんだけど、実は大事な話があるの」

　まだ言っていなかったのだ。それなのに響は、マリオに自分のことを語りだした。ということは、やはり彼女も感づいていたのだ。それにしても、このタイミングで本当のことを言うのはよくないのではないだろうか。だが、どうすることもできない。

「あのね、響ちゃん。わたしのことで、間違ってることがある」

「なに、留る美みちゃん」

　目を真っ赤にしながら、彼女はなんとか返事をした。

「実はね、響ちゃん。わたし、サッチンに顔が似てるでしょ？　だから、本人だと思ったでしょう？」

「……うん。もしかして、そうなんじゃないかなって思ってた」

「それね……」

　留美は、決心するようにして言った。

「違うのよ」

　そう、違うのだ。彼女はサッチンではない。

　……あれ？



    

  
    
      

第五章　Live Version





　ライブ当日。

　イルカさんチームの奇跡的な活躍により、ＭＧＢＣの前には巨大ステージが完成した。ダンボール箱の床や、会議テーブルなどではない、本格的なものである。ライトも巨大なスピーカーも用意されており、これならプロのミュージシャンも文句は言わないだろう。

　なにせ、静しずかに至っては小型のショベルカーをブンブカ乗り回しながら作業をしていたのだ。なににショベルカーを使ったかわからないが、彼女は汗を拭ぬぐい「はぁ、ショベリまくったでぇ……明日はショベリ肉痛やな」と、満足げに呟つぶやいたものだ。

　今日は、そのステージの前に前回と同じ人数のファンが集まっている。

　マネージャーの芳は賀がの言っていた通り、サッチンのファンは一定数から増えも減りもしないらしい。彼らはおそろいのＴシャツの上にハッピを羽は織おり、主役の登場を今か今かと待ち構えている。

「あなたの作ったステージ、評判いいわよ？」

　麗れい子こと静しずかは、その様子を離れたところから眺めていた。

「あの田た中なかとかいうんも、プロなんやろ？　せやったら、しょぼいとこでやらせたらかわいそうやからな。あのサイン会かてそうやで？　もうちょっとはマシにできたはずやし。もし今度なにかある時は、うちに相談してや」

「あら、頼もしいわね。あたしの主人もどうにかして欲しいものだわ。ところで、あの警備員の人たちも、あなたの仕切り？」

「当たり前や。どや、強そうやろ？」

　フフン、と、明日にはショベリ肉痛になっているという静は得意げに笑った。

　彼女の視線の先には、ファンが暴れないようにしっかりと監視する女子プロレスラーの集団が見えた。

「どうやって用意したの？　スピーカーにステージに女子プロレスラー」

「ふっふっ。それは……秘密やで」



　一方、スッタフルームではサッチンがソファに座ってメイクをしていた。彼女のそばには、緊張した顔の響ひびきが立っている。サッチンはマネージャーの芳は賀がに頼んで、二人きりにしてもらったのだ。

「響さん。わたし、あなたと話してから、なんだか胸がすっとしたんです」

「は、はい……」

「ずっとこのお仕事のことやめたいって思ってて、だけど、踏ん切りがつかなくて。すごく辛つらかった。すごく迷ってた。でも、あなたに会って、こんな中途半端にしてたらいけないって思いました」

　サッチンは響の手を取り、強く握る。

「ありがとうございます。わたし、今日のライブで最後にします」

　その言葉を聞いて、響は肩を落とす。やはり、彼女自身が決めたことだと言っても、寂しくてしかたがない気持ちになる。彼女はサッチンのファンなのだ。できれば、ずっとアイドルであるサッチンのことを見ていたかった。

「響さん、そんなに落ち込まないでください。さっきも言ったじゃないですか。引退するわけじゃないんですよ？　昔は大好きだったこのお仕事が嫌いになってしまったのは、とても悲しいことだってわたしも思います。だから、一いつ旦たん離れるだけです。離れてみて、また戻りたいって強く思ったら、その時はもうやめたいなんて思わないほど頑張ります。これはもしかしたら甘えかもしれないけど、その時には誰だれもわたしのことなんて必要としないかもしれないけど、でも、そう決めたんです。だから、わかってくださいね」

　いきいきとした瞳ひとみでサッチンは響のことを見つめた。誰かに言われて作ったものではない。彼女の心から自然と湧わき上がってくる表情だ。

「はい」

　そんな彼女を見て、否定などできるわけがない。響ひびきは短く頷うなずいた。

「わたし、お人形さんになるのはやめたって決めましたから。自分の意志で言葉を話すことにしましたから。うふ、こんなこと言ってるなんて、芳は賀がさんは知らないですけどね。彼女は、今日でわたしが休業宣言するなんて、思ってもみないでしょうね」

　彼女はペロッと舌を出す。

「今日で終わり。あの意味のない歌も、最後です。これからは、ちゃんと心に触れることができる、大切な言葉で歌いたいですね。まぁ、もし歌う機会があれば、ですけど」

　残念に思っていた響だったが、これは正しい選択なのだと思いなおした。サッチンはアイドルでも、そうじゃなくても、なにも変わらないんだ。どんな時でも、サッチンはサッチンだ。こんなに前向きで、こんなに素敵な女の子なのだ。

　本人は自分の意志を持っていなかったと言っているが、彼女をデビュー前に知ってから今日のこの瞬間まで、そんなことはないのではないか。自分の言葉で話し、自分の思いで行動しているように思える。だからこそ、今日の結論に達したのだ。どこがお人形さんなのだろうか。

　今みたいにしっかりとした意志があれば、このままアイドルを続けていても問題ないんじゃないかと響は思った。しかし、本人が決めたことだから仕方ないのだろう。

「あの……最後のステージ……」

　響は、言っていいものかどうか迷った。あの時は軽はずみに口にしてしまった言葉。だけど、今は、あえてそれを言いたかった。他ほかにも言葉は思いついたけれど、彼女にはそれしか似合わないと思ったのだ。

「サッチン、頑張ってください……ね」

　響が言うと、彼女はなにも言わずにニッコリと笑う。それは、今まで見たどのグラビアよりも自然な微ほほ笑えみだった。

「ありがとう、頑張ります」

　そう言って、机の上に置いてあったマイクを手に取った。

「うん？　響さん、その紙袋なに？」

「え？　あ、これは……」

　響は恥ずかしそうにして紙袋を開ける。

「初めてのライブだから……その……」



　ＭＧＢＣから数百メートルの場所にある、宮みや前まえ高校Ｄ組の教室。

　そこでは、留る美みが心配そうに時計を見ていた。もうすぐライブの時刻だ。

「大丈夫だよ、きっとサッチンは上う手まくやるって」

「そうですけど……。やっぱり心配ですよ」

　彼女はそう言って、また時計を見た。マリオは、そんな留る美みに思わず笑ってしまった。それにしても、まったくもって驚いたものだ。

　留美とサッチンは同一人物なんだと信じ込んでいた。なにしろ本人が認めていたし、晴はる子こたちＡ班も「顔が同じ」だと言っていたのだから。

　だからこそ、ＭＧＢＣのスタッフルームで事情を説明したとき、その場にいた、女子は全員がパニックになった。

　それは、ライブ数日前のことである。

「えーと、実は橘たちばなさんが、連れてきたい人がいると言っておりまして……」

　そうマリオはＡ班の女子に言った。彼女たちは、きっとマネージャーの芳は賀がを連れてくるのだろうと思っていた。なにかライブのことで打ち合わせでもあるのだろうかと思いつつ、その申し出を受け入れた。約束の時間、Ａ班の女子とマリオ、そして響ひびきが一緒にスタッフルームで待っていると、静しずかが腹立たしげに文句を言った。

「ちょっとミラクルだかなんだか知らんけど、どんだけ待たせんねん。こっちはステージの設営があんねんで？」

「そうですよ。松まつ永なが先生が初日に腰痛めて来てくれないから、大変なんですからね」

　例のジャージ姿で晴子も言った。どうやら、イルカさんチームはライブの当日までジャージがユニフォームと決定したようで、勝手に制服を着ることはできないらしい。

　当然静は「なんでやねん！」と反発したが、松永先生がロバートで突いてきたので、渋々そのルールを守ることにしたそうだ。ちなみに、松永先生は腰をイワしてお休み中なので、そんなものは守ることないと思われるだろう。しかし、校長室にて、ロバートを抱えて人を突く練習をしていた麗れい子この姿が目撃されている。松永先生は、自分が突けないぶん、麗子にその想おもいを託たくしたらしい。そんな時だけ、妙に良い連携を見せられても困ってしまうのだが。ともかく、そういうことならジャージの着用を守るしかない。

「ねー、どしてマリオと響はジャージじゃないの？」

　不思議そうな顔をして千ち佳かが尋ねた。すると、すぐさま美み鈴すずが彼女の口に手を当て、例の黒目がちで言う。

「羽はね田ださん、今ね、この二人は大切な時期ですから、あんまりそういう野暮なことは言ってはいけないのですよ。フフフ」

　どうやら彼女は、あの日からずっと勘違いしているらしい。

「だから、そうじゃないって言ってるじゃないか。なぁ、室むろ田たさん」

　マリオは否定をしつつ、響も言い返すようにと促した。しかし、彼女は頬ほおを控えめに赤くすると。

「うん。ちがうから……」

　と、あきらかに「わたしたち、そういう関係なんで」的な口調で言った。

「……なに、なんなの、マリオ、どういうことなんですか!?」

　すぐに晴はる子こが反応して、彼を問いただそうとする。しかし、黒目がちが首に手刀を当てると、一瞬で彼女は気を失ってしまった。黒目がちは倒れそうになる晴子を素早く抱え、渋い声で言った。

「だから野暮なことはダメだって言ったのです……」

　フフフ、と笑う黒目がちを、静しずかがゴインッと背後から叩たたいた。

「思いっ切り気絶してるやないか！　なにいいとこに一発入れてんねん！」

「えっ!?　だ、だって、野暮な人には体でわからせるのです」

「なんやそれ、どこの国の漫画の影響やねん！　おい、晴子、大丈夫か!?」

　美み鈴すずの腕の中で泡を吹いていた晴子であったが、静の呼びかけになんとか答える。

「うぅ……首が……」

「あほがおんねん。すぐ漫画の影響を受けて、現実とバーチャルの区別がつかなくなって悪いことするあほがここにおんねん！」

　いつの時代かわからないほど古臭い考え方を言った静に、美鈴が自信満々で答える。

「なにを言っているのですか。漫画を読んだりゲームで遊んだりしただけで、影響受けるわけないのです。悪いことする人は、もともとの人格に問題があるのです」

「それ、自分の人格に問題があるってことを認めたってことやんな？」

　冷静に静が突っ込むと、しれっとした顔で彼女は言う。

「なに言ってるのですか。Ｄ組にいる時点で、問題のない人なんていないのですよ？」

「うっ」

　あまりに的を射ていたので、スタッフルームはドンヨリとした空気になってしまった。そんな時、絶妙なタイミングで留る美みはやってきた。

　裏口のドアを開き、ドンヨリしているスタッフルームを見て、戸惑った顔をする。

「え、あの、どうかしましたか？」

「いや、なんでもあらへん。ただ、美鈴が、あまりに身も蓋ふたもないことを言うもんやから」

「え？　よくわかりませんけど。とにかく、今日は彼女を連れてきましたので」

　そう言って、留美は後ろを向いてなにか言った。きっとドアの向こうに芳は賀ががいるのだろう。女子たちは、マネージャーの登場に少し緊張をした。

「はい、えーと、入ってきてください」

　しかし留美の唇は、予想とはまったく違う言葉を吐き出した。

「みなさん、ご紹介します。えーと、サッチンです」

　スッと姿を現したのは、本来二人同時に出現してはいけないサッチンであった。彼女はペコッと頭を下げて、留美の言葉を復唱するようにして挨あい拶さつをする。

「この前はお世話になりました。田た中なか佐さ知ち子こです」

　そして、間ま。永遠とも思われる沈黙が、数秒の一瞬の上にベットリと横たわる。

　あれ？　だってサッチンと留る美みは顔が一緒で、えーと同一人物で、だから、その、えーと、えーと……。

『えええええええっ!?』

　みんなが驚くと、留美はマリオに心配そうに言った。

「あれ、もしかして、まだみなさんに言ってませんでしたか？　わたしたちが双子だったってこと……」

「ごめん、どう言っていいのかわからなくて……」

　マリオが言うと、晴はる子こがすぐに問い詰めてくる。

「え？　どういうことですか!?　田中さんと橘たちばなさんて、同じ人なんじゃ!?　ああ、わからないです、頭が回らないです、ごめんなさい、わたしに時間をください。あと、ブドウ糖をください。ブドウ糖は脳を働かせるために必要です」

　膝ひざに乗っていた千ち佳かが、さっと手を出す。

「はい、ブドウ糖」

「ありがとう。もぐもぐ」

　なぜ彼女がブドウ糖を常備しているのかはさておき、乾いていた脳みそに水が染しみ込むようにして思考力が戻ってくる。

「ああっ、でもわかりませんっ」

　結局考えても無駄なものは無駄であった。

　マリオも、最初に二人が双子であるということを聞いた時は驚いたのだ。

「晴子に橘さんとサッチンは同一人物だからって言われて。でも俺おれは、顔似てないって言ったのに、そうだって言うから。で、橘さんに聞いたら『秘密』にしてって言われたんだよ。だから、てっきり晴子の考えが正しいと思ってたんだけど、でも、橘さんに聞いた時のことを考えると……」

　ほわんほわんわーん。



『ひとつ聞きたいことがあるんだけど』

『はい、なんでしょう？』

『ぶっちゃけ、サッチン……』

『わああああ！』



　ほわんほわん、ほわわーん。

「って、中途半端にしか聞いてなかったんだよ!!」

「そうなんです、マリオさんはわたしがサッチンと同一人物というのが当たったと思っていて、わたしは双子だってことがバレたと思っていたんです……。微妙に勘違いをしたまま、微妙な時間を過ごしてしまいました」

　留る美みは溜め息をついてメガネを取った。そうすると、まったく同じ顔が二つそこに並んだ。Ａ班女子一同は「うっ」と息を飲む。しかし、マリオは平然と言った。

「なぁ晴はる子こ、ほら、全然違うだろ？　顔。目とか違うじゃん」

　どこからどう見ても同じように見えるが、マリオはなぜかその違いがハッキリわかってしまうのであった。

「いや、同じに見えるでしょ!?　これ、どう見ても同一人物だと思うでしょ!?　違う!?」

「ううん、晴子ちゃん。違う。目が……あと唇」

　響ひびきはマリオのフォローのつもりか、本当に違って見えるのか、そう言った。

「でも、そっくり……」

　が、サッチンファンの彼女でさえ、よほど注意しないと見分けがつかないようだ。

　響には、留美とサッチンが別人に見えていた。だが、今日のサッチンはノーメイクであり、素肌の彼女は留美と本当によく似ていた。

「目も鼻もおんなじやないか！　よく違いがわかるな……。うちはあかんわ、同じ顔にしか見えへん」



    

  
    
      



    

  
    
      　初めから静しずかは見分けることなどあきらめているようで、腕を組んでソファに座る。

「あらためまして、田た中なか佐さ知ち子ここと、本名は橘たちばな佐知子です」

　そう言ってサッチンは頭を下げた。田中というのは、芸名だったらしい。

「俺おれ、同一人物だって思ってたから、橘さんが……」

『はい？』

　会話に出てきた名前に、まったく同じ表情で、まったく同じタイミングで、よく聴けば声さえまったく同じに二人は返事をした。

「うっ。いや、えーと、留る美みさんが、『彼女』ってよく言ってたのは、芳は賀がさんのことかと思ってたんだよね。でもそれは、サッチンのことだったんだ」

　うんうん、と一人でマリオは納得している。

「なにしてんねん!!」

　静の投げたティッシュのボックスが、マリオの顔面に軽くヒットした。

「そういうことは、もっと早く言わんかい！　あーも、ややこしいなぁ」

「でも、どうして留美さんは、佐知子さんと双子だということを隠していたのですか？」苛いら立だつ静を落ち着かせてから、美み鈴すずが尋ねる。

「その、サッチンは仕事で忙しいので、わたしが男性恐怖症でＤ組に入ってることは知られたくなかったんです。変に心配かけても悪いですしね……」

　マリオは頭のコブを撫なでながら口を挟む。

「まあ、色々あるんだよ、二人にも」

　その一言に、また静がキレた。

「こらっ！　そんな適当なコメントで終わらせようとするなっ！」

「だ、だって俺が悪いわけじゃないだろ！　お前らが勝手に勘違いしてただけじゃねえかよ！」

「そんなん、あんな顔がそっくりやったら、同じ人やって思うやないか!!」

　ワーギャーと暴れる声が響く、南みなみ青あお山やまの夜であった。いや、昼だったんだけど。



「あ、もうライブ始まったはずですね」

　そしてライブの当日、Ｄ組に話は戻る。留美は、サッチンのライブを見たくないと言った。失敗しないか、ちゃんとできるか、不安で仕方なくて見ていられないのだそうだ。

「見てあげればいいのに。頑張ってるんだから」

「そうなんですけどね……。なんていうか、わたしもアイドルに憧あこがれてた時期がありますし。サッチンはアイドルになって、わたしはただの女の子で。置いていかれちゃったような寂しい気持ちになるんですよね」

　自分から見ると留美とサッチンの顔は全然違うが、みんなはほとんど一緒に見えるという。それなら、彼女だってアイドルになれるのではないだろうか。マリオはそう思って聞いてみる。

「いや、ダメですよ。サッチンとわたしは、なにからなにまで違うんです。顔も違うし、性格も違うし。彼女はとても努力家です。わたしは逃げてばっかりで、ダメなんです」

「そういうもんなの？」

「そういうものです。顔が同じって言いますけど、わたしたちは顔だけでできているわけじゃないんですよ。中身は全然違うんです」

「いや、俺おれには顔も同じには見えないけどね」

　マリオが言うと、留る美みはフゥと息を吐いた。

「そんなこと言われたの、初めてですよ。親だってわたしとサッチンのこと間違えたりするんですからね」

「ふーん、そういうもんかなぁ」

「ちょ、ちょっと、大変なんです!!」

　ガラガラガラと教室のドアが開き、ジャージ姿の晴はる子こが息を切らせてやってきた。

「え？　どうしたんだよ、晴子」

「田た中なかさん……いや、橘たちばなさん……って、留美さんじゃない方の、ええと、つまり佐さ知ち子こさん、あう、その、サッチンが」

　ひどく慌あわてた様子の彼女は、一呼吸置いて自分を落ち着けてから言った。

「倒れたんです」

「倒れた!?」

　弾はじけるようにして留美が晴子の元へ走った。肩を抱き、強く揺らす。

「ど、どういうことですか、晴子さん、サッチンが、サッチンが!?」

「あうあうあうあうあうあ」

　ガックンガックン首が揺れ、晴子は白目をむいて苦しんでいる。留美、慌てすぎ。

「ちょっと留美さん、落ち着いて。晴子、倒れたって？　ライブは？」

「はうあはぁ……えと、その、お客さんにはちょっと開始が遅れるって説明してますけど、中止にした方がいいかも知れないです。サッチンさん、日ひ頃ごろのハードスケジュールで体が限界に近かったみたいなんです。それに、今日のライブのために自主的にリハーサルをたくさんしてたみたいで、それで、さっき倒れちゃいました」

「……サッチン！」

　留美は晴子を押しのけて教室から飛び出た。ＭＧＢＣに向かうはずだ。

「おい晴子！　お前はそこで休んでろっ」

「は、はひ……」

　マリオも急いで留美の後を追って走った。晴子は目をグルグル回しながら、教室の床に倒れこんでしまうのだった。



　ＭＧＢＣに着くと、店の駐車場に作られた特設ステージの上にはカカシのロバートが立っていた。どうやら天井からヒモで吊っているようで、フラフラと不気味に揺れている。

「えー、もうすぐライブの開始ですので、それまでしばしお待ちください。それでは、僕ロバートの手品でも……」

　スピーカーからは松まつ永なが先生の声が聞こえてきている。腰イワしてたんじゃないのだろうか。マリオと留る美みは警備をしている女子プロレスラーに、ステージ裏へと案内された。

　そこでは腰にギプスを巻いた松永先生が、地面に寝転びながらマイクを握っていた。

「えー、手品に続きましては、ベースボールクーイズ！」

「いや、クイズじゃなくて、松永先生？」

　マリオに気づくと、彼女はマイクのスイッチをオフにしてニコッと笑う。

「なんでもピンチだって言うから、駆けつけたわ！」

　でも役に立ってない。

「さあ、ここはわたしに任せて、先に行って!!」

　しかも、まるで状況を理解していない。

「あの、先に行ってって言われても……どこに？」

「え？　さあ？　でもだいたいこういう時は言うじゃない？　先に行って！　俺おれを置いていけ！　みたいな。だから先生も言ってみたよ」

「みたよじゃなくて」

　ステージの袖そでの反対側では、静しずかと美み鈴すずと千ち佳かの三人がヒモを引っ張っていた。どうやら、あれでロバートを操作しているらしい。

「早くサッチンを出せー!!」

「なんだロバートってー！　帰れ!!」

　時間を過ぎても登場しないサッチンに、観客たちは痺しびれを切らして叫さけび始める。

　しかし、その罵ば声せいが松永先生にヒットし、彼女の顔色は変わった。

「なにー！　ロバートなめんなー！　おい、今『ロバート帰れ』って言ったお前！　やんのかコラ！　カカシなめんなよ!!　呪のろうぞ、カカシが呪うぞ！　カカシの呪いは火の国の女よりもゴツイぞ！」

「ひっ。ご、ごめんなさい……」

　マリオはステージから離れると、留美の手を取って言った。

「留美さん、とりあえず松永先生がよくわからないキレ方でお客さんを威圧してる内に、サッチンのところへっ」

「は、はいっ」

　別に手を取る必要はなかったのだが、なんとなく勢いでしてしまったのである。二人では裏口からスタッフルームに入ると、ソファには真っ青な顔をしたサッチンが呼吸を荒くしていた。

「サッチン！　大丈夫!?」

　留る美みは彼女に駆け寄り、手をしっかりと掴つかんだ。

「あぁ……ごめん。いよいよって時に、ツイてないよ。ステージの袖そでまで行ったんだけど、そのまま倒れちゃった」

「ど、どうしよう。マリオさん、どうすれば？」

「え、俺おれ？　ええーと……」

　そんなことを言われても困ってしまう。店の外のステージの前にはファンが大勢、彼女の登場を待っているのだ。いつまでもカカシの逆ギレショーだけでは続かない。かと言って、目の前のサッチンはとても歌を歌えるような状態にも見えない。

　考えられるのは、ライブの中止である。しかし、このライブもサイン会の中止のお詫わびイベントとして告知されているのだ。さらに今日、イベントを中止してしまったらそれこそＭＧＢＣへの信頼は奈落の底に転落してしまう。

「ううぅ。どど、どうしよう。どうすっぺかぁ……」

「マリオくん、そんなに慌てないで」

　やってきたのは、麗れい子こであった。彼女は余裕の笑みを浮かべている。

「麗子さん、なにかいいアイデアでもあるんですか？」

「あります。あるともろー。いい、そこに橘たちばなさんがいるわね？　話は聞いたわ。さ、メガネを取ってちょうだい」

　言われるままに、留美はメガネを外す。そこには、サッチンと瓜二うりふたつの顔が現れる。

「マリオくん、わたしがなにを言いたいかわかるわね」

「も、もしかして……」

「そうです橘留美さん、顔が同じなんだからバレやしません、あなた、ライブやっちゃってください!!」

「無理です（即答）」

「ズコー!!（麗子さんパンツ丸出しで転ぶ）」

　留美はメガネをかけ直すと、サッチンの手を握りながら言った。

「わたしはサッチンみたいにかわいくないし、無理です。サッチンは小さい頃ころから友達の多い、社交的な女の子でした。でも、わたしは友達もいないし、暗いし。顔が同じなのに、どうして留美はこんなんなんだろうねってずっと言われてきました。わたしだってサッチンみたいになりたかったけど……無理なんです」

　麗子は留美が泣きそうになっているのがわかった。

「顔が同じだからできるって、わたしはなんなんですか。サッチンの代わりですか？　違うんです、わたしは、わたしはサッチンじゃなくて、わたしなんです」

　いつの間にか、彼女は泣いていた。サッチンの手を握りながら、泣いていた。

「……それに、わたしは、大勢の男の人が怖いんです。だから、あんなにたくさんの男の人の前に、一人で立つなんて……できません……」

「そうね。あたしが悪かったわ。そんなこと急に言われてもできないわよね。じゃあ今日のライブは中止にしましょう」

　麗れい子こはあっさりとそう言った。もし中止すれば、ＭＧＢＣの評判が落ちるとわかっているのに。

「麗子さん、いいんですか？」

「いいも悪いも、できないものは仕方ないでしょう？　あたしが説明してくるわ」

　マリオの質問に答えた麗子は、スタッフルームから出ていこうとする。それを止めたのは、サッチンだった。

「待ってください。わたし、やれますから……」

　そう言って起き上がろうとするが、力が入らないようだ。目をうつろにさせている。

「サッチン、無理だからやめなよ。ね」

「留る美みちゃん、大丈夫。わたし、やるから」

「でも……」

「人生で最後のライブになるかも知れないから、やるの……」

「無理しないで、サッチン！」

「でも、ファンの人が待ってるから。わたしを応援してくれてる。嫌な人もいるけど、いい人もいる。ファンの人のこと、もう裏切れない」

「待って！　わかった、じゃあ、体調がよくなるまで休んでて。それまでは、わたしが時間を繋つないでるから」

「本当？　ありがとう……」

　そこまで言って、彼女は倒れてしまった。留美は立ち上がって、マリオを見つめた。

「わたし、出ます。だから、衣装をください」



「ぼく、カカシのロバート！　ここでお知らせがあるよ！　サッチンの準備ができました！　それではみなさん、拍手でお迎えください、田た中なか佐さ知ち子こさんです！」

　ステージの上にスモークがたかれ、目もくらむようなライトが中心に当たる。

　ゆっくりと影が浮かび上がり、それは次第に人の形になっていく。

　そこには、マイクを握った留美がいた。

「おおおおおおおおおっ」

　閉じていた目を開くと、足元には大勢の男性が両手を挙げて自分を見ていた。

「せーのっ、サッチーン!!」

　ファンが大声で叫さけぶと、それは刃物のように全身に突き刺ささる。彼らの期待に満ちた視線は、留る美みにとっては恐怖でしかない。マイクを口元に当てたが、言葉が出てこない。なにも言えない。一歩も歩くことができない。不思議に思ったファンから、次々と声があがる。

「サッチン、頑張れ!!」

「頑張ってー!!」

「応援してるぞー!!」

　頑張って、という声は暴力のように耳に痛い。留美は、サッチンがいつもこんなプレッシャーの中で歌を歌ってきたのかと思うと胸が痛んだ。ステージには恐怖しかないではないか。酸素の足りない金魚がするようにして、彼女はパクパクと口を動かす。

　胸に何かが詰まって、言葉が出てこない。もうダメだ、逃げたい。ここから逃げだしたい。そう留美が思った時に、スピーカーから調子外れの声が聞こえてきた。

「がんばってるー、あなたのことみてるからー、はぁいはぁい、げんきだして、つらいときもぉ～、わたしににゃんにゃりろおぉ～」

　ステージの袖そでから、響ひびきが出てきた。ファンは、唖あ然ぜんとした顔で彼女を見ている。

　響は、留美と同じ衣装を着ていた。衣装はサッチン用の一着しかないはずなのに、どこで用意したのだろうか。そもそも、なぜステージで歌っているのだ。

　響は無表情のまま、留美の隣までやってきた。そして、マイクを口から遠ざけて耳打ちする。

「留美ちゃんが大変そうだから、きた」

「き、きたじゃなくて！　い、衣装は？」

「こすぷれ」

「コス？　プレ？」

　アイドルファンには、好きなアイドルと同じ衣装を着てライブを見る人もいるということを留美は思い出した。響も、そういった「濃ゆい」ファンの一人だったのである。それにしても、手作りと思われる衣装は完かん璧ぺきな出で来き栄ばえだ。

「で、でも、どしてステージに？」

「だって、留美ちゃん。大変そうだから」

　さっきも言った言葉を彼女は繰り返した。

「大変って、響ちゃん、男の人怖いんでしょ？　こんなに大勢の人の前なんて……」

「うん、怖いよ。泣きそう。でも、だから」

　そして、三度目。

「留る美みちゃんが大変そうだから」

「ありがとう」

　ステージ上に突如として現れた長身の少女、そして黙ったままのサッチン（と、彼らは思っている留美）。

「じゃあ響ひびきちゃん。一緒に歌おう。いつもみたいに」

「うん」

　ステージ上でライトが光り、恋のルールのイントロが流れ出す。二人はステップを踏んで、教室の隅でするみたいに歌い始めた。

　留美は、ずっとサッチンのことを見てた。自分にないものを持っている双子の姉妹である彼女になりたくて。もちろん、そんなことサッチンには言ったことがない。恥ずかしいから、そんなこと言えない。顔も声も同じなのに、彼女だけが注目されていて、自分は惨みじめだから。ずっと思ってた。でも、そうじゃない。そういうことじゃないんだ。

　響は恥ずかしくてたまらなかった。ステージの上にいることが間違いだし、きっとファンの人に拒絶されるだろうなと思った。自分はサッチンや留美みたいにかわいくない。

　だから、彼女たちと同じ格好をすること自体間違っている。でも、留美を助けたくて、ただそれだけでステージに上がった。

「サッチーン!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　ファンたちは、留る美みだとは知らずに彼女にコールを送る。さらに、正体不明のもう一人の少女に向かっても。

「かわいいぞー！」

「誰だれか知らないけど、頑張れー！」

　かわいい、と言われて響ひびきは逃げたくなった。そんなふうに言われたくてステージにきたわけではない。でも、ありがとう。お世せ辞じでも嘘うそでも、拒絶してくれないだけで嬉うれしいよ。



　わたしの内緒を教えてあげる

　誰も知らない　本当のわたし



　二人の歌に合わせて、男性客が声をあげる。留美は、さっきまでは怖かった声が、自分を支えてくれているように感じた。強迫観念しかなかったのに、今では、見えない手になって自分の体を空に向かって押し上げてくれているような気持ちに。

　それは響も同じようだった。二人は無言で目を合わせ、気持ちを確認する。



　恋のルール（ルール）守ってよ　アハハン

　愛のルーム（ルーム）お泊まり　アハハン

　世界で一番甘くてスイート　わたしを食べてね



　恋のルールのアウトロが終わり、ファンは大歓声を二人に送る。その時、舞台の袖そでにサッチンがいるのがわかった。まだ調子は悪そうだが、マイクを持ってこちらを見ている。留美は慌あわてて「つ、次はサッチンの番です！　どうぞっ」と言って舞台から捌はけた。

　響もペコッと頭をさげ、彼女の後を追う。彼女たちが消えた反対側の舞台から、すぐにサッチンが出てきた。ファンたちは、消えたばかりのサッチンが、衣装を変えて突然出てきたので驚きの声をあげる。なにか、手品のようなものだと思ったのだろう。彼らは嬉しそうに手を叩たたいた。だが、サッチンの表情は真剣で、微ほほ笑えみはなかった。

「わたし、あの歌、大嫌いでした」

　マイクに向かってそう言うと、ファンたちはなにごとかとうろたえる。普段はどんなことがあっても、いつも笑顔を絶たやさない彼女が、自分の曲を突然非難したのだ。

　グループ時代からの持ち曲で、ソロになってもいつも歌っていた曲を、嫌いだとハッキリ言ってしまったのである。

「お待たせしました。ごめんね、みんな。ちょっと色々あったんです」

　彼女はステージの上に転がっている、モニタースピーカーに座った。そして、呆然ぼうぜんとするお客さんを眺める。

「今日もたくさん来てくれてありがとうございます。わたしのこと、大好きですか？」

「もちろーん!!　大好きだよー！」

　誰だれかが叫さけぶと、負けじとばかりに誰もが声を上げる。サッチンは、嬉うれしそうに目を細めた。

「ありがとうございます。本当にありがとうございます。でも、みんなの好きなわたしは本当のわたしじゃないんだからね。作られたわたしなんだよ」

　マイクからキィーンというハウリングの音が聞こえる。しかし、彼女はそんなことはまったく気にしないで話し続けた。

「あたしってなんだろう、って、すごく考えました。みんなの前で笑えって言われたから笑って、お人形さんみたいにポーズ取って、それで水着でも着て。そうしろって言われたからそうしてきました。でも、そんなのってバカみたいじゃないですか？　恋のルールって、あんなの意味ないですよ。意味のないデタラメな歌詞、意味のない水着、意味のないパンチラ、意味のない毎日。それがわたしなのって。風もないのにパンツ見えて、やだ、恥ずかしいーって笑ってみせて……。そういうのって、どうなんだろう」

　サッチンの頭の中で、サイン会を中止した日のことが思い起こされる。

　芳は賀がに連れられ、タクシーの中で怒鳴られたのだ。自分はもう、意味のないことなどしたくないと何度も言ったけれど、彼女は一言も言い分を聞いてくれなかった。



「あなたは言われたことをしてればいいの！　なにも考えなくていい。ただファンの喜ぶことをすればいい。わかる？　難しいことなんていらないのよ！　あなたは、望まれていることをすればいい。流行っていることをなぞればいい。それだけよ」

「別にあたしは難しいことを歌いたいわけじゃないんです。みんなが感じてる普通のことでいいのに。それすらも許してはくれないんですか？」

「ダメよ。意味なんて必要ないの。考える必要なんてないの。あなたは星の数ほどいるアイドルのたった一人よ？　そんなあなたが、なにをどうしようって言うの？　なにもできないでしょう？」

「じゃああたしは、本当に、なんなの？　あたしじゃなくてもいいの？」

「あなたじゃなくても結構。代わりはいくらでもいるもの。むしろ、最近のお客さんは新しい物を好むからね。あなたじゃない方がいいんじゃないのかしら」

「……」

「わかった？　生意気な口を利きく前に、売れること考えなさい」



「だけど、本当は意味なくなんて、なかったんですね」

　客席は、いつの間にか静まりかえっていた。どうやらただ事ではないと彼らも気づいたらしい。彼女の一挙一動を見逃すまいと目を凝らす。

「さっきの二人見たでしょ？　わたしが意味ないって思ってても、ちゃんと見ていてくれる人はいるんだってわかりました。わたしが大嫌いって思ってても、その歌を大好きでいてくれてる人がいたんだって、わかりました。あの背の高い、響ひびきさんって言うんだけど、すごくかわいいでしょ？　わたしのことずっと見ていてくれたの。みんなもわたしのこと見てきてくれたんだよね？」

　ファンは、その声に声を振り絞ってこたえる。

「もちろんだよ！」

「水着だけがサッチンのよさじゃねえよー！」

「ちゃんとサッチンのこと見てるよ！　俺おれたちのこと見損なわないでくれよな！」

「そーだそーだ!!」

　彼女は勘違いしていた。本当の自分なんて誰だれも気づいてくれないと思っていた。

　だけど、見てくれている人はちゃんといたのだ。もちろん外側だけで判断しているファンもいるだろうし、水着やミニスカートだけが目当ての人もいるだろう。だけど、その中に、しっかりと彼女のことを見てくれている人がいるのだ。

「ありがとう、みんな。でも、わたしは今、自分のことを見失ってしまったみたい。本当の自分がどこにいるのかわからない。だから、今日でアイドルは一時お休みにします」

　ええええっ、というブーイングが一斉に起こった。中には泣き出しているファンもいる。

「ごめんね。いつか戻ってくるかもしれない。もしかしたら、もう二度と会えないかもしれない。でもわたしが決めたことだから」

「嫌だー！　やめないでくれ！　サッチンー!!」

　熱狂的なファンが、涙をボロボロ流しながら叫さけぶ。それに同調するようにして、みんな騒ぎ出した。

「やめるなー！」「もしやめたら死ぬぞー！」「ずっと歌っててくれー！」「愛してるー！」「頑張れー！」

　サッチンはどうしたらいいのかわからなかった。どうすれば自分の気持ちをみんなが理解してくれるのか。

「サッチン……」

　スピーカーから、サッチンではない声がした。響だった。

　彼女は舞台の袖そでから、ずっとサッチンのことを見ていた。そして、たまらずマイクを持って声を出した。

「サッチンはいなくなったりしない。いつか戻ってきてくれる。もしそうじゃなくても、サッチンは消えたりしない。だって、わたしは覚えてる。ずっと覚えてるから」

　響の瞳ひとみから涙が落ちた。

「サッチンが引退しても、わたしは恋ルーをずっと覚えてる。いつだって忘れない。お風ふ呂ろに入った時に口ずさむ。お散歩の時に鼻歌で歌う。もし結婚して子供ができた時、赤ちゃんに歌ってあげる。意味のない歌かもしれない。でも、わたしにはすごく意味がある。歌詞の言葉の、ひとつひとつに意味があふれてる。わたしにとってはすごく大切な歌だから、ずっと思い出として残るから。すごく素敵な思い出として残るから。だから、サッチンは消えない。わたしの心の中にずっと残ってる。だから、大丈夫」

　ブチン、とマイクのスイッチが切れた。彼女はそれだけ言うと、またファンの一人に戻った。響ひびきの言葉を聞いて、他ほかのファンたちも叫さけぶ。

「そうだー、サッチンは消えないぞ！」

「いつも一緒だ！　大好きだ！」

　サッチンは立ち上がって、深呼吸をした。

「みんな……わたしのこと本当に好き？」

　好きだ。

「ステージのわたしは作り物だよ？　それでも？　本当のわたしを知らなくても好き？」好きだ。サッチンは、サッチンだ。

「わたしの歌や、わたしが空っぽでも好き？　意味なんてなくても好き？」

　好きだ。空っぽなんかじゃない。サッチンの歌には、僕たちとの思い出が詰まってるんだ。最初はニセモノの歌だったかもしれない。アイドルグループの、ただの一曲のシングルだったかもしれない。だけど、僕らとサッチンとの思い出で、その歌は本物になってるんだ。

「みんな……ありがとう。わたしもみんなのこと大好き」

　だから。

「わたしに時間をちょうだい。本当のわたしを探す時間を……」

　そして彼女は、最後のステージを開始した。



　　　　★



「いやぁ～マリオくん、お疲れさまー！　よかったわよー、これ大儲おおもうけね！」

　ライブ後の宮みや前まえ高校校長室。麗れい子こは両手に持ったＭＧＢＣ限定のサッチンブックカバーとサッチンしおりを、満面の笑みでヒラヒラとさせていいた。

「いつの間にそんなの作ったんすか……」

「え？　そりゃもう、あれよ。ライブするって決めた瞬間よ。こりゃグッズ作れば儲かるぞ、と。ポスター一枚六千円だから。しおりは四千円ね」

「たけー!!　ぼったくりじゃないっすか!!」

「なに言ってるのよ、サッチンのキスマークつきなのよ？」

　マリオがポスターをひったくってみると、確かに口紅の跡がついている。しかし、それはどこからどう見ても人間の唇の形とは思えない。

「れ、麗れい子こさん……。これ、本当にサッチンのキスマークですか？」

「な、なに疑ってるのよ。冗談やめなさい、まったく！　あたしだってね、いくらなんでも詐さ欺ぎみたいな商売はしないわよ？」

　はっはっはっはっ。校長室に、妙な呼吸音が響きだした。チャカッチャカッチャカッという、金属音とも微妙に違う音も聞こえる。

「……麗子さん、これ、なんの音ですか？」

「もう、マリオくんてばっ。学校では校長、でしょ？」

「いや、そんなわかりやすく話をはぐらかしても……ああっ!!」

「はっはっはっ。わんわん」

　麗子の机の下から、汚い感じの犬が出てくる。バカそうな雑種だ。バカそうなのは、顔の作りがだらしないからであるが、口が赤くなっているのも関係していた。その犬は、口紅をベットリとつけていたのである。その犬を見て、麗子は言った。

「あ、こら、今いま井いさんちのポチ、出てきたらダメでしょ」

「麗子さん。その犬、口紅つけてますけど」

「本当よねえ。最近のわんちゃんって、かしこいわよね。どう、マリオくんも一匹いつぴき」

「いやいやいや！　そうじゃなくて！　このポスターのキスマーク、その犬ですよね!?　あきらかに犬によるキスマークですよね？　よく見れば、ポスター、ヨダレでベロベロになってるし!!　麗子さん、犬の頭つかんで、ポスターに押し付けましたね!?」

「さあ、ポチ！　秘密を知ったマリオをやっつけてしまえ!!」

「えええええっ!?」

　ポチは、なぜか笑顔でマリオの股間にガブガブとかみつこうとする。

「こらっ、ポチ！　お前の飼い主に言いつけるぞ!!」

「わんわんわんわんわん。…………」

　ポチは突然噛かむのを止やめ、ピタッと静止する。それから、両手と両足を妙にきれいに揃そろえると、お尻しりを突き出して力りきみ始めた。

「……むむむむむ」

「むむむじゃねえよ！　麗子さん、ポチが大きい方を!!」

「むむむむむ。……はぁふぅ」

「わ――――――――――――!!」

　マリオのスニーカーに、ポチがモッサリとしたものを乗せているのを尻目に、麗子さんは携帯をチロチロといじっている。

「れ、麗れい子こさん……なにしてんですか？」

「いや、このポスター、ネットでも売ってるのよね。南みなみ青あお山やま少女ブックセンタードットコム」

「そんなのあるんですか？」

「ないけど。ネットオークションに出品してみた」

「そ、そうなんですか……」

「売れ行きの方はどうかしら……。あれ？　マリオくん、これ見て」

「はい？　うわ、こ、これは……」



　そんなミニコント中の校長室よりも上、校舎の屋上のグラウンド。

　そこには響ひびきとサッチン、留る美みの三人がぼんやりと空を見上げていた。

「今日はありがとう。本当に」

　サッチンが言うと、響は顔を真っ赤にして「いやいやいやいや」と手をブンブカ振った。続けて留美も「わたしも響ちゃんがきてくれなかったら……」と続けると、「いやいやいやいやいや」と、もう片方の手も振る。その結果、両手をブンブカ振りながら彼女は地面に倒れた。コテン。よほど疲れているのだろう、そのまま起き上がる気配もない。

　サッチンと留美も面白がって、グランドに寝転んだ。

「空が近いね」

　誰だれかが言った。

「手が届きそう」

　誰かが答えた。

「……」

　誰もが黙った。

　届かないのはわかっていても、思わず響は手を伸ばしてしまう。その指先が、柔らかい肌に触れた。見てみれば、留美もサッチンも同じようにして手を伸ばしていた。

　青空に向かって、三本の腕が伸びている。指先がもつれ、なんとなく触れ合いながら、空の青を掴つかむことをあきらめる。

「気持ちがぐちゃぐちゃ。本当にやめるって言ってよかったのかなって気もするし」

「サッチン、喋しやべり方ちょっと変わった？」

　留美が言うと、えへへ、と彼女は笑った。

「もうアイドルじゃないから。気が抜けた」

　響はサッチンの言葉を聞いて、クスッと笑う。確かに今までとは話し方もトーンも違うけれど、やっぱりサッチンらしさはなくなっていない。彼女はどこまでいっても彼女でしかないのだ。

「それじゃわたしは事務所に行って、芳は賀がさんにやめますって言ってくる」

「そう言えば、今日は芳賀さんいなかった……」

　響ひびきに言われて、サッチンは舌を出す。

「だって言ってないもん。ライブのこと」

「……え」

「内緒できちゃったー。他ほかの仕事あったけど、それサボって」

　嫌な汗が響の背中を落ちる。サッチン、結構ワイルド。

「それじゃね、響さん。またね」

「あ、はい」

　驚くほど短く、驚くほど簡単な挨あい拶さつを終えると、サッチンは屋上から階下へと向かった。残された二人は、まだ寝転がって空を見ている。

「ねー響ちゃん」

「なに、留る美みちゃん」

「色々黙っててごめんなさいね」

「いいよ」

　留美とサッチンが双子だと聞いた時、響は驚きはしたが、騙だまされたとは思わなかった。むしろ、自分が二人に対して同じものを感じていたため、その予感が外れていなかったことが嬉うれしかった。なるほど、だからこの二人は同じ感じがしたんだ。

「留美ちゃんもサッチンも、わたしの憧あこがれ」

「みんなが誰だれかに憧れてますよね」

「へんなの」

「わたしは響さんの真まっ直すぐなとこ大好き」

「……ありがと。…………あ」

「え？　なんですか？」

「……なんでもない」

　なんの意識もしないで、ありがとう、という言葉は呼吸みたいに口から出た。

　ちょっとだけ、びっくりした。

「おつかれ、響っ!!」

　突然目の前が真っ暗になる。それと同時に圧迫感。いや、「感」じゃなくて「圧迫」。呼吸ができない。なんだ、なんだ、これは、なんだ。

「ぷはー!!（起き上がる）」

「はぅっ（コケる）」

　彼女が腹筋をするようにして上半身を起こすと、パンツ丸見えの千ち佳かが自分の上で転がっていた。さっきのは、もしかして突然顔の上に座ったのだろうか。あの圧迫は、お尻の圧迫だろうか。人の顔面に突然座る少女、羽はね田だ千ち佳か。侮あなどりがたし。

「もー、急に起き上がったらダメだよ！」

「いや、ダメって言われても……」

　理り不ふ尽じんな理由で千佳に怒られ、納得のいかない響ひびきである。

「あぁー、おもろいもん見せてもらったでー」

「室むろ田たさんがステージに立つなんて、すごいかった！」

　静しずかと晴はる子こもやってきた。美み鈴すずもニコニコしながら後に続く。

「本当、アイドルみたいに見えたのです。お客さんも盛り上がってましたしね」

　響は思い出して顔を赤くした。あの時は咄とつ嗟さにステージに出たものの、今思い返してみると、あんな大勢の前で歌って踊るなんて、とんでもないことをしてしまった。

「うん、響ちゃんかわいかった」

　留る美みも照れながら言う。彼女だってステージに上がることなんてなれてないのだ。

「おい、みんな！　インターネット！　インターネット!!」

　そこにマリオが慌あわてて走ってきた。なにも知らない人が聞いたら、ものすごく恥ずかしい言葉を大声で発しながらである。

「なんやねん、ネットがどうしたんや」

「いや、これ、校長先生の携帯なんだけど、これ、見て」

「じゃあ、それ地面に置いて、ゆっくり下がってください」

　手渡しで物を受け取ることができない男性恐怖症の晴子は、マリオにそう指示を出した。まるでピストルを持っている犯人に対するセリフである。

「あっ、わたし大丈夫ですから渡してもらいますね」

　気を利きかせて留美がマリオから携帯を受け取った。そして女子の輪の中心にそれを差し出す。みんなで小さい携帯のディスプレイを、覗のぞき込むようにして見た。

　すると、そこにはついさっきのライブの様子が写真入りで掲載されている。

「なんやねんこれ、アイドルのファンサイトか？」

「携帯のカメラで撮ったんですね、きっと……」

　晴子が言うと、響と留美は顔を見合わせた。まさか、あのステージがファンの手によって記録されてるとは思いもよらなかったのである。

　画像は、ステージの上で歌う響と留美のものだった。その画像の隣にあるテキストを、美鈴がゆっくりと読み上げる。

「今日のライブの最中に衝撃の一時休業宣言をした田た中なか佐さ知ち子こちゃん。ルルとしての活動を終了し、本格的にソロデビューしたばかりだけに惜おしい。もしかしたら復活するということなので、サッチンファンは期待して待っているように。そして、彼女以外にもこのステージで注目するべきことがった。それは、突如として現れた、もう一人の少女である」そこまで美み鈴すずが読むと、みんな響ひびきの顔に注目した。彼女は一斉に見つめられ、顔を赤くする。今度は晴はる子こが続きを読んだ。

「田た中なか佐さ知ち子こちゃんがステージ上で黙っていると、それを助けるかのように、長身の少女が現れた。彼女の歌は非常に味があり、微ほほ笑えましい気持ちになってしまう。少女について細かい情報はないが、田中佐知子ちゃんと一緒に歌っていたところから、新しいユニットではないかという噂うわさもある。だが、田中佐知子は彼女とデュエットの後に休業宣言をしたはず。これは一体どういうことなのか。どっちにしろ、少女は最近のアイドルに多い過剰な笑顔のようなものがなく、とても自然で好感が持てる。これから注目すべきである。名前は、響ちゃんというそうだ」

　パタム。静かに響は気絶した。



　　　　★



　数日後のＭＧＢＣにて、マリオはレジで退屈そうに店番をしていた。サイン会、それから特設ステージでのライブ。あれだけ騒がしかった日々が嘘うそのように退屈だ。

　この店が流は行やっていないのは今に始まったことではないが、やはり寂しいものである。窓にベタベタと貼はってある、「男禁止」の張り紙、やっぱり剥はがしてもらおうかな。でも無理かな。怒られたら嫌だな。ふぅ。そんなアンニュイなマリオは、暇ひまつぶしに雑誌を眺めた。男性向けの週刊誌。そこには小さく田中佐知子休業の記事が載っている。しかし、それをわざと隠すようにして、同じミラクルプロモーションの巨乳アイドルの写真が併あわせて掲載されていた。

「サッチンの次はこの子か。次から次へと出てくるもんだなぁ」

　半なかば呆あきれ気味で見ていると、そこに響の写真を見つける。

「な、なんで!?」

　それは、アイドル研究家と名乗るライターの書いた記事であり、そこにはネットで見たものと同じ写真が掲載されていた。どうやら、あのネットのページを書いたのは、このライターと同一人物のようだ。

「はぁ……ビックリすることが多いなぁ」

　マリオが驚いていると、珍しくＭＧＢＣのエントランスの自動ドアが開く音がした。

「いらっしゃいませ」

　できる限りの笑顔を込めて、彼は言った。せっかくのお客様だ、このまま逃がしてはいけない。

　入ってきたのは、少女であった。それも、宮みや前まえ高校の制服を着ていた。

「あれ？　え？　なんで？」

「こんにちは」

　少女はマリオを見て、ニッコリと微ほほ笑えむ。



　スッタフルームでは、女子たちが例の雑誌を見ながら響ひびきを取り囲んでいた。

「なにー、もうー、注目の美少女だってー、すごいですー」

　晴はる子こはそう言って、静しずかに同意を求める。

「ほんまやね。うちらの手の届かない遠いとこに行ってしまうやろか？」

「え、なになに、響、アイドルになるの？」

　千ち佳かがそれを真まに受けて、驚いた顔をした。美み鈴すずはおかしそうに笑って、留る美みに言った。

「だったら橘たちばなさんも一緒じゃないとダメなのです。二人で歌ったのですから」

「わ、わたしはいいです……。そういうんじゃないし……」

　その中心で響は、これ以上ないというぐらいに顔を真っ赤にして黙っている。

「赤鬼？　それとも……ダルマさん？」

「はいはい千佳ちゃん、室むろ田たさんはモノマネしてるんじゃないですよー」

　晴子は千佳を抱きかかえて、自分の膝ひざの上に座らせた。

「わ、わたし、ジュース買ってきますっ」

　響は我慢できなくなって、裏口から逃げ出した。少し走って、道路に置いてある自動販売機にお金を入れる。なにか飲まないと、のどがからからだ。

　彼女の横を高校生らしい男子が二人通りかかる。偶然にも彼らの手の中には、あの週刊誌が見えた。

「この子さ、かわいくねえ？」

「うん、かわいいかわいい。サッチンもいいけど、この子もいいよな」

「そうなんだよな、この、どーってことない感じがいいよな」

　響は男子学生の声を聞きながら、顔を地面に向けた。恥ずかしくて死んでしまうっ、と何度も思った。

「もし同じ学校にいたら告白しちゃうよな」

「そうそう、あーっ、俺おれらの学校にもこんなかわいい子いたらなぁ……」

　二人が通り過ぎ、遥はるか彼方かなたの路地を曲がるまで、彼女は顔を上げることができなかった。もう絶対に見えない、というぐらいになって、ようやく全身に込めていた力を抜く。

「はぁぅひぅひあぁはぅ……」

　彼女はヘロヘロになってしまい、膝から地面に崩れ落ちた。もう終わったことだと思っていたのに、まさかこんなふうに後を引くなんて。

　自販機で買ったアイスティーを手に持ち、彼女は心を落ち着かせるために深呼吸をしながらＭＧＢＣへと戻った。

「スゥスゥ、ハァハァ」

　うん、もう大丈夫。きっと大丈夫。いつものわたしに戻ろう。

　裏口のドアを開け、スタッフルームへと入る。スタッフルームにはなぜか誰だれもおらず、彼女は一人ぼっちで紅茶を飲んだ。

「どうしたんだろう、みんな」

　そこにドアが開き、マリオが顔を出した。

「あ、帰ってきてたんだ。さっきみんなには話したんだけど」

　彼はそう言って、部屋の中に入ってくる。

「さっきみんなに話したら、じゃあ出て行った方がいいかなって、みんなはお店の方にいる」

「それ、どういうこと？」

「うーんと、実はね、室むろ田たさん。新しいアルバイトの女の子が入ったんだよ……」

「え？　新しい？」

　ＭＧＢＣは、Ｄ組の生徒しか働いていない。ということは、Ｄ組に転校生が来たということだろうか。響ひびきは不思議に思った。

「そう、えーと、この子なんだけど。たぶん俺おれも出て行った方がいいと思うから、出ていくね」

　そう言ってマリオも出て行ってしまった。響は、彼の言っている意味がわからなかった。出て行った方がいいとは、どういう意味だろう。他ほかの女子もそう言ってたというし。

「失礼します」

　ドアがノックされ、新しいバイトの女の子が入ってきた。彼女は宮みや前まえ高校の制服を着て、もうＭＧＢＣのエプロンもつけていた。

「久しぶり、響さんっ」

　響は彼女を見て言葉を失った。

「わたしも、Ｄ組に入っちゃった。よろしくね」

　久しぶりに見るサッチンの笑顔は、とても彼女を近くに感じることができた。



    

  
    
      

エピローグ　迷子にさせないで





　室むろ田た響ひびきは、毎朝地下鉄に揺られて学校に通っている。極度の男性恐怖症である彼女は、なるべく男性の乗車率の少ない車両を選ぶ。だからと言って、いつも思い通りにいくわけではない。選より好ごのみしていたら、いつまで経たっても電車に乗れないからだ。

　朝のラッシュは驚くほどの乗車率で、彼女にとっては本当に辛つらい毎日だ。身長の高い響は他ほかの女性よりも頭ひとつ抜き出ているため、正面を向くと知らない男性の顔がすぐ近くにあるということになる。だから彼女は、俯うつむく。本当ならば電車なんて乗りたくはないが、じっと我慢をする。苦手だからと言って逃げていたら、なにも始まらない。自分はそれが嫌で宮みや前まえ女子高等学校に、Ｄ組に、入ったんだ。

　誰だれかのカバンの角が彼女の腕に当たった。電車が揺れるたびに、それがグイグイと乱暴に押し付けられる。泣きそうなぐらいに痛い。かと言って、泣いてもどうにもなるものではない。すぐ近くにはたくさん人がいるのに、誰もが意識的に無意識に生きる他人だ。こんなに近くにいるのに、まったく存在していないみたいに思える。狭くて息苦しい部屋に閉じ込められ、なにかの罰ばつを受けているんじゃないかとさえ響は感じる。

　電車のドアが開くと、吐き出されるようにして人々が降りていった。

　次の駅。もう少しで地上だ。再び列車に乗り込むと、今度は生ぬるい感覚が腰の辺りにまとわりつく。それは偶然ではなく、故意に動いているようにしか思えない。

　嫌だ、逃げたい、と彼女は強く思う。

　キツく閉じていたまぶたを開け、助けを求めるように瞳ひとみを動かす。しかし、誰も響のことなんて気にするはずもない。世界中で自分だけが一番不幸で、誰からも取り残されていると感じる。そんな孤独の中で、不ふ愉ゆ快かいな感触だけがより一層存在感を際立たせて彼女を苦しめる。もうダメだ、これ以上は我慢できない。だけど、どうにもならない。

　胃が熱くなり、気分が悪くなってきた。あらゆることの限界の一歩手前で、変化が起こる。

「ちょっとあんた、やめなさいよ」

　すぐ後ろで声がすると、彼女を苦しめていた感覚は一瞬でなくなった。振り向くことすらできないすし詰めの車両の中で、顔も見えない誰かの声はさらに続く。

「この変態っ！　恥を知りなさいっ！」

「うぎゃああぁああああぁぁ！」

　どうやら、誰かが誰かの足を思い切り踏んだららしい。車内は少しだけざわつくが、それもすぐに他人事だと冷静さを取り戻してしまう。

　響ひびきは恥ずかしくて消えたくなる。どうすればいいのかわからない。

「ちょっと、あなた」

　さっきまで突き刺すように冷たかった声は、響のすぐ後ろから聞こえてきた。

「今度はちゃんと自分でハッキリ言うのよ？　痴漢です、って」

「は、はい……」

「もし怖かったら、これを握るの。勇気が出るおまじないだから」

　そう言って声の女性は、響の手になにかを握らせた。次の瞬間にはまたドアが開き、彼女は外に押し出される。乗客は目の前を無言で通り過ぎ、誰だれが響を救ったのかを確かめる術すべもない。

　世の中には色々な男の人がいる、と彼女は思う。満員電車での不ふ愉ゆ快かいな人物から、マリオのように自分を認めてくれる人まで。

　世の中には色々な女の人がいる、と彼女は思う。サッチンのようなアイドルから、自分のようなただの一般人まで。

　そんなたくさんの人の波の中で毎日を生きている。流されないように、迷子にならないように、一生懸命過ごしている。

　男の人と、普通に話せるようになりたいと思う。その願いに人間教材という形で協力してくれているマリオ。それとは逆に、男性に対する恐怖感を与える痴漢。

　どれが本当の男の人なのかわからない。誰を信じていいのかわからない。考えると頭が混乱する。言葉が上う手まく出てこない。

　地下鉄の構内から地上に上がる階段が、とても辛つらい時がある。明るい日差しに負けそうで、押し戻されそうになる時がある。一歩、たった一歩が踏み出せない時がある。

　どうしよう。怖い。なにが怖いのかもわからない。でも、怖い。

　そんな時に、パンッと背中を誰かに叩たたかれた。途端に足取りが軽くなる。驚いて振り返ると、自分よりもずいぶんと背の低い女の子が笑っていた。

「響、おはよー!!　どしたの、悩み？　相談する？　千ち佳かに相談する？」

「ううん……なんでも……」

「じゃあ行こう！　今日はマリオの頭にヘビ花火～、ヘビ花火～♪」

　千佳はさっさと階段を駆け上がり、先に地上へと出てしまう。響は、慌あわてて彼女を追いかける。あっという間に段差はなくなり、朝の空気が首の辺りをくすぐる。

「あ、美み鈴すずだっ。おーい、美鈴ーっ！」

　彼女の視線の先には、漫画を読みながら歩いている美鈴の姿があった。

　千佳の呼びかけに気づいた彼女は、漫画から顔を上げた瞬間に、正面からゴリッと電柱に顔面をぶつける。

「は…………鼻、打ったのです」

　照れ笑いを浮かべながら、彼女は近づいてくる。鼻血が出ていないのが、せめてもの救いだろう。美み鈴すずは響ひびきの腕を見て、驚いたような声をあげた。

「室むろ田たさん、腕に切り傷がありますよ？　絆創膏ばんそうこうを使いますか？」

　美鈴はどこからか、羽根の生えたブタのイラストが描いてある絆創膏を取り出し、返事も聞かずにペトッと貼はった。それから、同じように自分の額にもペト。

「おそろいですね」

「うん」

　彼女が、まず自分の腕に貼ってくれたことが嬉うれしかった。ありがとうを言うタイミングがつかめなかったけれど、美鈴はまったく気にしないで笑っている。

　三人で進んでいると、そこに晴はる子ことマリオが一緒にやってきた。一緒にというか、マリオはまたなにかしたのか、ファブリーズを持った晴子に追いかけられている。

「あ、室田さん、おはよー！」

　彼はそう言って、頭を守ったまま走り去って行った。はぁはぁと肩で息をしているのは、晴子だ。

「おはよう、室田さん……。それにしても、どうして男の人って、あれだけ言っても、マヨネーズのフタを、開けっ放しにするのでしょうか……はぁはぁ」

「いや、それは個人差」

　とりあえず響は言ってみたが、晴子はまったく気にする気配はない。きっと、男性に対する妙な偏見がたっぷり頭に詰まっているのだろう。彼女はカバンの中にファブリーズをしまい、かわりに小さいペットボトルのお茶を取り出した。

「あ、室田さんも飲む？」

　一口だけ貰もらうと、それは不思議に甘い味がする。女の子同士でも間接キスとかってあるんだろうか、と彼女はぼんやり考えた。

　横断歩道で信号が変わるのを待っていると、すぐそばのバス停にバスが止まった。

　その中から静しずかが転がり落ちるようにして飛び出してきて、バスの側面に回ったかと思うとガンガンと何発か蹴けりを入れた。

「あほう！　悪いのは隣で『うんちんばこ、うんちんばこ』ってずっと言ってた小学生やないかー!!」

　きっと、とてもくだらないことでケンカをしたのだろう。プンスカと怒りながら、彼女も一団に合流した。最初に響と目があった彼女は、ニッと笑った。

「響、おはよ。みんなもおはよー」

『おはよー』

　トコトコトコ。緩ゆるやかなカーブを曲がると、宮みや前まえ高校が見えてきた。その途中で、学校の制服を着た留る美みとサッチンと出会う。留美はメガネを外しているので、どっちがどっちか見分けがつかない。女子は響ひびきを見つめ「さあ、どっちがどっち？」という顔をする。

「えと、おはよう。留美ちゃん、サッチン」

　彼女がそれぞれの方を向いて挨あい拶さつをすると、二人は満足そうに微ほほ笑えんだ。

「おはよう、響ちゃん」

「響さん、おはよう。みんなも早く見分けつくようにしてねっ」

　校門でマリオは彼女たちを待っていたが、晴はる子こに睨にらまれて逃げて行った。みんなは、そんな二人を見て声を出して笑った。

　なんだか太陽が暖かくて、響は幸せな気持ちになる。立ち止まっていると、みんなは先に昇降口に入って行ってしまった。慌あわてて後を追いかけようとするが、その前に、ずっと握っていた右手のことを思い出した。

　響がそっと手を広げると、その中にはどこにでも売っていそうな、ごくありふれたキーホルダーが乗っていた。星の形をしたキーホルダーは、太陽の光をいっぱいに受ける。

　そして、それは、びっくりするほどきれいに輝いた。

　キラキラと光るキーホルダーを見て、自然と響にも笑顔が浮かぶ。



　――そして、それは、びっくりするほどきれいに輝いた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき（もしもしピーチです！）





　プルルルプルルル……ガチャ

「もしもし。桑島です」

「もしもし、ピーチです！　あ、しまった！　やっぱ今のなし！」

「え？」

　ガチャ……ツーツーツー……………。　プルルルプルルル……ガチャ

「もしもし、桑島です」

「もしもし、あたしあたし！　さっき事故っちゃって、お金振り込んでくださいっ」

「ピーチさんですよね？」

「きゃん！　わーん！　なんでバレるの！　俺おれ俺おれ詐さ欺ぎ失敗！」

「いや、それ犯罪行為なんで。止やめた方がいいですよ」

「そっか。犯罪なのか。ってことで、あとがきですよ」

「あ、はい。あとがきですね」

「今回はどうなの？　シュッシュッ。また迷惑かけたんでしょ」

「はい。でも頑張りましたよ。ほめてください」

「よし、ほめてつかわそー。これあげる。ネリケシとニオイ玉とシャーボ」

「いらないですね」

「なにを！　シャーボ、便利なのに！　このこのっやんやんっ（肘ひじで攻撃）！」

「えーと、前回は男の子と女の子の話だったんですけど、今回は女の子の気持ちについてというかですね……」

「なに勝手に進めてんだよう！　あたしは置いてけぼりかよう！」

「いや、そういうことじゃないですけど。とにかく、女の子のことをたくさん考えながら書きました」

「女の子のことを考えながら、かきました!?」

「はい」

「んま！　じゃあ最後にお礼を述べよ。シュルルルシュルルー。今のブーメランね」

「ＭＦ文庫ＪのＭ様、Ｋ様、イラストの湖こ湘しよう七しち巳み様、協力してくださったＡ様。ありがとうございます。愛してます。ＺＯＫＫＯＮラブ。八街やちまたと南みなみ青あお山やまにも感謝です」

「よしよし、いいこいいこ。次もガンバロホー。あればだけどね。ピーチでした」

「頑張るまーす。桑島でした」

　ガチャ……ツーツーツー……………
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